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　　　　　　　　生物科学科

Department　of　Bio1ogica1Science

　本学科は，細胞生物学講座，生物機能学講座から構成

されており，細胞生物学講座では動物及び動物細胞の形

態，生化学，植物細胞の代謝機能など細胞の構造⑧機能

を中心とした教育研究を行っている　生物機能学講座で

は動物の行動生理学，神経生理学，植物社会学，植物地

理学，形態形成のメカニズムなど組織⑧個体⑧集団の機

能を中心とした教育研究を行っている　以下に学科の教

官（専任）とその研究概要を紹介する．

細胞生物学

　　Ce11Bio1ogy

大川和秋⑧
Taka－ak1OHKAwA

黒　田　正　明　⑧

Masaak1KUR0DA
西　川　彰　男　⑧

Ak1o　NIsHIKAwA

赤　問　一　仁

Kazuh1to　AKAMA

松　野　　　偉

Ak1ra　MATsUN0

大　島　朗　伸

Ak1nobu　OHsHIMA

石　田　秀　樹

H1dek1IsHIDA

教授　大川　和秋

　細胞膜，特に植物細胞膜のイオン⑧水の透過の問題を

電気生理学的手法で研究している　ソヤシクモ節問細胞

を主材料として，植物細胞の興奮性，イオン透過を研究

してきたが，その成果をもとに植物細胞膜レベルにおけ

るエネルギー変換機構を，電気生理学的手法から開拓し

たい．また，外界からの様々の刺激に対しての初期反応

と，その後の生理活性との関係を電気生理学的手法から

アプローチする方法を探っている．

教授　黒田　正明

　アクチン系，中問径線維系細胞骨格の構造形成の過程

を明らかにすることが研究の中心的な課題である．従来

は，アクチン線維の多形性やそれに伴う物理化学的なパ

ラメーターの変化，アクチン重合に関わる調節タンパク

質の分離精製，筋原線維形成の過程で変化するアクチン

アイソマーの定量等アクチン系細胞骨格に比重をおいた

研究を行ってきた　さらに，テスミン系繊維の筋細胞内

での分布が筋形成，生理学的状態により動的に変化する

ことを明らかにし，中間径線維の機能的役割を解明する

研究が現在遂行されている．

助教授　大島　朗伸

　アルカリ性PHで良好な生育を示す好アルカリ性細菌

及びCa2＋要求性の大腸菌L－form　NC－7株を材料に研

究を行っている．現在，好アルカリ性細菌については

Na＋要求性の低いT－21株の細胞内pH調節機構とU－21

株の耐塩性獲得機構について，またL－formについては，

細胞分裂機構についての研究を進めている

助教授　西川　彰男

　両生類変態期の器官の幼生型から成体型への変換機構

を，幼生型細胞のプロクラム細胞死と新たな成体型細胞

の増殖⑧分化の両方の観点から解析している．とくに骨

格筋が幼生型から成体型へと変換する機構にっいて，筋

芽細胞のアポトーシス，増殖，筋管形成，筋分化マーカー

発現を甲状腺ホルモン作用との関連で調べている．

講師　石田　秀樹

　原生動物の細胞運動，特に肉質虫類仮足の収縮や繊毛

虫類の細胞体の収縮に関与する細胞骨格の構造と機能の

解明を主なテーマとし研究を行っている．現在は，繊毛

虫Sp1rostomumやStentorなとに見られるATPを消

費しない収縮運動について，形態⑧生理⑧生化学的な手

法を用いた解析を行っている．

教授　松野　　　偉

　従来までの研究事項　　特に無脊椎動物の持っている

筋肉を中心にして，横紋筋⑧平滑筋の微細構造に関する

研究．

　現在の研究主題：平滑筋、⑧結合組織のキャッチ機構の

研究　微細構造，生理学的，生化学的な面からキャッチ

機構をコントロールするCaの挙動に注目している．

助手　赤間　一仁

　研究主題：植物核メチオニンtRNAイントロンの起

源及び機能，スプライシング機構の解明

　我々は既に緑色植物の核メチオニンtRNA遺伝子が

イントロンにより普遍的に分断されていることを明らか

にしている．現在，イントロンの起源や機能を明らかに

すると同時に，植物メチオニンtRNAイントロンのス

プライシンク様式を前駆体tRNA分子の立体構造並ぴ



76 島根大学生物資源科学部研究報告 第5号

にイントロンの切断に関与するエンドヌクレアーゼの両

側面から解析している．

〔科研費等の採択状況の実績〕

■1）　基盤研究（C）　トランスジェニックガエル作成

の新手法の開発　（代表），　西川

〔招待講演や民間への協力〕

1）　君も挑戦　一生物学の最前線一

　　　日本学術振興会　共催　（1999年10月）

2）　動物を飼ったことがありますか？

　　大学等地域開放特別事業　（2000年7月）

生物機能学

　　Funct1ona1B1o1ogy

内　藤　富　夫　⑧

Tomio　NAIT0H

猪　原　節之介　⑧

Setsunosuke　IHARA

秋　吉　英　雄　⑧

H1deo　AKIY0sHI

高　畠　育　男　⑧

Ikuo　TAKABATAKE

藤　本　正　昭

Masaak1FUJ1M0T0

澤　真　知　子

Mach1ko　SAwA
杁　村　喜　則

Yosh1nor1SUGIMURA

松　崎　　　貴

Takash1MATsUzAKI

教授　内藤　富夫

　これまで，（1）硬骨魚類の生理的体色変化，特に体

表斑紋の出現消失のメカニズム，（2）両生類内臓自律

機能の調節メカニズムを調べてきた．　現在はこの研究

を継続するとともに，比較生理学的立場から両生類の嘔

吐メカニスムおよび微小重力や重力変化に対する内臓機

能適応メカニズムの研究に取り組んでいる．

教授　藤本　正昭

　従来までの研究事項　神経伝達関連薬物投与による脊

椎動物網膜のシナプス経路の解析と，網膜電図及び伝播

性抑制電位発生機構の解析．

　現在の研究主題：魚類から見いだした生理活性ペプチ

ドの分布と機能解析及び魚類水晶体筋の収縮関連機構の

薬理学的解析

教授　猪原　節之介

　従来までの研究事項：　真核細胞転写促進因子の精製

と機能解析（’73一’84）；補体依存性殺菌因子RaRFの構

造解析とその系統発生学的考察（’80一’92）

　現在の研究主題（’86以降）：　個体発生および系統発

生的側面から組織修復能を考える；器官形成と胎児組織

修復の共通項を探る．

助教授　澤　真知子

　ショウジョウバェを中心とした進化，種分化の研究を

行っている　種問雑種が適応度を減少する機構を解明す

るために，ショウジョウバエ近縁種間の，生殖的隔離機

構と，減数分裂機構を含む生殖細胞の形成機構を研究し

ている．また，水棲動物の種分化様式にっいて，分子系

統学的解析を分担し，共同研究を行っている．

助教授　秋吉　英雄

　従来までの研究事項　肝臓病理学，特に肝臓での繊維

形成過程とその調節機構の解析．遺伝子組換えウイルス

による繊維形成機構の発現制御及び細胞転化機構の解読

　現在の研究主題：　肝臓進化学，生体における代謝の

中枢である肝臓と，調節系の中枢である脳神経系の相関

性を系統学的な視野にたって比較検討することで，壮大

な進化の流れを内臓学の側面から少しでも検証できたら

と考えている．

講師　杁村　喜則

　植生分類（植物社会学）と植物相の調査，研究．

主に山陰地方の植生型と植物相の現状を把握し，氷河期

以降のそれらの変遷にっいて考察を試みる。昨今の地域

開発に関わる土地，環境改変に対して，地域の基礎的な

植物的資料の集積，解明をもって，地域の自然環境の保

全，保護について考察したい．

講師　松崎　　貴

　毛を作り出す組織である毛包がどのように形成される

のかを明らかにするために，毛包基部の毛乳頭細胞を培

養し，この細胞に特異的に発現する遺伝子やタンパク質

を同定してその機能を調べてきた．これらの研究を継続

するとともに，毛乳頭と相互作用する毛包表皮細胞の動

態をトランスジェニックマウスを使って調べている．

助手　高畠　育雄

　多くの動物において，繁殖行動は一年に一度決まった
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時期に起こることが多い．この決まった時期に起こる繁

殖行動は，内因性のリズム（概年リズム）と外環境の変

化の相互調節機構によって生じると思われる　この調節

機構を魚類を用いてメラトニンと性ホルモンの関係から，

概年時計の関与を調べている

〔留学生などの受け入れ状況〕

1）　中華人民共和国より私費留学生（連大⑧博士課程）

　　1名　藤本

〔民間，地方公共団体，国の研究期間等との共同研究や

受託研究〕

1）　日本宇宙フォーラムから　重力変化に対する両生

　　類の適応機構（受託，代表），内藤

2）島根県から　北東アシア野生生物調査事業　　（共

　　同，分担）秋吉

〔科研費等の採択状況の実績〕

1）奨励研究（A）　トランスジェニックマウスを用い

　　た毛包表皮細胞の起源ならびに分化様式の研究，

　　松崎

2）両生類の変態と消化管のリモデリング

　　宇宙基地利用基礎実験（代表），内藤，秋吉

3）無細胞化鱗を用いた硬骨魚の表皮欠損修復

　　島根大学工科系学部支援事業助成（財団法人しま

　　ね産業振興財団）（代表），松崎⑧猪原

〔招待講演や民間への協力〕

1）君も挑戦　一生物学の最前線一

　　　日本学術振興会　共催　（1999年10月）

2）動物を飼ったことがありますか？

　　　大学等地域開放特別事業　　（2000年7月）

細胞生物学

　　Ce11Bio1ogy

1
．

2
．

3
．

4

5
．

　　　　　　　　　〔論　文〕

Hypothesis：Hyperstructures　regu1ated　bacteria1

structureandce11cyc1e　Norr1sV，AA1exandre，

YBou11gand，DCe111r，MDemarty，GGrehan，G

Gouesbet，J　Guesp1n，E　Ins1nna　L　L　Sce11er，B

Maheu，C　Mom1r　N　Grant，T　Onoda，N　Orange，

AOshmaLP1cton，HPo1aert，CR1po11，M
The111e，J－M　Va11eton，M－C　Verdus，J－C　Vmcent，

G　Wh1te　and　P　W1ggns，B1ochm1e，81915－

920．1999

G1ycer1nated　catch　apparat　of　sea　urchm　spme

effects　of　cat1ons　on　mechan1ca1propert1es　and

u1trastructure　Ch1zuru　Ogawa，Tatsuo　Moto－

kawa，H1dek1Ish1da　and　Ak1ra　Matsuno，Zoo1

Sci．，7：603－608．2000

Sp11cmg　ofλ”α肋do妙∫z8tRNAMet　precursors1n

tobacco　ce11and　wheatgerm　extracts　Akama　K，

JunkerV，YukawaY，Sug1uraM　andBe1erH，
P1ant　Mo1．Bio1．，44：155－165．2000

Effects　of　Ca1c1um　and　Ca1c1um　Che1ators　on

Growth　and　Morpho1ogy　of　Escher1ch1a　co11

L－Form　NC－70nod－a，T，J　Enok1zono，H　Kaya，A

Osh1ma，P　Freestone　and　V　Norr1s，J　Bacter1o1，

182：1419－1422．2000

Ident1f1cat1on　of　two　cata1yt1csubun1ts　of　tRNA

sp1icing　endonuc1ease　fromλ㎜肋doゆ8お肋α肋〃α一

Akama　K，Junker　V　and　Be1er　H，GENE，257177－

185．2000

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1。好アルカリ性細菌肋o〃〃s　U－21の耐塩性について

　II宗藤美江，大島朗伸，大川和秋　第36回好塩微

　生物研究会（大阪）1999

2．Ammoacy1－tRNA　synthatases，a　set　of　essent1a1

　prote1ns　m　trans1at1on　d1str1buted　between

　cytoso1，m1tochondr1a　and　p1ast1ds　N　Peeters，K

　Akama，A　Chapron，N　Cho1sne，A　D1etr1ch，L

　Drouard，A－M　Duchene，A　G1r1tch，D　Lance11n

　G　Souc1et，I　Sma11and　H　Wmtz，1Oth
　Internationa1　Conference　　on　　Arabidopsis

　Research（Me1boume，Austra11a）1999
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3．tRNAスプライシング⑧エンドヌクレアーゼのサブ

　　ユニットをコードすると推定されるアラビドプシス

　　核遺伝子の分子クローニングとその解析．　赤間

　　一仁，Vo1ker　Junker，H11dburg　Be1er第26回核

　　酸化学シンポジウム（前橋）1999

4植物メチオニンtRNAイントロンの機能解析．　赤

　　間一仁，Vo1ker　Junker，H11dburg　Be1er第22回

　　日本分子生物学会（福岡）1999

5．How1s　adu1t　type　musc1e　d1fferent1at1on　regu－

　　1ated　durmg　amph1b1an　metamorphos1s？Ak1o

　　N1sh1kawa，YokoSh1bota，AyaTamura，JST異

　　分野研究者交流フォーラム『幹細胞の生物学と医学」

　　アブストラクトp171－172，（大磯）2000

a　ヒオウギガイキャッチ筋のフットプロテインについ

　　て　坂口美和，篠原勝利，松野偉　日本動物学会中

　　国四国支部大会（広島）2000

7．繊毛虫Sp1rostomumに収縮環はあるか？　石田秀

　　樹，栗林千春　日本動物学会中四国支部大会　（広

　　島）2000

＆ユリ雌しべ表面からの電位変化と温度変化検出の試

　　み．中岡智子，大川和秋，大島朗伸　日本植物学会

　　中国四国支部大会（広島）2000

9．好アルカリ性肋o〃〃∫S1－3のNADH脱水素酵素

　　の性質にっいて　坂根千津恵，大島朗伸，大川和

　　秋日本植物学会中国四国支部大会（広島）2000

10。ツメガエル変態期の筋成体化にかかわる細胞増殖⑧分

　　化⑧プロクラム死の調節機構　発生運命の異なる2っ

　　の筋芽細胞培養系を用いた解析一，西川彰男，柴生田

　　葉子，田村絢　日本発生生物学会33th（高知）2000

11．アラビドプシスtRNAMet（CUA）アンバー⑧サプレッ

　　サー活性のイントロンに依存した増大．赤間　一仁，

　　Vo1ker　Junker，H11dburg　Be1er日本植物生理学

　　会2000年度年会（名古屋）2000

1Z筋原繊維形成におけるデスミンの量的変化：中間径

　　綿維（IF）の配列方向変化との関係　黒田正明，堀

　　晋介　日本動物学会第71回大会（東京）2000

1a好アルカリ性肋d吻∫U－21の塩ストレスに対する

　　応答　大島朗伸，福屋保幸，宗藤美江，佐野涼子，

　　大川和秋　日本植物学会第64回大会（静岡）2000

14．D1str1but1on　of　Compat1b1e　So1utes1n　the　A1ka11－

　　ph111c3αα〃ωsU－21AOsHIMA，SFUKUYA，M

　　MUNET0H，and　T　OHKAwA　The3rd　Intemat1ona1

　　Congress　on　Extremoph11es，（Hamburg），2000

生物機能学

　　　Functiona1Bio1ogy

1
．

2
。

3
．

　　　　　　　　　〔論　文〕

A11ometry1n　vest1bu1ar　responses　of　anurans

Yamash1taM，Na1tohT，Kash1wag1A，KondoY
and　Wassersug　R．J．，Adv．Space　Res．，23（12）：

2083＿2086．1999

Turnmgb1as1ntadpo1es　WassersugRJ，Na1toh

T　and　Yamash1ta　M，J　Herpeto1ogy，33（4）

543－548．1999

Emes1s　and　space　mot1on　s1ckness1n　amph1b1－

ansNa1tohT，Yamash1taM，Izum1－Kurotan1A，

Takabatake　I　and　Wassersug　RJ，Adv　Space

Res．，25（10）：2015－2018．2000

4．Carass1usRFam1de，anove1FMRFa－re1ated　pept1de

　1s　produced　w1th1n　the　ret1na　and1nvo1ved1n　the

　retma11nformat1on　processmg1n　cyprm1d　f1sh

　Wang，X，Mor1sh1ta，F　Matsushma　O　and　Fu］1一

5
．

6
．

7
．

8
．

1
．

2
．

3
．

moto．M．，Neurosci．Lett．，289：115－118．2000

Gastromtestma1movements1n　amph1b1ans　w1th

1mp11cat1ons　for　poss1b1e　study　under　m1cro－

gray1ty　Na1tohT，Yamash1taM，WassersugRJ，

Space　Ut111zat1on　Research，1673－75．2000

Amph1b1an1arvae　and　space　b1o1ogy　Yamash1ta

M，Na1toh　T，Kash1wag1A，Wassersug　RJ，
Space　Uti1ization　Research，16：76－79．2000

Start1e　response　and　turn1ng　b1as1n　ル〃o”oんμZα

tadpo1es　Yamash1ta　M，Na1toh　T　and
Wassersug　RJ．，Zoo1Sci．17：185－189．2000

毛の成長と脱毛メカニズムに関する研究．松崎　貴

フレグランスジャーナル，28：9－14．2000

　　　　　　　　〔学会発表〕

無尾類の消化管に分布する神経．　内藤富夫，山下

雅道，三嶋美佐子，秋吉英雄，Wassersug　RJ．日本

爬虫両棲類学会　（東京）1999

ラット頬髭を免疫原として得られたモノクローナル

抗体K1310の抗原同定．　鍬本　仁，岩成　宏子，

大浦　一，稲松　睦，松崎　貴，Kuristensen，D．B”

荒瀬　誠治，吉里　勝利　第7回毛髪科学研究会

（山形）1999

オピオイドによるアフリカツメガェルの嘔吐．芝原

千恵，廣山咲織，秋吉英雄，内藤富夫　日本動物学
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　　会中国四国支部大会（広島）2000

4魚類の卵巣及び松果体に対する環境ホルモンの影響．

　　高畠育雄，坪井理絵　日本動物学会中国四国支部大

　　会（広島）2000

5．カワムツとヤマメにおけるエストラジオールとメラ

　　トニンの関係　川上潔，大町美穂，高畠育雄　日本

　　動物学会中国四国支部大会（広島）2000．

6数種動物肝の自律神経支配に関する比較形態学的研

　　究．秋吉英雄，内藤富夫　日本動物学会中国四国支

　　部大会（広島）2000

7In　uteroレトロウイルス投与によるマウス胎仔表

　　皮細胞分化の研究．松崎貴，和田厚子，直良博之，

　　猪原　節之介　日本発生生物学会第33回大会（高

　　矢日）　2000．

＆神経伝達／修飾物質としてのC－RFaペプ手ド．藤

　　本正昭，王小燕　第77回日本生理学会大会（横浜）

　　2000

9Acand1dateforf1shpro1act1n－re1easmgpept1de

　　1so1atedfromJapanesecruc1ancarp　Wang，X，H

　　Satake，T　Sakamoto，S　Hmuma，H　Matsumoto，

　　YHabataHM1nakata，MAndo，FMor1sh1taO
　　Matsushma　and　M　Fu〕1moto，4th　Congr　As1a

　　Ocean1a　Soc　Comp　Endocrmo1，（Ta1pe1）2000

10、魚類生理活性ペプチドGRFaの脳内分布．王小燕，

　　藤本正昭　日本比較生理生化学会　第11回大会

　　（山口）2000．

11遺伝子治療の標的組織としての胎児皮膚．直良博之，

　　井澤寛子，松崎貴，和田厚子，多久和有美，大谷

　　浩　日本先天異常学会第40回学術集会（松江）

　　2000

1Zオタマジャクシ肝臓の器官形成過程におけるHepatic

　　Ste11ate　Ce11の分布と局在秋吉英雄，高田大輔

　　日本動物学会第71回大会（東京）2000

13．オタマジャクシの成長にともなう消化管平滑筋の組

　　織形態学的変化井上明日香，秋吉英雄，内藤昌夫，

　　山下雅道　日本動物学会第71回大会（東呆）2000

14二倍性および半数性両生類における抗酸化防御系の

　　比較柏木啓子，山下雅道，内藤富夫，柏木昭彦

　　日本動物学会第71回大会（東呆）2000

15．オタマジャクシの驚惜行動の反応時間とその変化．

　　山下雅遣，森春丈，鏡味裕，内藤富夫，R1chard　J

　　Wassersug　日本動物学会第71回大会（東京）2000

1a　ラット新生児創傷治癒におけるカドヘリン発現．小

　　泉美智子，松崎貴，猪原節之介　日本動物学会第71

　　回大会（東呆）2000

1τSeasona1change　of　the　NAT　act1v1ty　m　the　eye　of

　　Zacco　temm1nck1and　Sa1mo　masou　masouI

　　Takabatake，K　Nakamura，A　Mor1wak1，K

　　Kawakam1日本動物学会第71回大会（東呆）2000

1＆表皮⑧毛根の形態形成時におけるカテプシン⑧カル

　　パインの局在および電顕観察からみた分化の様式．

　　森岡清和，佐藤（楠畑）かおり，川島誠一，上野隆，

　　木南英紀，大室弘美，桜庭均，猪原節之介　第73

　　回日本生化学会大会（横浜）2000
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　　　　生態環境科学科

　Department　of　Eco1ogy
and　Environmenta1Science

環境生物学

　　Env1ronmenta1B1o1ogy

本　田　雄　一

Yuichi　H0NDA

荒　瀬　　　栄

Sakae　ARAsE

北　村　憲　二

Kenji　KITAMURA

巣　山　弘　介

Kosuke　SUYAMA

山　本　広　基

Hiroki　YAMAM0T0

星　川　和　夫

Kazuo　HosHIKAwA

井　藤　和　人

Kazuh1to　IT0H

木　原　淳　一

Jun1ch1KIHARA

種水生⑧半水生動物の塩分耐性」の比較研究を重視して

いる．

植物病理生態学分野（本田雄　，荒瀬　栄，木原淳一）

　植物病原糸状菌の動態，あるいは植物と病原糸状菌の

出会いによって起こる様々な病的現象を，生理，生態，

形態および分子生物学的手法を用いて解析し，「植物の

病気」の発生メカニズムを明らかにすると共に，その成・

果を活用して環境保全型病害防除体系の確立に貢献する

ことを目指している　現在では主に，1）環境要因の中

で，特に光環境に注目し，光による病害抵抗性の誘導，

光質環境の調節による病害防除に関する研究，2）イネ

いもち病菌が生産する基本的親和性成立に関与する毒素

の作用機構および突然変異イネを用いた病害抵抗性誘導

機構，3）紫外線と青色光による拮抗的光反応（マイコ

クローム系）によって調節される病原糸状菌の胞子形成

機構の遺伝子レベルでの解析なとに取り組んでいる

生態環境の保護や保全を指向し，生物の生存や人間活

動に関わる複雑な生態系の仕組みや問題を科学的に解明

し，評価する基礎的学問分野と，これらを踏まえて，人

問活動，特に農林業における保全的環境管理技術，例え

ば環境低負荷型の植物防疫技術などを開発する応用的分

野からなる．講座では主に動物生態学と微生物生態学に

関する教育⑧研究を行っている．

動物生態学分野（星川和夫，北村憲二）

　昆虫類を巾心とする小動物を対象に，その保全と利用

をめさし，主として生態学的な視点から多様な研究が展

開されている．環境保全に必要な基礎情報として「島根

県の動物相のデータベース作成」を，島根県⑧鳥取県や

民間研究機関と共同してすすめている

　研究テーマとしては，「一化性昆虫の生活史戦略」，

「食植性昆虫の種分化機構」なとの進化生態学的視点か

らの基礎研究に加えて，環境問題と農業との関連では，

「土壌動物⑧蛾類⑧水生昆虫などの群集構造による環境

評価技術の開発」，「水生昆虫の羽化による栄養塩類の系

外排除」が体系的に追及されており，また，「減農薬農

業のための天敵生物利用技術の開発」，「光質環境調節下

での害虫および天敵の行動」などの応用研究が行われて

いる．これらの研究の基礎として各種の生息環境と生活

史の解明は重要であり，「各種環境ストレスに対する動

物の適応」に関する生理学的解明にも取り組んでいるが，

宍道湖⑧巾海の汽水湖に近接した研究室として特に「各

〔留学生等の受け入れ状況〕

　当分野では積極的に外国人留学生を受け入れており，

現在，博士課程一年生1名，修士課程　年生1名が在籍

すると共に，平成13年3月から日本学術振興会の外国

人特別研究員1名の受け入れが決まっている．本外国人

特別研究員は，当研究室で学位を取得後，1年間の予定

で，米国イリノイ大学で招聴研究員としてカボチャ疫病

の耕種的防除法に関する研究を展開している．

〔科学研究費，民間，地方公共団体，国の研究機関等と

　の共同研究や受託研究の受け入れ状況〕

　外部資金として，文部省科学研究費（平成12年度基

盤研究（C）（2），「関口病斑をマーカーにしたエリシター

およびサプレッサーの分子機構解明」）を受け入れた

また，太洋興業株式会社から，「抗菌性被覆資材による

病原糸状菌の抑制に関する研究」に対して，奨学寄付金

を交付された．

微生物生態学分野（山本　広基，井藤　和人，巣山　弘

介）

　環境中に生息する多種多様の微生物を対象として，主

として環境科学的な視点から研究を行っている　具体的

には，1）農薬の環境に対する安全性評価方法を確立する

ために，特に農薬の土壌生態系への影響評価試験方法の

統一化と評価の際の考え方を示すための環境科学的研究，

2）土壌微生物の持っ物質循環に関わる機能，例えば，天
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然有機物の分解，人工有機化合物の分解，有機汚濁水の

浄化なとの微生物生態学的，酵素化学的あるいは遺伝子

工学的研究，3）水環境中におけるハイオフィルムの形成

機構とその有機化学物質分解機構の解明およびこれを応

用した水質浄化技術の開発，などを挙げることができる．

〔国際共同研究など国際交流の実績〕

　最近の海外研究活動として，第41次日本南極地域観

測隊員として「南極環境と生物の適応に関する研究」

（巣山弘介），バングラデシュにおける土壌および地下水

のヒ素汚染および農薬挙動の実態調査（山本広基⑧井藤

和人），第3回農薬微生物学国際シンポジウム（ドイッ）

に出席⑧発表（山本広基），文部省在外研究員としてア

メリカ合衆国ミシカン州立大学に滞在（井藤和人）があ

る．

〔留学生等の受け入れ状況〕

　外国人留学生として，連合大学院特別コース博士課程

WCFernando（スリランカ）が在籍し，「生分解性

プラスチックの土壌中における分解とその土壌生態系影

響」というテーマで研究を進めている．

〔科学研究費，民間，地方公共団体，国の研究機関等と

の共同研究や受託研究の受け入れ状況〕

学外研究費として，文部省科学研究費（平成12年度

基盤研究（A）（1），環境中に微量存在する農薬等の化

学物質の土壌生態系に及ぼす影響評価法の開発），奨

学寄付金（土壌微生物相に及ぼす農薬の影響，土壌

生態系に及ほす農薬の影響に関する研究，環境中に

おける農薬の挙動に関する研究）を受け入れた．

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．UV－B付加照射によるホウレンソウ萎凋病の発病促進，

　本田雄　，（IGEソリース27「植物と紫外線UVB」

　東北大学遺伝生態研究センター），pp．73－78．2000．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．光質制御による植物病害防除，本田雄一，化学と生

　物　37（10）：694－698．1999．（総説）

2．Natura1且uctuat1on　of　m1crob1a1act1v1ty　re1ated

　to　n1trogen　cyc1e1n　r1ce　paddy　s011s　as　a　bas1s　for

　assess1ng　the　s1de－effect　of　pest1c1des　on　s011

　ecosystem　Okamoto，Y，Suyama　K，Itoh，K，

　Itamoch1，M，Kagawa，Y，Ka］1hara，S，Ikushma，

　T，M1yamoto，H　and　Yamamoto，H，J　Pest1c1de

　Sci．24：386－392．1999

3　D1str1but1on　of　s011a1gae　at　the　mon1tormg　s1tes

　m　the　v1c1n1ty　of　Syowa　Showa　stat1on　austra1

　summers　of1992／1993and1997／19980htan1，S，

　Suyama，K，Yamamoto，H，Ar1tom1，Y，Itoh，R

　and　Fukuoka，Y，Po11arB1osc1ence13113－132．

　2000

4　D1rect1so1at1on　of　funga1hyphae　degrad1ng2，4，5，

　6－tetrach1oro1sophtha1on1tr11e　from　s011Mor1，T，

　Itou，T，Yamamoto，H，Fuj1e，K　and　Katayama，

　A．Soi1Sci．P1ant　NutL46：745－749．2000

5Responseofther1ce　Sek1guch11es1on（sZ）mutant，

　cv　Sek1guch1－h1menomoch1，to　〃α卯妙o肋θ

　σぬ肌　Arase，S．，K．Fujita，Y．Honda，　Y．

　Kadowak1，and　J　Isota，Bu11etm　of　the　Facu1ty　of

　L1fe　and　Env－1ronmenta1Sc1ence，Sh1mane　Un1v

　4：1－6．1999．

αL1ght－dependent1nduct1on　of　the　Sek1guch11es1on

　formation　by　3ψoZα桃　o㎎gαθ　in　rice　cv．

　Sek1guch1－asah1，Arase，S，R　Fukuyama　and　Y

　Honda，Journa1of　PhytoPatho1ogy148　193－196．

　2000．
7
．

8
。

9
．

10．

11．

L1ght－enhanced　res1stance　to吻g抑αクo材んθ卯∫θα

1nfect1on　m　the　r1ce　Sek1guch11es1on　mutants，

Arase，S，K　Fuj1ta，T　Uehara，Y　Honda　and　J

Isota，Journa1of　Phytopatho1ogy　148　197－203．

2000．

A　Recess1ve1es1on　m1m1c　mutant　of　r1ce　w1th

e1evated　res1stance　to　funga1pathogens　Arase，

S，Chang－MmZhao，KAkm1tsu，MYamamoto
andMIch11，Jouma1ofGenera1P1antPatho1ogy
66：109＿116．2000．

斐伊川支流⑧阿用川の水生昆虫相，特に河床に埋設

した人工芝に形成された群集構造の特徴について

片岡大輔竃北村憲二⑧星川和夫，ホシザキグリーン

財団研究報告（3）：173－1941999

郊外型公園における昆虫類の群集構造．北村憲二⑧

宮永龍一，ホシザキグリーン財団研究報告（3）：20

9－222．　1999．

紫外線除去フイルムおよびND透過光に対する赤色

型ナミハダニTθ物榊o肋∫〃肋oαθKOCHの反応．

北村憲二⑧藤田学⑧國定勝博，中国昆虫（13）23－

28．1999
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12　ナミハタニ赤色型丁θ肋〃μc肋∫肋zcαθKOCHの個

　　体群成長に及ほす葉面積の効果　北村憲二⑧國定勝

　　博，中国昆虫（13）：29－3全1999．

1ユ畑地におけるクモ類の個体数の季節的変動と群集構

　　造．北村憲二⑧古寺誠，中国昆虫（13）：49－56．

　　1999．

14　Pheno11c　ac1ds　affect　transformat1ons　of　ch1oro－

　　pheno1s　by　a　Corio1us　versico1or1accase．Itoh，K．，

　　FuJ1ta，M，Kumano　K，Suyama，K　and
　　Yamamoto，H　S011B1o1B1ochem，3285－91．2000

15Effect　of　fum1gants　on　s011m1crob1a1popu1at1on

　　and　pro11ferat1on　of　Fusar1um　oxys　porum　mocu－

　　1atedmtofum1gateds011Itoh，K，Takahash1，M，

　　Tanaka，R，Suyama，K　and　Yamamoto，H，J

　　Pest1c1de　Sc125　147－149．2000

16　Presence　of　2，4－D－catabo11zmg　bacter1a　1n　a

　　Japanese　arab1e　soi1that　be1on　to　BAN　A

　　（Brad．yrh1zob1um－Agromonas－N1trobacteト

　　Af1p1a）c1uster1n　α一Proteobacter1a　Itoh，K，

　　Kanda，R，Momoda，Y，Sum1ta　Y，Kamagata　Y，

　　Suyama，K　and　Yamamoto，H，M1crobe　and

　　Env1ron　15　113－117．2000

17Photo－contro1of　con1d1a1deve1opment1n　the

　　fungus3妙o1αη∫07娯α9K1hara，J　and　Kumaga1，

　　T，Recent　Res　Deve1Photochem＆Photob1o1，3

　　51－64．1999．

　　　　　　　　　〔学会講演〕

1．3o榊ぬCinereaに対する赤色光誘導抵抗性に伴っ

　　てソラマメに形成されるパピラ様構造物，明石寛

　道⑧本田雄一⑧荒瀬榮：島根病害虫研究会報，25：

　20．2000．

2．いもち病感染による関口病斑形成変異イネにおける

　O。一生成と抗菌物質蓄積，上野誠⑧荒瀬榮⑧本田雄

　一，島根病害虫研究会報，25212000

＆イネいもち病における誘導抵抗性および誘導感受性，

　森祐一郎⑧荒瀬榮⑧本田雄一，島根病害虫研究会報，

　25：22．2000．

4．微細藻類に及ぼす農薬の影響評価．山田正二郎⑧岡

　本悠子⑧巣山弘介⑧井藤和人⑧橋本英文⑧林篤宏⑧

　大谷修司⑧山本広基　日本農薬学会第25回大会（仙

　台）要旨集，p92．2000

5．水田土壌における有機物分解活性の年間変動。生嶋

　隆博⑧梶原真二⑧井藤和人⑧巣山弘介⑧山本広基：

6
．

7
．

8
．

9
．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

日本土壌肥料学会2000年度東尽大会講演要旨集，

p30．2000

水田土壌のクルコース分解活性．小島亜矢子⑧梶

原真二⑧巣山弘介⑧井藤和人⑧山本広基：日本土壌

肥料学会2000年度東京大会講演要旨集，p30．2000

Natura1f1uctuat1on　of　m1croorgan1sms　m　r1ce

paddy　s011s　as　a　bas1s　for　assess1ng　the　s1de

effects　of　pest1c1des　on　s011　ecosystem

Yamamoto，H，Suyama，K，Itoh，K　andOkamoto，

Y，Abstracts3rd　Intemat1ona1Sympos1um　on

Env1ronmenta1Aspect　of　Pest1c1de　M1crob1o1ogy

（Monhe1m，Germany），p36．2000

D1str1but1on　of　s011a1gae　at　the　summ1t　of　Mt

Fu〕1，Japan　Ohtan1S，Nagaoka，A，Suyama　K，

Yamamoto，H　and　Matsuzawa，T，Program　and

Abstracts，A1gae　and　Extreme　Env1ronments

Eco1ogy　and　Phys1o1ogy（Trebon，Czech），p59．

2000

キュウリの自家中毒に関する研究（第11報）培養

液に添加されたフェノール物質分解菌がキュウリの

栄養生長に及ぼす効果．浅尾俊樹⑧冨田浩平⑧谷口

久美子⑧細木高志⑧谷口　尚⑧巣山弘介⑧山本廣基⑧

井藤和人：園学雑69（別2），p356．2000

Effect　of　metabo11c1nh1b1tors　on　red11ght

1nduced　res1stance　　of　broad　　bean　　aga1nst

Botryt1s　c1nerea　Rahanman，MD　Z，Y　Honda，

SZIs1am　S　Arase，2000年度日本植物病理学会大

会講演要旨集p72．2000

赤色光による植物病害抵抗性の誘導　I．パピラ様

構造物の形成，明石寛道⑧本田雄一⑧荒瀬　栄，

2000年度日本植物病理学会大会講演要旨集p73．

2000．

非親和性いもち病菌レースによる宿主依存的拒否性

誘導因子の生成．森裕一郎⑧荒瀬栄⑧本田雄一，

2000年度日本植物病理学会大会講演要旨集　p73．

2000．

関口病斑形成変異イネに蓄積するストレス化合物に

ついて，上野　誠⑧荒瀬　栄⑧本田雄一，2000年

度日本植物病理学会大会講演要旨集，p74．2000

アシベンゾラルSメチルによるイネの全身獲得抵抗

性の誘導機構（1）いもち病に対する抵抗性誘導，中

村かおり⑧松浦祐治⑧荒瀬　栄⑧本田雄一，2000

年度日本植物病理学会大会講演要旨集，p204．2000．

イネこま葉枯病菌3ψoZαη∫o螂αθから単離した紫
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外線誘導遺伝子の解析，木原淳一⑧本田雄一，平

成11年度日本植物病理学会関西部会講演要旨予稿

集P15．1999．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．微生物農薬とその安全性評価　山本広基，土と微生

　物，53：114117．1999

2．然変異イネの利用によるいもち病のレース⑧品種特

　異性の解明平成9～11年度科学研究費補助金基盤

　研究（C）（2））研究成果報告書

生態環境工学講座

　　Eco1og1ca1Eng1neer1ng

相崎守弘⑧若月利之
Mor1h1ro　AIzAKI　　Tosh1yuk1WAKATsUKI

長縄貴彦⑧佐藤利夫
Takah1ko　NAGANAwA　Tosh1o　SAT0H

山口啓子⑧増永二之
Ke1ko　YAMAGUcHI　　Tsugiyuki　MAsUNAGA

　本講座は，良好な自然の保全や，すでに失われた自然

の修復をはかるための新しい学問分野，生態環境工学を

学ぷ講座です　本講座では，環境科学や生態学をへ一ス

に地球環境問題，地域の環境問題にっいて教育及ぴ研究

を行っています．研究対象は主に水圏と土壌圏です．

水圏研究分野（相崎守弘，佐藤利夫，山口啓子）

　水圏分野では，生物や機能性ろ材を用いた水質浄化技

術の開発，宍道湖，中海，神西湖などの汽水湖の水質保

全や流域管理に関する研究，また水質浄化に役立っ機能

性材料の開発や水の殺菌技術について研究を進めていま

す．

　今年度の主な活動状況は以下のようです．

〔国際共同研究など国際交流の実績〕．

1．ネパール，フェワ湖流域管理に関するトリビュバ

　　ン大学との共同研究（科研費），1999年11月現地

　調査，相崎

2　中国太湖流域管理に関する南県地理湖沼研究所と

　　の共同研究（学振），2000年8月現地調査，相崎

〔留学生等の受け入れ状況〕

1．コロンビアより私費留学生（修士課程）1名

眠間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究〕

1　島根県から自然浄化機能活用研究（受託，代表），

　相崎
2．農林水産庁から海洋におけるC　O。収支の評価に

　関する研究　　（受託，代表），相崎

3．環境庁から資源循環型エコシステムの構築に関す

　　る研究（受託，代表），相崎

4　（株）イスコン，「環境保全型機能性コンクリート

　製品の開発」（共同，分担），佐藤
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5．（株）エポス薬晶，「機能性無機材料の開発」（奨学

　寄附金），佐藤

〔科研費等の採択状況の実績〕

1　基盤研究（C）　ヤマトシシミの大量艶死機構に

　　関する研究（代表），相崎⑧山口

〔特許等〕

1　科学技術庁第59回注目発明に下記の特許が選定さ

　　れ選定証を受領「組成変換アロフエン殺菌剤及び

　　殺菌処理法」特許第2923760号：佐藤

〔招待講演や民間への協力〕

1．第2回　夢・人⑧技術ふれあいフェアーへ展示参

　　加（2000年9月，松江）：相崎⑧山口

2　青少年のための科学の祭典展示参加（2000年8月，

　　出雲）：相崎

3．通産省　四国工業技術研究所　地域コンソーシア

　　ムフォーラムにて，レクチャーおよび依頼講演

　　（高松）：佐藤

　レクチャー　「海生生物付着防止技術の研究動向」

　講演1　「交流矩形波電圧印加による海水の改質と

　　　　　付着生物防除への影響，一無公害生物付

　　　　　着技術としての可能性一」

　　　2．「生物易付着性コンクリートの開発と藻礁

　　　　　　への応用」

　月
3．ナイジェリア，ギニアサバンナの農林生態環境の

　修復，国際熱帯農業研究所，ナイシェリア穀物研

　究所，ニシェール州農業開発公社との共同研究

　　（科研費）1999年12月現地調査，若月

4．ガーナ，農民参加によるアフリカ型谷地田総合開

　発，ガーナ作物研究所，土壌研究所，森林研究所，

　水資源研究所との共同研究（国際協力事業団，科

　研費），2000年1月現地調査，若月

5。タイ，ナイジェリア，ガーナ，南アフリカ，西ア

　　フリカ型所低地集水域の農牧林業ソステムと土地

　制度に関する研究（科研費），2000年45月　現地

　調査，若月

6．ガーナ，農民参加によるアフリカ型谷地田総合開

　発，ガーナ作物研究所，土壌研究所，森林研究所，

　水資源研究所との共同研究（国際協力事業団），

　2000年7－9月現地調査，若月

7．インドネシア，熱帯多雨林樹種の栄養特性と物質

　循環に関する研究，西スマトラ州，アンダラス大

　学との共同研究（科研費），2000年9月現地調査，

　増永

8．ナイジェリア，ガーナ等，学術振興会のポストド

　　ク特別研究員の石田英子がナイジェリアの国際熱

　帯研究所（IITA）に長期問滞在し，西アフリカの

　民族土壌学的研究や劣化土壌の修復に関する共同

　研究を実施．

土壌圏分野（若月利之，長縄貴彦，増永■之）

　土壌圏分野では，アフリカの劣化集水域での食糧増産

と生態環境の修復をはかる研究開発プロジェクトや，土

壌圏の機能を活用した多段土壌層法による生活系排水の

局度処理，イントネソア熱帯雨林の環境土壌学なとの研

究を行っています．また，土壌からの炭酸ガスの発生に

関する研究やコンピュータ技術の土壌学分野への適用に

ついても研究しています．

　今年度の主な活動状況は以下のようです

〔国際共同研究など国際交流の実績〕

1．タイ，多段土壌層法による水質浄化，カセツアー

　　ト大学との共同研究（科研費，タイ国学術振興会）

　　1999年10月現地調査，若月

2．インドネシア，熱帯多雨林樹種の多様性と土壌動

　物の多様性，西スマトラ州，アンダラス大学との

　共同研究（科研費），1999年10－11月現地調査，若

〔留学生等の受け入れ状況〕

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

マレイシアより私費留学生（学部生）1名

イント不シアより短期交換留学生（学部生）1名

インドネシア，ナイジェリアより私費留学生（修

士課程1，博士課程2），計3名

インドネシア，ガーナ，エチオピアより国費留学

生（博士課程），計3名

タイ国学術振興会（TRF）博士プログラム，カセ

ツアート大博士課程学生受け入れ，1名

カーナより国際協力事業団研修生（兼連合大学院

私費留学生）受け入れ，計2名

ガーナより国際協力事業団研修生受け入れ，1名

〔民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

　受託研究〕

1．　（株）カナッ技建，「下水処理水の土壌式超高度処

理技術の開発」（共同，代表），若月
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2　（株）藤井基礎設計，「土壌式河川浄化ンステム」

（奨学寄附金），若月

3．（株）エヌエス環境，「土壌資材を用いた簡易家庭

排水局度浄化装置の開発」（奨学寄附金），若月

4．国際協力事業団，「農民参加によるアフリカ型谷地

田総合開発」（研究協カプロジェクト，代表），若月

〔科研費等の採択状況の実績〕

1．特別研究員奨励費　ナイジェリア，ヌペ，イジお

よびイコの民族土壌学的研究一，土壌観の民族間相違に

およぼす生態環境と社会文化的影響因子（代表），石田⑧

若月

2．基盤研究（A）西アフリカ型小低地集水域の農牧林

業システムと土地制度に関する研究（代表），若月⑧増永

3　基盤研究（B）イント不シアにおける家畜の生産性

向上に関する基礎的研究（分担），若月⑧増永

〔招待講演や民問との連携〕

1．JSPEシンポジウム「水環境とバイオテクノロジー」

講演「土壌の高速局度処理の可能性」（東京），若月

2．国際協力事業団，筑波国際センター稲作コース：

水田の役割講議（筑波），若月

3．日本熱帯生態学会，公開シンポジウム「熱帯研究

は何を目ざすか一国際協力の現場から」，於，島根大学，

コーデネーター，若月

4．　（株）エヌエス環境との共同開発になる多段土壌

層式簡易高度水質浄化装置が，建設省「新技術活用促進

システム」でパイロット事業に登録選定された，若月⑧

増永

5．（株）エヌエス環境と多段土壌層式簡易水質浄化装

置を共同典示，第12回「みる⑧きく⑧ふれる⑧建設技

術フェァ」（広島），若月

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1湖沼生態系の保全と管理　相崎守弘，（須藤隆　編，

　「環境修復のための生態工学」所収），講談社サイェ

　ンティフィック，東京．pp．113－138．2000

2アフリカ，海外における土壌問題と土壌管理　若月

　利之，（「農業技術体系，土壌施肥編」，第3巻，土

　壌の性質と活用，所収），農文協，東呆，pp52－2－

　52－11．　1999

3．（総説）無機系殺菌⑧不活化材料の研究動向．佐藤

　利夫⑧鈴木喬，無機マテリアル学会，6：437－443．

　1999

1
．

2
．

3
．

4
．

5
．

6

7

8．

9
．

　　　　　　　　〔論　文〕

Effect　of　om1nvorous　f1sh　on　the　product1on　of

1ab11e　and　refractory　d1sso1ved　organ1c　carbon　by

zoop1ankton　excret1on　m　a　s1mu1ated　eutroph1c

1akeOtsuk1A，Je－Chu1Park，TFukushmaM
A1zak1，Dog－Soo　Kong，Water　Research，34230－

238．2000

底生生物から見た中海⑧本庄工区の潮通しの効果，

堀伸子，浪越淳，秋葉道宏，相崎守弘，Laguna

（汽水域研究），7：45－52．2000

多段土壌層法による水質浄化工法．若月利之，森純

一，増永二之，工藤鴻基．環境技術，28，691－699．

1999．

S011qua11ty　character1zat1on1n　re1at1on　to　tree

spec1es　d1vers1ty1n　troP1ca1ram　forest，West

Sumatra，Indones1a，I　Compar1son　of　two1ha

p1ots　KubotaD，MasunagaT，Hermansah，Hotta

M　and　Wakatsuk1T　Trop1cs　g133－145．1999

Su1fur　and　zmc1eYe1s　as11m1tmg　factors　to　r1ce

product1on　m　West　Afr1ca1ow1ands　Bur1MM，

Masunaga　T　and　Wakatsuk1T，Geoderma，
94：23＿42．2000－

Ind1genous　S011Know1edge　for　Sustamab1e

Agr1cu1tura1Deye1opment1n　the　Sahe1Zone　of

N1ger，West　Afr1ca，1S011Qua11ty　Character1za－

t1on　of　a　Sma11In1and　Va11ey　Watershed

Hayash1K，Fasho1a，OO，Masunaga，T　and

Wakatsuki，T．，Tropics9：245－258．2000．

Ind1genous　S011Know1edge　for　Sustamab1e

Agr1cu1tura1Deve1opm－ent　m　the　Sahe1Zone　of

N1ger，West　Afr1ca，2S011C1ass1f1cat1on　System

Hayash1K，Fasho1a，OO，Masunaga，T　and

Wakatsuki，T．，Tropics9：259－273．2000．

Mu1t1－med1a－1ayermg　system　for　food　serv1ce

wastewater　treatment，Attanadana，T，Sa1tth1t1，

B，Thongpae，S，Kntap1rom，S，Luanmanee，S，

and　Wakatsuk1，TEco1og1ca1Eng1neer1ng15，133－

138．2000

Eff1c1encyoftheMu1t1－s011－1ayermgsystems　w1th

var1ous　organ1c　matena1components　on　domes－

t1c　wastewater　treatment　Luanmanee，　S，

Attanandana，T，Sa1tth1，B，Pan1cha］aku1，C，and

Wakatsuki，T．，In　the　Proceedings　of　the

Manag1ng　Water　and　Waste　m　the　New
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　　M111enn1um，The　cha11enges　for　de’ve1op1ng　areas，

　　Johannesburg，South　Afr1ca，2A41－1O，2000

10．A　comparative　study　of　zeo1ite　with　other　materi－

　　a1s　as　the　components　of　the　Mu1t1－s01Hayermg

　　system　for　wastewater　treatment　Attanandana，

　　T，Luanmanee，S，Sa1tth1，B，Pamcha］aku1，C，

　　and　Wakatsuki，T．，Idem，2B－2：1－11．2000

11　H1gh　grade　on－s1te　treatment　of　domest1c

　　wastewater　and　po11uted　r1ver　water　by　Mu1t1－

　　s011－1ayermgmethod　Wakatsuk1，T，Luanmanee，

　　S，Masunaga，T，and　Attanandana　T，Idem，

　　2D－3：1－1O，2000

12．リン酸イオン高選択性Mg－A1－C1型ハイドロタルサ

　　イト“TPEX‘‘を用いた浄化槽処理水からのリン除

　　去．川本有洋⑧大久保彰⑧佐藤利夫⑧生越学⑧鈴木

　　喬，浄化槽研究，11；27－35．1999

1a　リン酸イオン高選択性無機層状イオン交換体を用い

　　た排水からのリン除去．川本有洋⑧大久保彰⑧佐藤

　　利夫⑧鈴木喬，水環境学会誌，22：pp875唱81．1999

14．無機陽イオン交換膜を用いた電気透析殺菌法による

　　大腸菌の殺菌．小暮誠⑧安島聡⑧佐藤利夫⑧鈴木喬⑧

　　大矢晴彦，日本化学会誌，2：135－139．2000

1ユ殺菌性金属担持水酸アパタイトによる水中微生物の

　　殺菌⑧不活化効果．佐藤利夫，砂山俊二，鈴木喬，

　　防菌防徽学会誌，28：237－245．1999

16．イワガキ浮遊幼生飼育水の細菌相に及ぼす

　　Nannoch1orops1s　sp培養液の影響．佐藤利夫，山

　　本倫久，勢村均，日本海水学会誌，54：102－11O，

　　2000

1τ中海⑧北部承水路における潮通しの回復がマクロベ

　　ントス群集に与えた影響．山口啓子⑧藤本真子竃高

　　安克己⑧園田武，LAGUNA（汽水域研究），7，

　　p．37－44．　2000．

1＆宍道湖におけるアオコの発生とその地球化学的特徴．

　　瀬戸浩二⑧中山大介⑧田中秀典⑧山口啓子，

　　LAGUNA（汽水域研究），7，p．61毛9，200α

19　アオコ発生時における現場型蛍光法によるクロロフィ

　　ル濃度測定の問題点．中山大介⑧瀬戸浩二⑧田中

　　秀典⑧山口啓子，LAGUNA（汽水域研究），7，

　　p．71－76．2000．

2α中海⑧本庄工区におけるアサリの成長と生残に及ほ

　　す潮通しの効果　山口啓子⑧門脇義雄⑧濱口昌巳⑧

　　藤森恒次⑧立見博俊，水産工学，37（1），p121－130．

　　2000．

1
．

2
．

a

4
．

5
．

6
．

7
．

＆

9
．

10．

11．

12。

　　　　　　　　〔学会発表〕

G　I　S利用流域管理システムによる河川水質予測と

その検証，相崎守弘，松重　夫，三浦真吾，第34

回日本水環境学会講演要旨集，P453．2000

花壇式水路浄化法による水質浄化実験，相崎守弘，

Gut1errez　L111ana，沼沢篤，吉田薫，第34回日本

水環境学会講演要旨集，P22．2000

ゼオライト水耕法による農村処理施設排水の高度処

理一大腸菌⑧一般細菌の菌数変化一，桑原智之，細

田真由美，秋葉道宏，相崎守弘，第34回日本水環

境学会講演要旨集，P23．2000．

屋外水槽を用いたヤマトシジミによる水質浄化に関

する研究．前田伊佐武，相崎守弘，第34回日本水

環境学会講演要旨集，P128．2000．

各種ヨシ人工湿地の比較研究，福井真司，OJ．M．

Larrea，第34回日本水環境学会講演要旨集，P505．

2000

Uti1ization　of　Biva1Ye，Coγ肋o〃αプ妙o〃oα，for

ren0Yat1on　of　btack1sh　water　Fuj1oka　K，I

Maeda，K　Yamaguch1，M　A1zak1，F1fth　Inter－

nat1ona1　Sympos1um　　on　　En▽1ronm－enta1

B1otechno1ogy，Kyoto，2000

ネパールフェワ湖における流域特性に関する研究．

能智美佳，藤岡克已，前田伊佐武，高橋愛，相崎守

弘，日本陸水学会第65回大会，p144．2000

水鳥公園⑧っばさ池の水質変動およぼすガン⑧カモ

の影響，中村雅子，神谷要，相崎守弘，日本陸水学

会第65回大会，p130．2000

ヤマトシジミの大量艶死機構に関する研究，相崎守

弘，高橋愛，山口啓子，日本陸水学会第65回大会，

p131．　2000

多段土壌層法水質浄化システムによる下水処理水や．

汚濁河川水のの超局度処理増永二之，森純一，稲石

高雄，白浜松重，若月利之　第95回日本土壌肥料学

会関西支部講演会，彦根，1999

10years　performance1f　Mu1t1－S011－Layemg

syste㎜on　domest1c　wastewater　treatment　S

Luanmanee，N　Iwash1ma　T　Masunaga，T

Attanandana，T　Wakatsuk1第95回日本土壌肥

料学会関西支部講演会，彦根，1999

水田と森のエコテクノロジーによるアフリカと日本

の再生プランの提案，若月利之，第95回日本土壌

肥料学会関西支部講演会，彦根，1999

13多段土壌層法による汚濁河川水の局度浄化増永二之，
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　　善波孝人，藤井俊逸，若月利之．第34回日本水環境

　　学会年会，京都，2000．

14．多段土壌層式新技術浄化槽システムによる家庭排水

　　の高度処理，1O年間の実証試験の結果．佐藤邦明，

　　増永二之，若月利之第34回日本水環境学会年会，京

　　都，2000．

15．西スマトラ熱帯多雨林における樹木が土壌養分状態

　　に及ぼす影響，表層土壌中A1の形態．増永二之，

　　Hermansah，若月利之，第46回日本土壌肥料学会

　　大会，東京，2000．

16．L1tterfa11and　nutr1ent　f1ux1n　re1at1on　to　tree

　　spec1es　d1vers1ty1n　trop1ca1ra1n　forest1n　West

　　Sumatra　Indones1a　Hermansah，T　Masunaga

　　Wakatsuki．第46回日本土壌肥料学会大会，東京，

　　2000．

1τ多段土壌層法による河川および下水の超局度処理シ

　　ステムの開発，構造決定における透水係数の必要性．

　　森純一，増永二之，若月利之，第46回日本土壌肥

　　料学会大会，東呆，2000

1＆多段土壌層法における生活排水処理，構造の違いに

　　よる処理能力の比較．佐藤邦明，増永二之，若月利

　　之第46回日本土壌肥料学会大会，東尿，2000

19JICA研究協力「農民参加によるアフリカ型谷地田

　　総合開発」プロジェクト，若月利之，久保田大輔，

　　EOtoo，第46回日本土壌肥料学会大会，東呆，2000

20．Vegetat1ona1and　p1ant　nutr1t1ona1character1za－

　　t1on　of　an1n1nd　va11ey　watershed1n　Ashant1，

　　Ghana　Annan－Affu1E　and　Wakatsuk1，第46回

　　日本土壌肥料学会大会，東呆，2000

21．Comparat1ve　study　of　d1fferent　mater1a1s　as　the

　　component　of　the　Mu1t1－so11－1ayer1ng　system　m

　　domest1c　wastewater　treatment，Luanmanee，S，

　　Wakatsuk1，T，and　Attanandna　T，第46回日本

　　土壌肥料学会大会，東京，20000

22．Eff1c1encyoftheMu1t1－s011－1ayermgsystems　w1th

　　var1ous　orgamc　mater1a1components　on　domes－

　　t1c　wastewater　treatment　Luanmanee，　S，

　　Attanandana，T，Sa1tth1B，Pan1cha］aku1，C，and

　　Wakatsuk1，T，Johannesburg，South　Afr1ca，2000

23．Acomparativestudy　ofzeo1itewith　othermateri－

　　a1s　as　the　components　of　the　Mu1t1－s011－1ayer1ng

　　system　for　wastewater　treatment　Attanandana，

　　T，Luanmanee，S，Sa1tth1B，Pan1cha〕aku1，C，

　　and　Wakatsuk1，T，Johannesburg，South　Afr1ca

24．

25．

26．

27．

28．

29．

30．

31．

32．

33．

2000

H1gh　grade　on－s1te　treatment　of　domest1c　waste－

water　and　po11uted　river　water　by　Mu1ti－soi1－

1ayermg　method　Wakatsuk1，T，Luanmanee，S，

Masunaga，T，and　Attanandana，T，Johannes－

burg，South　Africa，2000

JICA研究協力「谷地田総合開発」における小規模

水田開発対する農民の反応と評価，アナン⑧アフー

ル，若月利之，縄野みどり，久保田大，輔林慶一，第

10回日本熱帯生態学会，松江，2000

Integrated　Agroforestry　m　sma11m1and　va11ey

watershed　m　Ashant1reg1on，Ghana，Owus－

Sekyere，E．，Cobbina，J．Kubota，D．，Masuda，M．

and　Wakatsuki，T”第10回日本熱帯生態学会，松

江，2000

イオン交換膜電気透析法の大腸菌ファージ（Qβ）

に対する不活化効果。佐藤利夫⑧砂山俊二．日本防

菌防徽学会第26回年次大会要旨集p85．1999

飼育水中の細菌相の変動が二枚貝幼生の生残⑧成長

に与える影響（1I）一幼生飼育に良好な細菌相構築

への有用微細藻類培養液の寄与性一．佐藤利夫⑧砂

山俊二⑧勢村身日本海水学会第50回年会要旨集

p－123．　1999

リン酸イオン高選択性無機イオン交換体による浄化

槽処理水からのリン除去．佐藤利夫⑧鈴木喬⑧川本

有洋⑧大久保彰．第2回日本水環境学会シンポジウ

ム講演集p，16－17．1999

石炭灰⑧石炭殻を用いたモルタルの生物膜形成とそ

の改質に関する研究　野中資博⑧山本広基⑧佐藤利

夫．第54回農業土木学会中国支部講演会要旨集

p．152－154．　1999

リン酸イオン高選択性無機層状イオン交換体

（TPEX）のリサイクル利用について．生越学⑧佐

藤利夫⑧大久保彰⑧川本有洋⑧鈴木喬．第13回全

国浄化槽技術研究集会講演要旨集p71－75，999

改質ハイドロタサイトによる浄化槽処理水の殺菌お

よびリン除去．砂山俊二⑧佐藤利夫⑧大久保彰⑧川

本有洋⑧鈴木喬．第13回全国浄化槽技術研究集会

講演要旨集皿76－82．1999

リン酸イオン高選択性無機イオン交換体による河川

水からのリン除去．佐藤利夫⑧砂山俊二⑧鈴木喬⑧

大久保彰⑧川本有洋．社団法人環境科学会1999年

会一般講演⑧シンポジウムプログラム，皿68－69．

1999
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34．リン酸イオン選択吸着材（TPEX）の吸着性能と造

　　粒体による河川水からのリン除去．砂山俊二⑧佐藤

　　利夫⑧鈴木喬⑧大久保彰⑧川本有洋．社団法人環境

　　科学会1999年会一般講演⑧シンポジウムプログラ

　　ム，p．292－293．1999

35．殺菌性金属導入型ハイドロタサイトによる水中微生

　　物の殺菌⑧不活化．砂山俊二⑧佐藤利夫⑧川本有洋⑧

　　大久保彰⑧鈴木喬．日本防菌防徽学会第27回年次

　　大会要旨集p43．2000

3a鉄（W）酸カリウムの殺菌特性一分解率と殺菌効果一

　　佐藤利夫⑧砂山俊二．日本防菌防徽学会第27回年

　　次大会要旨集p32．2000

37．廃棄物を利用した生物易付着性コンクリートの開発

　　と藻礁への応用．佐藤利夫．日本海水学会第51回

　　年回研究技術発表会要旨集p1｝14．2000，（学会招

　　待講演）］

3＆水分と温度を主要因とした団粒内還元領域変動モデ

　　ルによる亜酸化窒素発生予測，長縄貴彦，澤本卓治，

　　波多野隆介，小崎　隆，日本土壌肥料学会講演要旨

　　集，第46集，叫5．2000．

39．中海干拓問題と潮通しパイプのヘントスヘの影響

　　山口啓子⑧藤本昌子⑧高安克巳⑧園田武，日本ヘン

　　トス学会第13回大会講演要旨集，p．51．1999

8
．

9
．

10．

11．

2000－O02，公開セミナー，食糧生産と環境の調和を

求めて，一アジァ⑧アフリカからの視点，P81唱6．

2000

R1ce　product1on1n　padd1es　and　env1ronmenta1

conservat1on　m　Afr1ca，Wakatsuk1，T，JICA

Network　Vo18，p21．2000

1999Annua1Report　of　JICA／CRI　Joint　Study　on

the　Intergrated　Watershed　Manageemnt，Ghana，

Wakatsuki，T．and　Otoo，E．（ed），pp1－164．2000

Summary　Report　for　the　Eya1uat1on　Team　JICA

／CRI　J01nt　Study　on　the　Integrated　Watershed

Management，Ghna　Wakatsuk1，T　and　Otoo，E

（ed），pp1－64．2000

貝類の環境適応性と沿岸海域の環境変化モニターと

しての安定同位体比に関する研究，山口啓子，平成

11年度笹川科学研究助成金研究報告書2000

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．中海⑧宍道湖文献目録　相崎守弘，Laguna（汽水

　　湖研究），7：85－105．2000

z地理情報システムを活用した霞ケ浦流域の流域管理

　に関する研究　松重　夫，相崎守弘，三浦真吾，国

　立環境研究所研究報告，R－150－2000，pp78．2000

3．特願平11－330035「水質浄化装置」，若月利之，増永

　二之，野辺一寛，藤井俊一，善波孝人1999．

4バングラデッシュの食料不安と「在地の技術」（向

　井史朗）へのコメント，若月利之，農耕の技術と文

　化，22：8＆93．1999

5．Changes　m　s011propert1es　between1967and1995

　1n　Bang1adesh，Mhos1n，M　A　and　Wakatsuk1，T，

　Bang1adesh　J　Env1ron　Sc1，Vo14，1O1－11O，1999

6．Changes　in　peat　soi1properties　between1967

　and1995in　Bang1adesh，Mhosin，M．A．and

　Wakatsuk1，T，Bang1adesh　J　Eny1ron　Sc1，Vo14，

　111－115．1999

7．アフリカの大地一その特性となりたち（掘信行）へ

　のコメント，若月利之，国際高等研究所報告書，
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森林環境学

　　Forestry　and　Eny1ronment

北　尾　邦　伸

Kunmobu　KITA0

片　桐　成　夫

Shigeo　KATAGIRI

川　口　英　之

Hideyuki　KAwAGUcHI

山　本　伸　幸

Nobuyuk1YAMAM0T0

井　口　隆　史

Takash1IGUcHI

小　池　浩　郎

K01ch1ro　KoIKE

長　山　泰　秀

Yasuhide　NAGAYAMA

　地球環境問題は，私達に森林の大切さを教えてくれて

いる．健康で美しい永続性のある森林を造成⑧保全亀活

用するにあたって，私達の前には多くの森林問題が横た

わっている．近年アメニティ生活空間の追求という観点

も含めて，森林は人間にとって不可欠な自然環境と意識

されるようになってきた．

　そこで重要になるのは，森林そのものの科学的解明と，

森林の置かれている社会経済状況についての現状分析と

いうべ一シックな研究であり，更に，それらをふまえた

適応制御型技術としての性格を持っ森林取り扱い技術や

森林の的確な社会的位置づけを図るための手法について

の研究とその高度化である。

　当講座は，森林の構造と機能を明らかにする森林生態

学と合理的な森林造成システムを確立しようとする森林

生産学を中心に研究教育に携わっているエコロジー系と

森林の環境効果を社会的に評価する森林環境評価学，森

林利用を有効に行い，自然との調和を目指す計画を考え

る森林計画学及び森林⑧林業⑧山村にっいて経営経済的

側面から考える森林経済学を中心に研究教育に携わって

いるエコ⑧プランニング系の2部門から成っている．

　以下，構成教官の主な研究テーマと近年の活動状況に

ついて紹介する．

〔主な研究テーマ〕

エコロジー系：

片桐成夫　⑧森林生態系の物質循環に関する研究

　　　　　　・人間の干渉が森林生態系に及ぼす影響に

　　　　　　　関する研究

川口英之　⑧森林生態系における樹木の資源利用様式

　　　　　　・森林の更新動態

長山泰秀　⑧森林土壌での窒素無機化

　　　　　　⑧林分の垂直構造と光環境の相互作用

エコ⑧プランニング系

北尾邦伸　⑧森林⑧林業の流域管理

　　　　　　⑧雑木林林業⑧里山保全の可能性

井口隆史　⑧森林⑧林業に関する経営経済的研究

　　　　　　⑧山村地域の振興⑧発展方策に関する研究

小池浩　郎⑧森林資源勘定

　　　　　　⑧木質エネルギー利用

　山本伸幸　⑧森林資源勘定

　　　　　　⑧地域統計

〔活動状況〕

〔国際共同研究なと国際交流の実績〕

1．韓⑧中⑧日国際シンポジウム（アカマツ林保全に関

　する講演）　1名⑧1件

2海外学術調査⑧研究（「中国南部森林と人問活動の

　相互作用機構に関する地球環境科学的研究」／中国

　科学院）　1名⑧1件

3．海外学術調査⑧研究（「地球環境撹乱下における生

　物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する総

　合的研究」／マレーシア⑧サラワク森林局）　1名⑧

　1件
4日中共同研究（「中国寧夏南部山村地域における生

　態環境建設と社会経済発展に関する実証的研究」／

　寧夏回族自治区）1名⑧1件

〔留学生の受け入れ状況〕

1．博士課程　5名（韓国1⑧中国3⑧ペルー1）

2．修士課程　2名（中国⑧ネパール）

3．短期交換留学生　2名（韓国⑧中国）

〔民間との共同研究や受託研究など〕

1島根県中山間地域研究センターとの共同研究1名⑧

　1件
2国際地球環境戦略機関との共同研究　1名⑧

　　1件

〔科研費の採択状況なとの実績〕

1基盤研究C2「樹木個体群における遺伝子流の構

　造解析と繁殖投資効率の遺伝子流量による評価」

　（研究代表者），2000年から

Z研究分担者　4名⑧4件

〔公開講座や産業フェアーなどへの協力状況〕

1．島根大学公開講座　2名⑧3件
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2．島根県生涯学習推進センター公開講座2名・3件

3．松江だんだん2000（木質ペレット⑧ストーブの出

展⑧解説）2名⑧1件

4．隠岐島前の森復興公社の活動への協力（島根大学

学生による森林ボランティア活動）2名⑧1件

　　　　　　　　　　［著　書］

1．中山問地域の新たな可能性北尾邦伸，宇野重昭⑧

　増田祐司編「北東アジア地域研究序説」，国際書院，

　東県，PP357－372．2000

2．市民生活の保全．北尾邦伸，「里山を考える101の

　ヒント」，日本林業技術協会，東只，pp80唱1．2000

3．暮らしのなかにあった里山，山本伸幸，里山を考え

　る101のヒント，日本林業技術協会，pp40－41．2000

　　　　　　　　　　［論　文］

1国民経済の変容と林業展開の転換．北尾邦伸，林業

　経済，613：1－9．1999．

2．たたらと里山．北尾邦伸，森林文化研究，20：9－19．

　1999．

3．いまだ見えない新基本法への道筋．北尾邦伸，農林

　統計調査，Vo150－7：13－17．2000．

4日本アカマッの保全の方向，片桐成夫，Proceed

　Intemat1ona1Sypos1um　for　the　Conservat1on　of

　U1jin　Pine　Forest1O1－141．2000

5全国大学演習林における渓流水質　戸田浩人⑧笹賀

　一郎⑧佐藤冬樹⑧柴田英昭⑧野村睦⑧市川一⑧藤戸

　永志⑧鷹西俊和⑧清和研二⑧塚原初男⑧飯田俊彰⑧

　谷口憲男⑧中田誠⑧桑原繁⑧内田武次⑧春田泰次⑧

　井上淳⑧八木久義⑧塚越剛史⑧蔵治光一郎⑧二田美

　穂⑧小野裕・鈴木道代⑧今泉保二⑧山口法雄⑧竹中

　千里⑱万木豊⑧川那辺三郎⑧安藤信⑧中西麻美⑧西

　村和雄⑧山崎理正⑧長山泰秀⑧土肥奈都子⑧片桐成

　夫⑧小藤隆一⑧新村義昭⑧井上章二⑧江崎次夫⑧河

　野修一⑧藤久正文⑧岩松功⑧今安清光⑧中村誠司⑧

　塚本次郎⑧野上寛五郎⑧榎木勉，日本林学会誌82（3）

　308＿312．2000

6Commun1ty　dynam1c　mode1s　of　two　d1oec1ous

　tree　spec1es　Nanam1，S，H　Kawaguch1and　T

　Kubo，Eco1ogica1Research，15：159－164．2000．

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．横山典子⑧片桐成夫，’島根半島⑧弥山山地における

　ニホンジカの林業被害にっいて　日本林学会大会学

　術講演集111：614．2000．3

zトチノキ個体群の開花フェ．ノロジr川口英之⑧辻

　由美子⑧舘野隆之輔⑧名波哲⑧廣部宗⑧井鷺裕司，

　第47回日本生態学会大会講演要旨集，叫210，200α

3トチノキ個体への送粉による遺伝子流を制限する要

　因．幸田淳⑧井鷺裕司⑧川口英之⑧榎木勉⑧荒木眞岳⑧

　飛田博順⑧金子有子，第47回日本生態学会大会講演

　要旨集，p．209．2000．

4光と窒素条件がナギとイヌカシの窒素引き戻し効率

　、に与える影響．舘野隆之輔⑧川口英之，第47回日本

　生態学会大会講演要旨集，p251．2000．

5．御蓋山のナギ個体群における性依存的な隣接効果．

　名波哲⑧川口英之⑧山倉拓夫，第47回日本生態学会

　大会講演要旨集，p．257．2000．

6中国江西省の荒廃マツ林におけるリター蓄積量の空

　問分布．川口英之⑧長山泰秀⑧片桐成夫⑧舘野隆之

　輔⑧李昌華，第111回日本林学会大会学術講演集，

　p567．2000．

7．流域概念による地域認識の可能性と意味，山本伸幸，

　2000年度島根地理学会⑧地理科学学会合同大会発表，

　p4．2000

＆ヨーロッパにおける森林資源勘定の最近の動向，山

　本伸幸，環境経済⑧政策学会2000年大会報告要旨集，

　289pp”38－39．2000

　　　　　　　　　　［その他］

1循環型社会と森林⑧林業．北尾邦伸，国民と森林，

　70：4＿5．　1999．

z中山間地域の新たな可能性．北尾邦伸，島根県「99

　島根国際シンポジウム報告書」，356－362，405－410．

　1999．

3島根県隠岐流域　北尾邦伸，「木材安定供給体制整

　備推進調査報告書」，（財）日本木材総合晴報センター，

　pp134－155．　2000，

421世紀の市民社会と森林⑧林業，森林組合．北尾邦

　伸，森林組合，352：4－10．1999．

5自然資源管理の文明を発信し続けるアメリカ（書評

　大田伊久雄『アメリカ国有林管理の史的展開』）　北

　尾邦伸　農業と経済，Vo166－985．2000

6．百年先に託すロマンの世界を拓く事業体．北尾邦伸，

　森林組合，363：22－27．2000．

7　Forest　resource　a㏄ounts　and　trade　mode1，

　Nobuyuk1Yamamoto，A　Step　toward　Forest

　Conservat1on　Strategy　（1）　一Current　Status　on



島根大学生物資源学部業績目録（平成11年10月～平成12年9月） 91

Forests1n　the　As1an－Pac1f1c　Reg1on，Inst1tute　for

g1oba1env1ronmenta1strateg1es，Tokyo，563pp，

344－358．2000

　　　　　　生命工学科

Department　of　Life　Science
　　　and－Biotechno1ogy

応用生命工学

　　App1ied　Bioscience　and　Biotechno1ogy

松田英幸⑧澤　嘉弘
H1deyuk1MATsUDA　Yosh1h1ro　SAwA

横田一成⑧川向誠
Kazush1ge　Y0K0TA　Makoto　KAwAMUKAI

長屋　敦⑧田中克典
Tsutomu　NAGAYA　Katsunor1TANAKA
西　村　浩　二

Koh』1NIsHIMURA

教授　松田　英幸（H1deyuk1Matsuda）

　微生物の優れた機能を遺伝子レベル等で解明し，その

応用を目指している．新微生物のキトサン等を分解する

酵素の遺伝子の構造解析と，変異導入他により有用機能

を付与した酵素の分子設計や，遺伝子工学によるキトサ

ナーゼ等有用物質の生産制御，海藻粘性多糖類の抗菌，

免疫強化活性の解明とその応用等，機能性多糖に関する

糖鎖及び蛋白工学的研究を，共同，分担で進めている．

教授　澤　嘉弘（Yosh1h1ro　Sawa）

　微生物⑧藻類由来のアミノ酸代謝とりわけ窒素代謝に

関与する酵素群（グルタミン合成酵素，アミノ酸脱水素

酵素，トランスアミナーゼ）の構造⑧機能相関および調

節機構の解明とこれらの酵素の特性（熱安定性，基質特

異性）を部位特異的変異法やDNAシャッフリングを

用いて改変し，アミノ酸生産等への応用を目指している

教授　横田一成（Kazush1ge　Yokota）

　食晶脂質の必須脂肪酸バランスなどによる細胞応答で

の動物細胞のアラキドン酸カスケードの栄養制御機構に

関して，主に，哺乳動物培養細胞株を用いた実験系で分

子や細胞のレベルでの調師機構を解明している．さらに，

これを発展させて，エイコサノイト産生を介した細胞増

殖，分化，免疫機能などとの関連性を研究する．
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教授川向誠（MakotoKawamuka1）
　分裂酵母の細胞周期を調節するシクナル伝達系の解析

をテーマとし，現在cAMP経路やRas－MAPキナーゼ

経路に関わる新たな制御遺伝子（oα抄，∫1α1や143剖

の機能解析を進めている．これとは別に，電子伝達系の

構成成分であるユヒキノンの生合成経路の遺伝子解析，

UQ1Oの生産性の向上および分裂酵母におけるUQ1Oの

抗酸化物質としての役割について研究している．

助教授　長屋　敦（Tsutomu　Nagaya）

　不飽和脂肪酸に酸素を添加するリポキシゲナーゼ

（LOX）は動植物において重要なシクナル伝達系に関わっ

ている．このLOX酵素タンパク質の反応特性と構造の

関係の解析を遺伝子工学的にキメラ酵素を作製するなと

して行っている。また，植物細胞におけるLOX発現の

調節についてジャスモン酸などとの関連を検討している．

助教授　田中　克典（Katsunor1Tanaka）

　高等真核生物のモテル系として非常に優れている分裂

酵母を材料にして，染色体DNA複製開始に重要な働き

を果たすORC複合体を細胞周期制御との関連を中心に

研究している．また，染色体DNA分配やテロメアの長

さの制御に関与するユビキチン様ファミリータンパク質

の機能解析を行っている．（現在留学中）

助手　西村浩二（Koh〕1N1shmura）

　アラキドン酸代謝の食餌因子による制御機構の研究を

動物培養細胞を用いて免疫工学的手法⑧分子細胞生物学

的手法を用いて行っている．特に，アポトーシスの誘導

を食餌因子により制御して生活習慣病の予防への応用を

指向している．また，高等植物における脂質由来情報伝

達経路に関する研究も行っており，環境ストレスや病害

虫感染の耐性への応用を指向している．

［国際共同研究など国際父流の実績］

1．中日共同研究（「中国5千年伝統発酵微生物遺伝子

　資源調査及ぴその応用」1999年11月資料交換後継

　続中，1999年7－8月北京，敦煙及び紹興現地調査済

　み）松田

2．プロタグランジンとロイコトリェン研究：基礎科学

　と新規臨床応用に関する第11回国際会議でのシン

　ポジウム講演，研究討論，共同研究打ち合わせ，横

　田　成，イタリア，フィレンツェ，2000年6月4日

　から8日

［留学生の受け入れ状況］

　博士課程　5名（中国2，韓国2，タイ1）

　修士課程　1名（韓国）

　短期交換留学生　2名（韓国）

［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

　受託研究など］

1．NEDO，中国技術振興センター，「生分解性天然高

　　分子を活用したプラスチックと金属の複合化技術の

　　開発」（地域コンソーシアム産学連携研究費，分担）

　松田，川向，中川

2科学技術庁，「化学農薬に替わるバイオ農薬の開発」

　　（分担課題　植物キチナーゼ遺伝子の微生物細胞に

　　よる高発現に関する研究）（革新的な技術開発研究，

　分担代表）松田

3．（株）海産物のきむらや，「海藻食品粘性多糖の抗腫

　瘍活性と抗菌メカニズムの解析」（共同研究，代表），

　松田

4ホシザキ電機（株），「電解機能水による微生物機能

　　の挙動に関する研究」（奨学寄付金，代表）松田

5．（株）海産物のきむらや，「大腸菌O157及び食中毒

　菌に対する海藻食品粘性多糖の抗菌活性の解析とそ

　　の応用」（奨学寄付金，代表），松田

6．島根県酵母開発機構，「細胞融合など先端バイオテ

　　クノロシーによる新醸造酵母の育種」（奨学寄付金，

　代表）松田

7．島根産業振興財団，「微生物により生産されたキノ

　　ン類の食晶への応用」（奨学寄付金，代表）松田

8鐘化（株），「真菌類の抗酸化剤ユヒキノン生合成酵

　素に関する遺伝子工学的研究」（奨学寄付金，代表）

　松田，川向

9（財）しまね産業振興財団，「シイタケよりの有用遺

　伝子の検索とその有効利用」（奨学寄付金）　川向

10．旭化成（株），「酵母の分子遺伝学に関する研究」

　（奨学寄付金）　川向

11．アルファ食晶（株），「蛋白質低減化に関する研究」

　（奨学寄附金）　澤

12．ビタミンB研究委員会，「ビタミンに関する研究」

　（奨学寄附金）　澤

13．（財）旭硝子財団，「DNAシャッフリングによる新

　規酵素L一アスパラギン酸脱水素酵素の創成」（研究

　助成，奨学寄附金）　澤

14生物系特定産業技術研究推進機構，「肥満⑧脂肪代

　謝制御の分子機構と食晶中の活性化因子に関する研

　究　食晶由来脂肪酸の生体内代謝とアラキドン酸
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　　カスケート反応を介した脂肪細胞制御に関する研究」

　　（受託，新技術新分野創出のための基礎研究推進事

　業，肥満・脂肪代謝プロジェクト）　横田，地阪，

　西村（1999）

15．アルファ食晶（株），「玄米エキス配合のライフサポー

　　ト米の晶質に関する研究」横田，（共同，分担）

16．日本油脂（株）研究本部医薬開発室，「8一イソプロス

　　タンの免疫学的測定法の開発に関する研究」（奨学

　寄付金）横田

17資生堂（株）基盤研究センター，「リノール酸9位

　特異的リポキソゲナーゼに関する研究」　（奨学寄付

　金）横田

18．日本油脂（株）ライフサイェンス事業部，「PGJ。誘導

　体の免疫測定法の開発研究」（奨学寄付金）横田

19生物系特定産業技術研究推進機構，「肥満⑧脂肪代

　謝制御の分子機構と食晶中の活性化因子に関する研

　究　食品由来脂肪酸の生体内代謝とアラキドン酸

　　カスケード反応を介した脂肪細胞制御に関する研究」

　　（受託，新技術新分野創出のための基礎研究推進事

　業，肥満⑧脂肪代謝プロジェクト）（継続）　横田，

　地阪，西村（2000）

［科研費等の採択状況の実績］

1平成11年度科学研究費補助金，基礎研究（1）（2）

　「動物細胞のソクナル伝達系での情報脂質分子の生

　合成機構と食晶機能因子による分子調節」横田一成

2平成12年度　基盤研究（C）「分裂酵母の新規RNA

　結合蛋白質S1a1の局在性と細胞分化への役割」

　川向　誠

［特許等］

1コエンザイムQ1Oの製造法，松田英幸⑧川向　誠⑧

　矢島麗嘉⑧池中康裕⑧西　健一⑧長谷川淳三⑧高橋

　里美，特開2000－228987．2000

2　Method　of　form1ng　Ub1qu1none－1O，Uu1ted

　StatesPatent，MATsUDA，H，MKAwAMUKAI，T

　NAKAGAwA，K　TANAKA，Patent　Number6，103，488

　date　of　Patent，Aug．15．2000

［招待講演や民間への協力］

1．第2回　夢⑧人⑧技術ふれあいフェアの展示参加

　（2000年9月，松江）：松田，川向

2．しまね一っくば交流会分科会コーデネーター（2000

　年7月，松江）：松田

3．松江ロータリークラブ講演（2000年9月，松江）：松田

4第1回産学交流会，展示参加一「めちゃめちゃいけ

　ているキチン⑧キトサン」「抗酸化剤として機能す

　るユヒキノンの遺伝子工学的研究」「酵母は高等生

　物におけるシグナル伝達研究のモデル生物である」

　（2000年3月，島根大）：川向⑧松田

5．必須脂肪酸代謝とアラキドン酸カスケード反応の調

　節に関する研究，横田一成，特別講演，平成12年3

　月28日，金沢大学医学部

6食晶由来脂肪酸の生体内代謝とアラキトン酸カスケー

　ト反応，横田　成，第54回日本栄養食糧学会サテ

　ライトシンポジウム講演，肥満の分子機構と食事脂

　質，2000年5月11日，松山

　　　　　　　　　　［論　文］

1　Pur1f1cat1on，character1zat1on，and　gene　ana1ys1s

　of　a　ch1tosanase　（ChoA）from　〃；砿s〃功αo畝

　○ん〃o∫α〃o肋肋d〃∫3001．PARK，J．K．，K．SHIM0N0，N．O

　cHIALKSHIGERU，MKURITA，YOHTA，KTANAKA月

　MATsUDA，andMKAwAMUKAI∫3αoねηol181
　6642－6649．1999

2Character1zat1on　of　a　f1ss1on　yeast　SUMO－1homo－

　1ogue，Pmt3p，required　for　mu1tip1e　nuc1ear

　eyents，1nc1udmg　the　contro1of　te1omere1ength

　and　chromosome　segregat1on　TANAKA，K，J

　NIsHIDE，KOKAzAKI，HKAT0，ONIwA，T
　NAKAGAwA，H　MATsUDA，M　KAwAMUKAI　and　Y

　MURAKAMI〃oZ　Cθ〃3zoZ，198660－8672．1999

3Id．ent1f1cat1on　of　a14－3－3prote1n　from　Lθ肋舳∫

　θdodθ∫　that　mteracts　w1th　CAP　（adeny1y1

　cyc1ase－assoc1ated　prote1n），and　conservat1on　of

　th1smteract1onmf1ss1onyeastZH0U，G－L，TY

　AMAM0T0，FOz0E，DYAN0，KTANAKA，HM
　ATsUDA，andMKAwAMUKAI肋osα捌o彪oん
　3乞ooんθ〃z．，64：149－159．2000

4　F1ve　gerany1gerany1d1phosphate　synthases　ex－

　pressed1n　d1fferent　organs　are1oca11zed1nto　three

　subce11u1ar　compartments　mλ柵肋do少8z∫OKADA，

　K，TSAIT0，TNAKAGAwA，MKAwAMUKAIandY
　KAMIYA　PZα〃PんμszoZ，12丞1045－1056．2000

50x1dat1on　and　Reduct1on　of　N1tnte　Ion1n　the　T102

　Photo－mducedCata1yt1cReact1on　SHIBATA，H，N

　N0DA，YOGURA，KS0GABE，andYSAwA，肋o∫α
　一8乞oあθoκ13乞ooんθηz．，64：1751－1753．2000
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　　　　　　　　　　［学会発表］

1．大腸菌オクタプレニルニリン酸合成酵素（IspB）のヘ

　　テロニ量体形成と合成産物の変化，戒能智宏⑧岡田

　　憲典⑧田中克典⑧中川　強團松田英幸⑧川向　誠，

　生化学，71：880．1999

2．マウス及びヒト由来のゲラニルゲラニルニリン酸合

　　成酵素遺伝子の同定と発現解析，河村　圭⑧戒能智

　宏⑧内田尚徳⑧田中克典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，

　71　：881．　1999

3CAPと相互作用するソイタケ14－3－3の遺伝子クロー

　　ニングと分裂酵母での発現，周国雷⑧矢野大輔⑧

　　尾添昌美代⑧山本孝治⑧田中克典⑧松田英幸⑧川向

　　誠，日本農芸化学会西日本支部大会およびシンポ

　　ジウム講演要旨集，p32．1999

4．分裂酵母のMOC1と相互作用する因子の検索，小

　川瑠里子⑧石倉康恵⑧尾添邑美代⑧松田英幸⑧川向

　　誠，第17回イーストワークショップ，p44．1999

5分裂酵母のユビキノン欠損を抑圧する遺伝子，島田

　幸恵⑧西岐良一⑧内田尚徳⑧戒能智宏⑧松田英幸⑧

　川向　誠，同，p45．1999

6．分裂酵母のoゆ5温度感受性変異株と合成致死性を

　示す変異，宮崎将太⑧加藤太陽⑧松永藤彦⑧村上洋

　太⑧川向　誠亀田中克典，同，p46．1999

7．〃汰脇肋o炊c肋osα〃o肋〃〃83001由来キトサナー

　　ゼの結晶化，頼永優⑧川向誠⑧松田英幸⑧目崎

　喜弘⑧勝矢良雄⑧濱田賢作，日本結晶学会平成11

　年度年会，皿46．1999

8一分裂酵母におけるCENP－Bホモログの機能解析，中

　川浩実⑧村上洋太⑧琴村直恵⑧J－K　LEE⑧J　HU

　RWITZ⑧R　C　ALLSHIRE⑧田中克典，第22回日

　本分子生物学会年会講演要旨集，皿380．1999

9分裂酵母の14－3－3蛋白質，Rad24とRad25はByr2

　を負に制御する，尾添昌美代⑧黒川留美⑧田中克典⑧

　松田英幸⑧川向　誠，同，p422．1999

10分裂酵母のS1a1の細胞内局在と胞子形成誘導効果

　　との相関，田辺　香⑧和久利智美⑧田中克典⑧松田

　英幸⑧川向　誠，同，皿423．1999

11．CAPと相互作用するシイタケ14－3－3タンパク質の

　同定及びこの相互作用の分裂酵母内での保存，周

　国雷⑧山本孝治⑧尾添富美代⑧矢野大輔⑧田中克

　典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p423．1999

1Z　ORCは細胞周期中に幾っかの役割をもっ，加藤太

　陽⑧松永藤彦⑧宮崎将太⑧村上洋太⑧田中克典，同，

　p．560．1999

13．分裂酵母のCapと相互作用する三つの因子の解析，

　　山本孝治竃周　国雷⑧矢野大輔⑧松田英幸⑧川向

　　誠，農化，74：104．2000

14分裂酵母の有性生殖過程への移行を抑制するmsa1

　　の解析，JEONG　HEE　TAE⑧尾添富美代⑧田中克

　典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，74104．2000

15キトサナーゼを生産する59種のクラム陰性菌の比

　較，天方大貴⑧松尾安浩⑧朴　斉擢亀下野久美子⑧

　　田中克典⑧川向　誠⑧松田英幸，同，74235．2000

16．〃．o肋08α〃o肋〃〃∫3001由来キトサナーゼの結晶

　学的研究，頼永優⑧下野久美子⑧勝矢良雄⑧濱田

　賢作⑧川向　誠⑧松田英幸，同，74235．2000

17分裂酵母のユヒキノン欠損株の性質と硫化水素発生

　　メカニズム，永田愛⑧島田幸恵⑧西岐良一⑧内田

　　尚徳⑧戒能智宏⑧松田英幸⑧川向　誠，同，74242．

　2000
1＆ユビキノン1Oの代謝工学的生産，戒能智宏⑧永田

　　愛⑧河村　圭⑧内田尚徳⑧岡田憲典⑧松田英幸⑧

　川向　誠，同，74：242．2000

19分裂酵母の有性生殖を制御するRasシクナル伝達系，

　川向　誠，第41回日本生化学会中国⑧四国支部例

　会プログラム⑧講演抄録，p．11．2000

20．分裂酵母のユビキノン合成不能株の性質とそれを抑

　圧する遺伝子の単離，内田尚徳⑧西岐良一⑧島田幸

　恵⑧戒能智宏⑧中川　強⑧松田英幸⑧川向　誠，同，

　P．16．2000

21．分裂酵母の胞子形成を誘導するS1a1の解析，田辺

　　香⑧和久利智美⑧尾添富美代⑧伊東紀子⑧田中克

　典⑧松田英幸⑧川向　誠，第33回酵母遺伝学フォー

　　ラム講演要旨集，p．60．2000

22．　Ana1ys1s　of　the　Funct1ona1　Domam　of

Ch1tosanaseA　from〃αお〃功αo炊o肋o∫α〃o肋肋伽∫

3001　SHIM0N0，K，K　SHIGERU，Y　OHTA，A

TsUcHIYA，M　KAwAMUKAI，H　MATsUDA，INTER－

NATIONAL　CONFERENCE　ON　CHITIN　AND
CHITOSAN8th　ICCC－4th　APCCS　Abstract　p206．

2000

23Noye1mteract1ng　protems　w1th　CAP　from　f1ss1on

　yeastYAMAM0T0，T，G－LZHOU，andMK
　AwAMUKAL　pombe2000，Abstract，p41．2000

24アラニン脱水素酵素基質認識に関与するアミノ酸残

　基の解析，戸田裕之⑧中田大嘉⑧丸山亮⑧柴田

　均⑧澤　嘉弘，生化学，71：742．1999

25．グルタミン合成酵素アデニリルトランスフェラーゼ
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　　ATP結合部位の解析，丑若由美子⑧芦田裕之⑧柴

　　田　均⑧澤　嘉弘⑧谷澤克行，生化学，7五：757．1999

26．ラン藻アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼの

　　安定化に関与するアミノ酸残基の検索と解析，澤

　嘉弘，第374回ビタミンB研究委員会，ビタミン74

　　156＿　157．2000

27．ラン藻アラニン脱水素酵素のpHプロファ’イルの解

　　析，戸田裕之⑧丸山亮⑧緑川義人⑧柴田均⑧澤

　　嘉弘，農化，74：49．2000

28．ラン藻アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼの

　熱安定化機構の解析，金亨⑧阿武朗広⑧戸田裕之⑧

　石川孝博⑧柴田　均⑧澤嘉弘，農化，74：50．2000

29．Identification　of　a　gene　induced　by　paraquat　in

　　soybean（g1yc1ne　max　L）us1ng　the　d1fferent1a1

　d1sp1ay　MADHUsUDHAN，R，T　IsHIKAwA，Y　SAwA，

　and　H　SHlBATA，農化，74172．2000

30．ラン藻アラニン脱水素酵素基質認識部位の解析，澤

　　嘉弘⑧中田大嘉⑧山嵜裕之⑧伊藤弘介⑧柴田　均⑧

　戸田裕之，日本ビタミン学会講演要旨集，ビタミン，

　74二223．2000

31Funct1ona1ana1ys1s　of　an　expressed　cDNA　c1one

　encodユngapotatotuber11poxygenaseK
　Y0K0TA，A　KIsHIM0T0，K　MAETA，K　OHsHITA，K

　N1sHIMURA，TNAGAYA，andMJ1sAKA，11th
　Intemat1ona1Conference　on　Advances　1n

　Prostag1and1n　and　Leukotr1ene　Research　Bas1c

　Sc1ence　and　New　C11n1ca1App11cat1ons，F1orence，

　Ita1y，June4－8．2000，Sympos1um，AbstractBook，P

　7．2000

32．リポキシゲナーゼの新規反応位置特異性決定基の同

　定．地阪光生⑧R．且K1M⑧W．E．B0EGL1N⑧西村

　浩二⑧長屋　敦⑧横田　成⑧A　R　BRAsH，農化，

　74：241．2000．

33．大豆のアレンオキシド合成酵素の解析．地阪光生⑧

　岩永千歳⑧西村浩二⑧長屋　敦⑧横田　成，農化，

　74：241．2000．

34．リポキシゲナーゼ酵素タンパク質の分子解剖．長屋

　敦⑧増田香織⑧山本弘子⑧西村浩二⑧地阪光生⑧横

　田　成，農化，74：241．2000

35．ジホモーγ一リノレン酸を前駆体とするプロスタグラ

　　ンジンE1に特異的なモノクローン抗体の作製と免

　疫反応特異性．横田一成⑧田村典子⑧大矢的充⑧上

　田修司⑧岡本麻美⑧西村浩二⑧地阪光生⑧長屋敦，

　農化，74：157．2000．

　　　　　　　　　　［その他］

1遺伝子組換え　一農作物の最近の話題　，松田英幸，

　島根県食晶工業研究会講演会，p1－4．1999

2．海産未利用資源の活用：世界最大の未利用資源キチ

　　ン⑧キトサンのバイオ⑧処理による有効利用，松田

　英幸，地域環境問題シンポジューム，P．141999

3微生物による抗酸化剤キノン類の利用［II］，松田英

　幸⑧戒能智宏，キノン類食晶利用研究会，叫14

　1999
4．伝統発酵微生物による抗酸化剤キノン類の利用，松

　　田英幸⑧戒能智宏，キノン類食晶利用研究会，p1ぺ

　2000
5．新規微生物酵素によるキトサンの低分子化の検討，

　松田英幸⑧頼永　優⑧YUN，平成11年度地域コン

　　ソーンアム研究開発事業「生分解性天然高分子を活

　用したプラスチックと金属の複合化技術の開発」第

　　3回研究開発推進委員会，p1－11．1999

6．新規微生物酵素によるキトサンの低分子化と生分解

　性の検討，松田英幸⑧川向　誠⑧頼永　優，平成11

　年度地域コンソーシアム研究開発事業「生分解性天

　然高分子を活用したプラスチソクと金属の複合化技

　術の開発」第4回研究開発推進委員会，p1－4．2000

7．新規微生物酵素によるキトサンの低分子化の検討，

　松田英幸⑧川向　誠⑧頼永　優，平成11年度地域

　　コンソーシアム研究開発事業「生分解性天然高分子

　を活用したプラスチックと金属の複合化技術の開発」

　成果報告書，新エネルギー⑧産業技術総合開発機構

　p．46－52．2000

＆プラスチックと金属の複合機能性膜中のキトサン及

　　びその誘導体の新規微生物による生分解性の検討，

　松田英幸⑧川向　誠⑧頼永　優，平成11年度地域

　　コンソーシアム研究開発事業「生分解性天然高分子

　を活用したプラスチックと金属の複合化技術の開発」

　成果報告書，新エネルギー⑧産業技術総合開発機檎

　p．144－153．2000

9．新規微生物酵素によるキトサンの低分子化と生分解

　性の検討，松田英幸⑧川向　誠，平成12年度地域

　　コンソーシアム研究開発事業，「生分解性天然高分

　子を活用したプラスチックと金属の複合化技術の開

　発」第1回研究開発推進委員会，p1ぺ2000

10植物キチナーゼ遺伝子の微生物細胞における高発現

　　に関する研究（1），松田英幸，化学農薬に替わるバ

　イオ農薬の開発，平成12年度科技庁革新的な技術

　開発研究，p．142000
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11．電磁波シールド材に用いられたキトサンの分解とそ

　　のリサイクル，松田英幸⑧頼永　優⑧原孝宏，平成

　　12年度地域コンソーシアム研究開発事業「生分解性

　　天然高分子を活用したプラスチックと金属の複合化

　　技術の開発」第2回研究開発推進委員会，p，1－7．

　　2000

12．地域生物資源と機能性食晶　一島根県産業の発展を

　　目指して一　松田英幸，しまね一っくばネットワー

　　ク個別課題交流会，2000

13植物キチナーゼ遺伝子の微生物細胞における高発現

　　に関する研究（2），松田英幸⑧川向　誠⑧石川雅子，

　　化学農薬に替わるハイオ農薬の開発，平成12年度

　科技庁革新的な技術開発研究，p1屯2000

14．新規微生物酵素によるキトサンの低分子化と生分解

　　性の検討，松田英幸⑧川向　誠⑧頼永　優⑧原　孝

　　宏，平成12年度地域コンソーシアム研究開発事業

　　「生分解性天然高分子を活用したプラスチックと金

　属の複合化技術の開発」第2回研究開発推進委員会，

　p．1－11．2000

15．「いのち」とバイオ　ー身近なバイオの発展とその

　応用一，松田英幸，松江ロータリークラフ講演，p

　　1＿4．　2000

16分裂酵母の分化を制御するシクナル伝達系の解析，

　川向　誠，農化，73：1147－1153．1999

17分裂酵母の有性生殖を制御するシクナル伝達系の解

　析，川向　誠，（財）加藤記念バイオサイエンス研

　究振興財団，平成11年度財団年報，p51．2000

18分裂酵母のRAS情報伝達系に関わる新たな因子の

　解析，川向　誠，平成10－11年度基盤研究（c）

　（2），（課題番号10660087）研究成果報告書，叫1－

　61．2000

19．ユビキチン類似タンパク質（SUMO1とRub1）一

　細胞機能を制御する新しい修飾分子，鈴木俊顕⑧高

　橋芳光・田中克典⑧鈴木智樹，Mo1ecu1ar
　Med1c1ne37（2）216－227．2000

20　　B1otechno1ogy　of　ch1tosan　and　1ts　re1ated

　enzymes　Part　X，MATsUDA，H，B1otchno1ogy

　Ut111zmg　H1gher　P1ants　and　M1croorgan1sms，

　Kobe　Un1▽ers1ty，P1－52．2000

21動物細胞のソクナル伝達系での情報脂質分子の生合

　成機構と食晶機能因子による分子調節，横田　成，

　研究課題09660139，平成9年度～平成11年度科学

　研究費補助金｛基盤研究（C）（2）｝，研究成果報告書，

　平成12年3月発行，研究代表者：横田一成，1乃2

　pp．（2000）．

22．内分泌障害抑制作用（抗環境ホルモン作用）を持っ

　機能性食品の開発，横田　成，平成10年度（財）

　　浦上食晶⑧食文化振興財団　研究助成事業結果報告

　書，1－9pP．（2000）

23細胞情報伝達に関する脂質メティエーターの分子生

　物学的研究研究会，西村浩二，榮　容子，牟田孝洋，

　地阪光生，長屋敦，横田　成，第1回島根大学遺

　伝子実験施設プロシェクト研究発表会（2000）

24肥満⑧脂肪代謝制御の分子機構と食晶中の活性化因

　子に関する研究，「食晶由来脂肪酸の生体内代謝と

　　アラキドン酸カスケード反応を介した脂肪細胞制御

　　に関する研究」，横田　成，地阪光生，西村浩二，

　生物系特定産業技術研究推進機構，第1回研究討論

　会講演，平成11年12月17日，京都

25．肥満⑧脂肪代謝制御の分子機構と食晶中の活性化因

　子に関する研究，「食晶由来脂肪酸の生体内代謝と

　　アラキドン酸カスケード反応を介した脂肪細胞制御

　　に関する研究」，横田一成，生物系特定産業技術研

　究推進機構，平成11年度研究成果発表会講演，平

　成12年2月23日，東呆
26．肥満⑧脂肪代謝制御の分子機構と食晶中の活性化因

　子に関する研究，「食晶由来脂肪酸の生体内代謝と

　　アラキドン酸カスケード反応を介した脂肪細胞制御

　　に関する研究」，横田　成，地阪光生，西村浩二，

　生物系特定産業技術研究推進機構，第2回研究討論

　会講演，平成12年5月11日，松山
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生命情報工学

　　B1omo1ecu1ar　and　B101nformat1on　Sc1ence

松井　佳　久　⑧

Yosh1h1sa　MATsU1

柴　田　　　均　⑧

H1tosh1SHIBATA

山　本　達　之　⑧

持　田　和　男1

Kazuo　MocH1DA

尾　添　嘉　久

Yosh1h1sa　OzOE

地　阪　光　生

Tatsuyuk1YAMAM0T0M1tsuo　JIsAKA

石川孝博⑧池田　泉
Takah1ro　IsHIKAwA　Izum1IKEDA

拮抗体の分子設計と作用機構，4）新規殺虫剤シノテフ

ランのアセチルコリン受容体に対する作用などについて

報告した．

助教授　山本達之（Tatsuyuk1Yamamoto）

　タンパク質の立体構造決定の原理を解明するための一

手段としてさまさまな分光学的手法を組み合わせてタン

パク質のフォールディング過程を研究している．主に包

接化合物の結合によるタンパク質の熱安定性変化の解析，

D，L一アミノ酸の包接化合物による光学認識のNMR分光

法による解析などをテーマに研究を行っている．

教授　松井佳久（Yosh1h1sa　Matsu1）

　シクロデキストリンが特定の分子を選択的に結合する

機能（分子認識能）の発現機構をNMR法による分子構

造の解析や結合定数の測定を通して明らかにするととも

に，シクロデキストリンの化学修飾によって分子認識能

の高度化を目指す研究を進めている。植物が分泌するア

レロパシー物質の同定とバイオアッセイに関する研究も

行っている．

教授　持田和男（Kazuo　Moch1da）

　水圏生態系の基底生物である動植物プランクトンにお

けるケミカルストレズ応答機能およびアレロパシー現象

の解析⑧評価を行ってきた．有機リン系殺虫剤の長期低

濃度曝露で発現した父差抵抗性の増大機構解明，および

アレロケミカルスとして分離した細菌産生藻類増殖抑制

物質の作用機構解明を当面の研究課題としている．

教授柴田　均（Hitoshi　Shibata）

　活性酸素生成の機能解析，その防御系，さらには活性

酸素生成系の応用研究を進めている．グルタチオン

（GSH）の生体内での抗酸化機能を検証したが，GSH

合成酵素の特性は明らかに出来ていない．天然多機能抗

酸化剤の改質実験も開始した．酸化チタン光触媒系が農

産晶の鮮度保持に有効であることを明らかにし，実用化

を図っている．

教授　尾添嘉久（Yosh1h1sa　Ozoe）

　神経伝達物質受容体の構造と薬理学的性質にっいての

研究を行っている．今年は，1）昆虫GABA受容体に

選択的に作用する二環式リン酸エステルの構造と活性と

の関係，2）新規殺虫剤フィプロニル類縁体の昆虫

GABA受容体に対する選択的作用，3）非環式GABA

助教授　地阪光生（Mitsuo　Jisaka）

　生体内脂質は，局度に制御された種々の過酸化反応を

経て様々な生理活性物質へと変換される．これらの反応

を司る諸酵素の構造と反応メカニスム，発現調節機構，

代謝生成物とその生理機能等の解析を通じ，脂質過酸化

代謝系を用いた生体の巧妙な生理調節機構の解明とその

臨床応用の開拓を進めている。

助教授　石川孝博（Takah1ro　Ish1kawa）

　光合成生物の酸化ストレスに対する防御機構の解明を

目的に，アスコルビン酸ペルオキシダーゼの発現調節機

構の解析を行っている．また植物細胞の環境応答機構を，

活性酸素とアスコルヒン酸，クルタチオンが関連するレ

トックス調節による遺伝子発現制御の方面から研究して

いる．

助手　池田　泉（Izum1Ikeda）

　光学活性のアレン酸ジエステルの合成と立体選択性

（特にπ面選択性）の検討および合成素子としての有用

性に関する研究を行っている．さらに，現在，薬物受容

体とリガンドとの間の分子認識の解明を目指し，特に神

経のニコチン性アセチルコリン受容体のリガンドの分子

設計に関する研究も行っている　なお本年度6月まで米

国カリフォルニア大学デービス校にてダイオキシンの細

胞分化への影響に関わる因子の解明に関する研究を行っ

た．

［国際共同研究など国際交流の実績］

1第2回環太平洋農薬科学会議（平成11年度文部省

　国際研究集会派遣研究員としてGABA拮抗体の作

　用機構に関する招待講演，ホノルル，1999年10月），

　尾添
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2．薬物の分子設計と開発に関する第4回日豪合同シン

　ポシウム（GABA拮抗体の三次元定量的構造活性相

　関に関する研究発表，メルボルン，2000年5月），

　尾添．

3国際会議「Insect　Tox1co1ogy2000」（GABA拮抗

　体の受容体選択性に関する講演⑧研究発表，ハーク

　レー，2000年7月），尾添

4昆虫の神経伝達物質受容体の構造と薬理学に関する

　講演⑧共同研究打ち合わせ（FMC　Corporation

　（プリンストン）とコーネル大学（イサカ），2000年

　9月），尾添

［留学生の受け入れ状況］

博士課程　5名（中国1⑧バングラデシュ4）

［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究など］

1．日産化学（株）中央研究所「生理活性物質の作用機

　構に関する研究」（奨学寄付金），尾添

2．明治製菓（株）薬晶総合研究所，「生理活性物質に

　関する生物有機化学的研究」（奨学寄付金），尾添

3三井化学（株）農業化学晶事業部「生理活性物質の

　作用メカニスムの研究」（奨学寄付金），尾添

［科研費等の採択状況の実績］

1基盤研究（C）「GABAレセプターアンタコニスト

　結合部位の3次元構造解析」（代表），尾添

2．基盤研究（B）「殺虫剤の作用機構に基づく新規化

　合物の探索技術に関する研究」（分担），尾添

3．奨励研究（A）「リポキシゲナーゼにおける非ヘム鉄

　リガンドの反応修飾機能の解析」，地阪

4（財）旭硝子財団「新規表皮脂質過酸化代謝酵素の

　反応機構及び生理機能に関する研究」，地阪

　　　　　　　　　　［著　書］

1．QSAR　studies　of　picrodendrins　and　re1ated　ter－

　peno1ds－structura1d1fferences　between　antago－

　n1st　b1ndmg　s1tes　on　GABA　receptors　of1nsects

　andmamma1sAKAMATsU，M，YOz0E，T　HIGATA，

　I　IKEDA，K　MocHIDA，K　KoIKE，T　OHM0T0，T

　NIKAID0，and　T　UEN0In　GUNDERT0FTE，K　and　F　S

　J0RGENsEN　（eds）　Mo1ecu1ar　Mode1mg　and

　Pred1ct1on　of　B1oact1v1ty，K1uwer　Academ1c／

　P1enum　Pub11shers，New　York，pp263－264．1999

　　　　　　　　　　［論　文］

1．ブルームレス台木を用いた水耕キュウリの収穫果実

　数に及ほす活性炭添加の影響．浅尾俊樹⑧昌田浩平⑧

　谷口久美子⑧細木高志⑧M　H　R　PRAMANIK⑧松井

2
．

佳久，植物工場学会誌，1261－63．2000

Effects　of　temperature　and　photoper1od　on

phytotoxic　root　exudates　of　cucumber（Cωo〃〃s

sα肋〃∫）inhydroponiccu1tur巳PRAMANIK，M．H．R．，

MNAGAI，TAsA0，andY．MATsUI，∫C加閉EcoZ，26

：1953＿1967．2000．

3Retardat1on　of　the　mo1ecu1ar　rotat1on　ofかn1tro－

　pheno1ate1on1n　the　caY1ty　of　a　pos1t1ve1y　charged

　der1vat1ve　of　α一cyc1odextr1n　by　e1ectrostat1c

　1nteract1ons　AHMED，J，T　NAGATA，S　IMA0KA，Y

　MATsUI，and　T　YAMAM0T0，Cん舳　ムθ材，2⑰O⑪：

　961＿962．2000．

40x1dat1on　and　reduct1on　of　n1tr1te1on1n　the

　T102photo－mducedcata1yt1creact1onSHIBATA，H，

　NN0DA，YOGURA，KS0GABE，andYSAwA，捌osα
　13づo広θoκ1斑ooん9榊．，64：1751－1753．2000

5　B1cyc1ophosphoroth1onate　antagon1sts　exh1b1t1ng

　se1ect1v1ty　for　housef1y　GABA　receptors　JU，X－L

　and　Y．Oz0E，肋8καSo公，55：971－982．1999

6F1pron11－re1ated　heterocyc11c　compounds　struc－

　ture－act1v1ty　re1at1onsh1ps　for1nteract1on　w1th

　γ一am1nobutyr1c　ac1d一一and　vo1tage－gated　1on

　channe1s　and　msect1c1da1act1on　Oz0E，Y，K

　YAGI，MNAKAMURA，MAKAMATsU，TMIYAK町and
　F　MATsUMURA，地∫肋肋ooん㈱P物szoZ，6692－104．

　2000．

75一［4一（3，3刀1methy1butoxycarbony1）pheny1］一4pen－

　tyn01c　ac1d　and1ts　der1yat1ves1nh1b1t1onotrop1c

　γ一ammobutync　ac1d　receptors　by　b1ndmg　to　the

　4’一ethyny1－4一〃一Propy1b1cyc1o－orthobenzoate　s1te

　HAMAN0，　H．　K．　NAGATA，　N．FUKADA，H－S

　HIM0TAHIRA，X．一L．JU，and　Y．Oz0E，励ooη．〃；θ泓

　Cんθ〃z”8：665－674．2000．

8　Noncompet1t1ve　antagon1st－bmdmg　s1tes　of　rat

　and　housef1yγ一ammobutync　ac1d　receptors　d1s－

　p1ay　d1fferent　enant1ospec1f1c1t1es　for　彪材一buty1

　（1sopropy1）b1cyc1ophosphoroth1onate　JU，X－L

　andYOz0E，肋o07g〃θ泓C加榊，8：2337－2341．2000

9　Invest1gat1on　of　a　second　15S－11poxygenase　1n

　humans　and1ts　express1on　m　ep1the11a1t1ssues
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　BRAsH，A．R．，M．J1sAKA，W．E．B0EGL1N，M．S．

　CHANG，D　S　KEENEY，L　B　NANNEY，S　KAspER，R　J

　MATUs1K，S　J　OLs0N，and　S　B　SHAPPELL，λ伽E助

　1㎜θ6乙13乞oZ”469：83－89．1999．

10Ident1f1cat1on　of　ammo　ac1d　determ1nants　of　the

　pos1t1ona1spec1f1c1ty　of　mouse8S北poxygenase

　andhuman15S－11poxygenase－2JIsAKA，M，R　B

　KIM，WEB0EGLIN，andARBRAsH，∫肋oZCん舳，

　275：1287－1293．2000，

118S－L1poxygenase　products　act1vate　perox1some

　pro11ferator－act1vated　receptor　a1pha　and1nduce

　d1fferent1at1on　m　murme　keratmocytes　MUGA，S

　J，PTHU1LL1ER，APavone，JERUNDHAUG，WE

　B0EGLIN，MJIsAKA，ARBRAsH，andSMF1sHcER，

　Cθ〃G”oω肋Dケ炊r．，11：447－454．2000．

12　Express1on　of　sp1nach　ascorbate　perox1dase

　1soenzymes　m　response　to　ox1dat1ve　stresses

　YosHIMURA，K，Y　YABUTA，T　IsHIKAwA，and　S

　SHIGE0KA，PZακ玄Pんμ；s乞〇五，123：223－233．2000．

　　　　　　　　　［学会発表コ

1．アミノ酸残基側鎖へのCD類の結合に伴うタンパク

　質の熱安定性変化の分光学的研究．堀博明⑧山本達

　之⑧松井佳久，第17回シクロデキストリンシンポ

　ジウム講演要旨集，叫71．1999．

2．ピリジニオ修飾α一シクロデキストリンにより包接

　されたパラニトロフェノールの分子配向　AHMED，

　J．⑧今岡真治⑧長田拓也⑧山本達之⑧松井佳久，第

　80回日本化学会春季年会講．演予稿集II，叫1229．

　2000．

3．シクロデキストリン類のタンパク質⑧ポリペプチド

　のアミノ酸残基側鎖への包接効果．堀博明⑧山本達

　之⑧松井佳久，第80回日本化学会春季年会講演予

　稿集II，P．1230．2000．

4蛍光測定によるシクロデキストリンと不鞄和脂肪酸

　の相互作用の研究．秋原康男⑧山本達之⑧松井佳久，

　第80回日本化学会春季年会講演予稿集II，p1230．

　2000．

5．汽水湖宍道湖⑧中海におけるN．Oの挙動II．千賀

　有希子⑧清家　泰⑧持田和男⑧藤永　薫⑧奥村　稔，

　日本陸水学会第64回大会講演要旨集，p80．1999

6．汽水湖宍道湖⑧中海におけるN．Oの挙動III．千賀

　有希子⑧清家　泰⑧持田和男⑧藤永　薫⑧奥村　稔，

　日本陸水学会第65回大会講演要旨集，p171．2000

7アラニン脱水素酵素に関与するアミノ酸残基の解析，

　芦田裕之⑧中田大嘉⑧丸山亮⑧柴田均⑧澤嘉

　弘，生化学，71：742．1999

8．グルタミン合成酵素アデニリルトランスフェラーゼ

　ATP結合部位の解析，丑若由美子⑧芦田裕之⑧

　柴田　均⑧澤　嘉弘⑧谷澤克行，生化学，71：757．

　1999
9ラン藻アラニン脱水素酵素のpHプロファイルの解

　析，芦田裕之⑧丸山　亮⑧緑川義人⑧柴田　均⑧澤

　　嘉弘，農化，7岨：49．2000

10．ラン藻アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼの

　熱安定化機構の解析，金亨⑧阿武朗広⑧戸田裕之⑧

　石川孝博⑧柴田均⑧澤嘉弘，農化，74：50．2000

11．Identification　of　a　gene　induced　by　paraquat　in

　soybean（g1yc1ne　max　L）usmg　the　d1fferent1a1

　d1sp1ay　MADHUsUDHAN，R，T　IsHIKAwA，Y　SAwA，

　and　H　SHIBATA，農化，74172．2000

12．モノクローナル抗体を用いたアスコルビン酸ペルオ

　　キシダーゼの構造解析．石川孝博⑧藪田行哲⑧矢野

　　博美⑧吉村和也⑧武田　徹⑧重岡成，ヒタミン，

　74：200．2000．

1＆　　Express1on　of　sp1nach　ascorbate　perox1dase

1soenzymes1n　response　to　severa1enx1ronmenta1

stressesIsHIKAwA，T，YYABUTA，KYosHIMURA，

and　S　SHIGE0KA，6th　Internat1ona1Congress　of

P1ant　Mo1ecu1ar　B1o1ogy，Abstract　S31－42．2000

145一フェニルー4一ペンチン酸誘導体のGABAレセプター

　チャネルに対する作用．下田平宏⑧濱野潤史⑧深田

　展生⑧永田啓一⑧尾添嘉久，日本農芸化学会西日本

　支部大会（第244回）講演要旨集，p．46．1999．

15Mode　of　act1on　of　natura11y　occurrmg　and　syn－

　thet1c　GABA　antagon1sts　Oz0E，Y，Abs　2nd

　Pan－Pac1f1c　Conf　Pest1c　Sc1，P55．1999

16．非環式エステル⑧工一テル型GABA。レセプターア

　　ンタゴニストの構造と活性．濱野潤史⑧下田平宏⑧

　深田展生⑧巨修練⑧永田啓一⑧尾添嘉久，口本農薬

　学会第25回大会講演要旨集，p．111．2000．

17．ワモンゴキブリ神経索ニコチン性アセチルコリンレ

　セプターに対するジノテフランおよびその類縁体

　の結合活性奥本剛司⑧森一樹⑧河原信行⑧尾添嘉

　久，日本農薬学会第25回大会講演要旨集，p115．

　2000．

18一フィプロニル関連化合物のGABAレセプターとNa

　チャネルに対する作用　尾添嘉久⑧中村昌文⑧赤松
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　　美紀⑧三宅孝司⑧松村文夫，農化（臨増），74：10．

　　2000．

19Three－d1mens1ona1quant1tat1ve　structure－act1v1ty

　　re1at1onsh1p　ana1yses　of　f1pron11－re1ated　com－

　pounds　as　noncompet1t1ve　GABA　antagon1sts

　AKAMATsU，M，TUEN0，andYOz0E，4thAustra11a

　／Japan　Symp．Drug　Design　Deve1op．，2000．

20Noncompet1t1ve　antagon1sts　ofγ一am1nobutyr1c

　ac1d　receptors　receptor　se1ect1v1ty　and　structure－

　act1y1tyre1at1onsh1psOz0E，YandMAKAMATsU，

　Abs　Int　Conf　Insect　Tox1co12000，p11．2000

21　B1cyc1ophosphoroth1onate　antagon1sts　se1ect1’ve

　for　housef1yγ一ammobutyr1c　ac1d　receptors　JU

　X－LandYOz0E，AbsIntConfInsectTox1co1
　2000，p．22．2000．

22．昆虫毒物学における神経系ターゲット分子研究：最

　近の進展．尾添嘉久，東只農業大学総合研究所研究

　会第47回セミナー（創薬におけるセレンディピティー

　　5）講演要旨集，pp．15－19．2000．

23リポキソゲナーゼの新規反応位置特異性決定基の同

　定．地阪光生⑧R．B．KIM⑧W．E．B0EGLIN⑧西村

　浩二⑧長屋　敦⑧横田一成⑧A　R　BRAsH，農化，

　74：241．2000．

24．大豆のアレンオキシド合成酵素の解析．地阪光生⑧

　岩永千歳⑧西村浩二⑧長屋　敦⑧横田　成，農化，

　74：241．2000．

25．リポキシゲナーゼ酵素タンパク質の分子解剖．長屋

　敦⑧増田香織⑧山本弘子⑧西村浩二⑧地阪光生⑧横

　田一成，農化，74：241．2000．

2aジホモ干リノレン酸を前駆体とするプ甲スタグラン

　　シンElに特異的なモノクローン抗体の作製と免疫

　反応特異性．横田一成⑨田村典子⑧大矢的充⑧上田

　修司⑧岡本麻美⑧西村浩二⑧地阪光生⑧長屋　敦，

　農化，74：157．2000．

　　　　　　　　　　［その他］

1Insect1c1de　res1stance尾添嘉久，農薬誌，25

　175＿176．2000－

2．葉緑体のアスコルビン酸ペルオキシダーゼ合成の巧

　みなメカニズム．吉村和也⑧石川孝博⑧重岡　成，

　化学と生物，37：833－838．1999

　　　　　農業生産学科

Department　of　Agricu1ture

食糧生産学

　　Crop　and　An1ma1Product1on

今　木　　　正

Tadash1IMAKI

小葉田　　　亨

Tohru　K0BATA

小　林　和　広

Kazuh1ro　K0BAYAsI

藤　原　　　勉

Tsutomu　FUJIHARA

一　戸　俊　義

Tosh1yosh1IcHIN0HE

粟　野　貴　子

Takako　AwAN0

⑧作物生産学研究室（今木，小葉田，小林）

　イネ，ムギ，ダイズなどの食用作物の子実収量は，大

部分が太陽の巳射が・どれだけ収穫部分に変換されるかに

よって決まる．この変換効率は気象および土壌の自然環

境要因，栽培管理技術なとの人的要因，およぴに晶種な

との作物側要因によって大きく変動する　本研究室では，

このような作物生産過程のどのような場面が主に収量を

決定しているのかについて，地域性を重要視しながら量

的，質的に明らかにすることを目的として教育⑧研究を

おこなっている．現在の主な研究テーマは以下のようで

ある．

1．気象変動，不良環境下での作物生産低下と適応性機

　構の解明と克服の方法に関する研究：近年の気象変動

　や近い将来予測される気象の温暖化は作物の収量に強

　く影響する．

（1）高温下でのイネの開花および登熟反応と高温適応

　性の性質解明

（2）水利用効率と蒸散から見た水および塩ストレス下

　における作物の生産機能の解明と晶種比較

（3）光，窒素ストレスがイネやタイスの生産へ与える

　影響

2．作物子実収量の限定要因の解明とモテル化に関する

　研究：

（1）イネおよびダイズの子実成長と子実の成長ポテン

　シャル，物質生産量，茎葉貯蔵量の関係とその一般化

（2）イネ頴花数の決定要因と収量ポテンシャルの成立

　過程

3．地域特産作物の安定的高収⑧高晶質生産のための基

　礎的研究：
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（1）赤米や黒米などの有色米系統の交雑排除方法

（2）松江市におけるソバの低収量の原因解明

　このような研究課題について，圃場を中心に物質生産，

光合成，転流，呼吸，蒸散の測定，無機栄養の分析，安

定同位元素の移動⑧分配などの生態生理的な解析手法を

用いて，学生，他大学，研究機関の研究者と共に活発に

研究をおこなっている．

⑧動物生産学研究室（藤原，一戸，粟野）

動物栄養学および動物生理学方面の基礎的な研究，高晶

質な畜産物生産技術の確立および発展途上国からの客員

研究員，外国人留学生と共に粗飼料を主体とした反努家

畜の飼養技術，ミネラル栄養の改善に関する研究を行っ

ている　本研究室で目下進行中の研究概要は以下の様に

大別される．

1．反努動物の微生物体タンパク質利用に関する研究：

　反揚動物栄養において，飼料タンパク質の微生物（細

　菌，プロトゾア）体タンパ．ク質への形質変換およびそ

　の利用を量的に把握することが重要な課題となってい

　る　本研究室では，尿中に排泄されるプリン誘導体を

　指示物質とし，小腸以降で吸収⑧代謝された微生物体

　タンパク質量を推定する手法を確立している．目下，

　プリンマーカー法の適用範囲拡張を目指し，プロトソ

　ア由来の微生物体タンパク質供給量の寄与率を査定す

　るため，正常反揚動物と無虫動物を用いて検討を行っ

　ている．

2．飼料成分の反努胃内発酵の同期化に関する研究：飼

料中の各種栄養素の反揚胃内発酵の様相は各々異なり，

　かっ相互に密接に関連して進行することが想定される．

　インディカ種稲ワラおよび熱帯地方で採取された各種

　在来牧草を供試し，反揚胃内成分発酵の同期化の程度

　について，ナイロンバッグ法⑧インビトロ法を用いて

　査定している　得られた結果から，簡便に成分発酵の

　同期化の程度を推定するための数学モデルの開発およ

　び反努胃内分解の阻害因子の調査を行っている

3　反努動物のミネラル利用に関する研究　熱帯気候区

分に属する発展途上国を対象とし，中央ルソン州立大

学（フィリピン共和国），アンダラス大学（インドネ

　シア共和国），エガートン大学（ケニア共和国），ソコ

　イネ農科大学（タンザニア共和国）との共同研究によ

　り，妊娠ヤギヘのミネラルボラス投与による親子動物

　のミネラル栄養改善の検討および，土壌，放牧地草，

放牧動物血液中の各種ミネラル含量の季節変動にっい

ての調査を行っている．

セレン（Se）は，生体内で種々の生理活性作用を有し，

哺乳動物にとっての必須半金属元素である．本研究室

では，セレンの形態差異（各種無機態，バクテリア吸

収態，プロトゾア吸収態）が反揚動物におけるセレン

利用に及ぼす影響について，山羊を供試して検討を行っ

　ている．

4．育成メンヨウの発育とレプチン分泌量との関連　近

年，レプチンは単胃動物の飼料摂取量，エネルギー代

謝率および繁殖成績に影響を及ぼすホルモンであるこ

　とが報告されているが，反窮動物におけるレプチン分

泌レベルおよび他のホルモン分泌との関連は明らかで

はない　本研究室では，育成メンヨウの増体成績とレ

プチン，インスリン様成長因子分泌量および窒素出納

成績について検討を行っている．

5．家禽の乳清タンパク質利用性に関する研究：近年，

乳製晶製造副産物の乳清に含まれる乳清タンパク質の

生理的機能が盛んに研究されており，様々な生理活性

物質や生体調節機能成分が発見されている．しかし，

乳清タンパク質の家禽の生産成績に及ぼす影響は調査

されていない．家禽における乳清タンパク質の給与法

と生体調節機能発現について検討している．

［国際共同研究なと国際交流の実績］

1　半乾燥地における作物の水利用と生産に関する研

　　究（1996～1999），カリフォルニア大学デイビス校

2．

3。

4．

異なる土壌水分条件下におけるイネの根系形態に

関する研究（2000），レデイング大学

インドネシア共和国，熱帯地域における小型反努

家畜のミネラル栄養改善に関する研究（1999～），

アンタラス大学農学部

フィリピン共和国，グラスボラス投与による親子

山羊のミネラル栄養の改善（2000～），中央ルソ

ン州立大学畜産学部およびフィリピンカラバオ

センター

［留学生受け入れ状況］

1　韓国より国費留学生（修士課程）1名

2．バングラデシュより国費留学生（修士課程，博士

　　課程）各1名

3．バングラデシュより私費留学生1名（修士課程）

4．タンザニア共和国より国費留学生1名（修士課程）

5．ケニア共和国より客員研究員1名（エガートン大

　　学）
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［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究］

1．松江市から水田転作作物の栽培に関する研究（受

　　託研究，代表），今木

2．財団法人伊藤記念財団助成，「乳清タンパク質給

　　与がブロイラーの成長に及ぼす影響」（奨学寄付

　　金），粟野

［科研費等の採択状況の実績］

1　基盤研究（B）　熱帯地域における小型反窮家畜

　　のミネラル栄養改善に関する研究（代表），藤原

［招待講演や民間への協力］

1　CIGR2000年記念大会協賛　平成12年度農業土

　　木学研連シンポジウム，「乾燥地の水田一フィー

　　ルド科学の展開一」，講演　小葉田

　　　　　　　　　　［論　文コ

1　株周と葉緑素値あるいは葉色を組み合わせた水稲の

　　生育診断の開発（第1報）一地上部乾物重，窒素含

　　有量の診断一。小林和広⑧植木　忠⑧今木　正．農

　　業生産技術管理学会誌，61－6．1999

2　　Does　wett1ng　and　redry1ng　the　seed　before

　sowmg1mprove　nce　germ1nat1on　and　emergence

　　under1ow　s011mo1sture　cond1t1ons？AND0，H　and

　　T　K0BATA，P1ant　Prod　Sc1．3161－163．2000

3．Shad1ng　dur1ng　the　ear1y　gra1n　f1111ng　Per1od　does

　　not　affect　potent1a1gra1n　dry　matter1ncrease　m

　　ric巳K0BATA，T．，M．SUGAwARA　and　S．TAKATsU，

　　Agron　J，92411－417．2000

4．Effect　of　soi1compaction　on　dry　matter　produc－

　　t1on　and　wateruse　ofr1ce（0㎎gα8α肋αL）under

　　water　def1c1t　stress　dur1ng　the　reproduct1ve

　stage，K0BATA，T，MMHoQUEandAFUM1H1K0，
　P1ant　Prod．Sci．，3：306－315．2000．

5．Effectofs011compact1on　on　the　gra1n　y1e1d　ofr1ce

　　（0榊zα　∫α肋α　L）　under　water－def1c1t　stress

　durmgthereproduct1vestageHoQUE，MM
　and　T　K0BATA，P1ant　Prod　Sc1．3316－322．2000

6．登熟初期に遮光を受けたイネでおきる最終子実重減

　少は子実の発育能力低下にもとっかない　小葉田

　亨竃菅原　誠．日作紀，69：413－418．2000．

7　理化学的性質が異なる粗飼料を自由摂取させたメン

　　ヨウの唾液分泌量および反揚行動．一戸俊義⑧古川

　　和明⑧藤原　勉．日本緬羊研究会誌，36：2732．

　　1999．

8．D1rect　effects　of　copper　and　se1en1um　supp1e－

　　mentat1on　and1ts　subsequent　effects　on　other

　　p1asma　mmera1s，body　we1ght　and　haematcr1t

　　countofgrazmgPh111ppmegoats　ORDEN，E　A，

　　ABSERRA，SDSERRA，KNAKAMURA，LCCRUz
　　and　T　FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1．13323－328．

　　2000．

9．Feedmg　va1ue　of　ammon1ated　r1ce　straw　supp1e－

　　mented　w1th　r1ce　bran　m　sheep　I　Effects　on

　　d1gest1b111ty，n1trogen　retent1on　and　m1crob1a1

　　prote1ny1e1dORDEN，EA，K　YAMAKI，TIcHIN0HE

　　and　T　FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1．13490－496．

　　2000．

1O　Feedmg　ya1ue　of　ammon1ated　r1ce　straw　supp1e－

　　mented　w1th　r1ce　bran　m　sheep　II　In　s1tu　rumen

　　degradat1on　of　untreated　and　ammon1a　treated－

　　nce　straw　ORDEN，E　A，K　YAMAKI，T　IcHIN0HE

　　and　T　FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1．13906－912．

　　2000．

11．Nutr1t1ye　eya1uat1on　of　some　Acac1a　tree1eaves

　　from　Kenya　ABDULRAzAK，S　A，T　FUJIHARA，J

　　ONDIEK　and　E　R　ORsK0v，An1m　Feed　Sc1

　　TechnolL，85：89－98．2000．

12．Chem1ca1compos1t1on，pheno11c　concentrat1on

　　and1n　v1tro　gas　product1on　of　se1ected　acac1a

　　fru1tsand1eaves　ABDULRAzAK，S　A，E　AORDEN，

　　T　IcHIN0HE　and　T　FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1，

　　13：935＿940．2000．

13．Use　of　Leucaena　1eucocepha1a　and　G11r1c1d1a

sep1um　as　n1trogen　sources1n　supP1ementary

concentratesforda1ry　goats　offered　Rhodes　grass

hayORDIEK，J，JKYUIT0EK，SAABDULRAzAK，

F　B　BAREEBA　and　T　FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1，

13：1249－1254．2000．

　　　　　　　　　［学会発表等］

1　水稲の葉齢と頂端分裂組織の大きさの関係および異

　　なる葉齢で分化した穂の諸形質について．小林和広⑧

　堀江　武．日作紀，68（別2）：188－189，199臥

2．水稲の1穂当りの分化頴花数の晶種間差と頂端分裂

　　組織の大きさの関係．小林和広⑧堀江武．日作紀，

　　68（別2）：190－191，199臥
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3．アフリカイネ（0螂αg肋θ㈹舳）の早朝開花性を，

　　日本の栽培イネ（0螂α∫α肋α）に導入して開花期

　　高温障害回避性付与の試みを提案する．今木正⑧

　　石井義隆　日本作物学会中国支部研究集録，4113－

　　14．　2000．

4．数種有色米系統の出穂開花特性一コシヒカリに代表

　　される一般栽培稲との交雑の可能性の検討一．今木

　　正．農業生産技術管理学会誌，7（別1）　31－32．

　　2000．

5．The　effect　of　Po1yethy1ene　G1yco1on　Ant1nutr1－

　　t1ona1Factors1n　Trop1ca1Acac1a　Browse　Us1ng

　　m　mV1troGasTest　ABDULRAzAK，S　A，一戸俊義⑧

　　藤原　勉．第97回日本畜産学会大会講演要旨，

　　p14．　2000．

6　アンモニァ処理稲ワラヘのマメ科飼料木葉部の補給

　　効果．ORDEN，E　A，一戸俊義⑧藤原　勉　第97回

　　日本畜産学会大会講演要旨，p23．2000．

7．若齢メンヨウの成長に伴う血中レプチン濃度の変化

　　徳田智美⑧木村大介⑧藤原　勉．第97回日本畜産

　　学会大会講演要旨，p40．2000．

8．乳清タンパク質給与がブロイラーの成長と血漿コレ

　　ステロール濃度に及ぼす影響粟野貴子⑧高橋和昭⑧

　　秋葉征夫．日本家禽学会誌（日本家禽学会2000年

　　度春季大会号），37：p30．2000．

9　Se1en1umsupp1ementat1onmgrazmggoats　Effects

　　on　b1ood　and　m11k　se1en1um　and　growth　perform－

　　ance　of　k1ds　born　to　does　recemng　se1en1um－

　　so1ub1e－g1ass－bo1u＆ORDEN，E．A．，E．M．CRUz　and　T．

　　FUJIHARA，Proc．7th　Int．Conf，Goats．Vo1．1：101－

　　103．（Paris，15－21May2000つ

1O　Effect　of　fast1ng　and　punne－free－d1et　on　unnary

　　excret1on　and　b1ood　p1asma1eve1s　of　a11anto1n　m

　　grow1ng　goats　FUJIHARA，T，K　M1YATA　and　T

　　HIRAN0，Proα7th　Int．Conf．Goats．Vo1．1：83．（Paris，

　　15－21May2000．）

11　Rep1acement　of　va1ue　of　tree1egume　forage　for

　　n1trogen　source　m　commerc1a1d1et　for　da1ry

　　goats　m　Kenya　ABDULRAzAK，S　A，J　O　O

　　NDIEK，JTUIT0EKandTFUJIHARA，Proc7thInt

　　Conf　Goats　Vo11115（Par1s，15－21May2000）

12．Effect　of　Leucaena　and　G11r1c1d1a　supP1e皿enta－

　　t1on　on　rumen　NH3－N，N　ba1ance　and　unnary

　　pur1ne　der1Yat1ves　excret1on　of　sheep　fed　ammo－

　　n1a　treated　r1ce　straw　ORDEN，E　A，K　YAMAKI，E

13．

14．

15．

16．

MORDEN，SAABDULRAzAK，TIcHIN0HEandT
FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1，13（SupP1ement，Vo1

B）27｛O　（Proc　gth　AAAP　Congr，Sydney，2－7

Ju1y2000．）

Assessmentofdegradat1onsynchron1c1tyofforage

components1n　the　rumen　by　sheep　IcHIN0HE，T，

YKITAMURA，EAORDEN，SAABDULRAzAK，T
FUJIHARA，D　J　KYLE　and　E　R　ORsK0v，AA　J

An1m　Sc1，13（SuPP1ement　Vo1A）372－375（Proc

gth　AAAP　Congr，Sydney，2－7Ju1y2000）

Effect　of　m1crob1a1－Se　and　morgan1c－Se　on　the

b1oava11ab111ty　ofse1en1um　m　rats　FUJIHARA，T，

CKAT0H，SDSERRAandEAORDEN，AAJ
An1m　Sc1，13（Supp1ement　Vo1C）146（Proc　gth

AAAP　Congr，Sydney，2－7Ju1y2000）

Changes　m　p1asma1eptm1eve1m　grow1ng1ambs

fed　w1th　t1mothy　hay　and　concentrate　T0KUDA，

T，D　K1MURA　and　T　FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1，

13（Supp1ement，Vo1C）145（Proc　gth　AAAP

Congr．，Sydney，2－7Ju1y2000つ

Pa1atab111ty，1n　sacco　degradab111ty　and1n　v1tro

gas　product1on　of　se1ected　acac1a　browse　spec1es

ABDULRAzAK，S　A，T　IcHIN0HEandT　FUJIHARA，

AA　J　An1m　Sc1，13（SupP1ement，Vo1A）477

（Proc．9th　AAAP　Congr．，Sydney，2－7Ju1y2000）

17．異なる飼養条件下におけるメンヨウの反窮期ごとの

　　咀曙行動．一戸俊義⑧藤原　勉。第50回関西畜産

　　学会大会講演要旨，p13，200臥
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植物資源開発学

　　Hort1cu1ture　and　Breedmg

細　木　高　志

Takash1Hos0KI

太　田　勝　巳

Katsum1OHTA
中　務　　　明

Ak1ra　NAKATsUKA

板　村　裕之

H1royuk1　ITAMURA

山　岸　真　澄

Masum1YAMAG1sH1

⑧果樹機能学研究室（板村）

1．中国，韓国，日本系のカキ果実の貯蔵性を晶種比較

　　するとともに，貯蔵性の高いカキ晶種を育種する際

　　の早期検定用マーカーの同定を行っている。

2　カキ’西条’の脱渋後の貯蔵性向上および，収穫後，

　一時貯蔵してから脱渋流通させる技術の開発を行っ

　　ている．

3　カキ果実の軟化とエチレン生成系および細胞壁分解

　酵素の関係性について研究を行っている．細胞壁中

　　のペクチンが分解を受けることで，エチレンが生成

　　され，それによって，細胞壁中のヘミセルロースを

　分解する酵素が活性化することで，急速な果実軟化

　　がおこることが示唆された．また，カキ果実におけ

　　るエチレン生成系酵素のACC合成酵素および

　ACC酸化酵素の活性を測定することに成功した．

　　さらに，全国的に問題になっている樹上軟化につい

　ても，同棒な観点から調査を行っている．

4．西南暖地におけるオウトウの栽培，水田転換作とし

　てのイチジクの栽培について，生理生態的に検討を

　行っている．

⑧蕗菜花卉資源学研究室（細木，太田）

1．ボタン，シャクヤク，サクラ，グラジオラス，クレ

　　マチス，メロンなとの園芸晶種の起源や近縁関係お

　　よび晶種の同定に，DNA解析（RAPD，RFLP）

　　を用いて実験を行っている．これらの結果を統合し

　　て園芸晶種の成立過程の追及を目指している

2．チョコレートコスモス，ツボサンゴ，コリウス，マ

　　ッムソソウなとの宿根花卉の1n　y1tro大量増殖や

　各組織からの不定芽再生とキメラを調べている

3．トマトについてオランダで作出された房どり用晶種

　　を用いて，日本で生産可能かどうか適応性を検討し

　　ている．

4．これまでにトルコギキョウの苗に対してキトサンを

土壌混和処理した場合，成長促進効果が顕著である

ことを明らかにした　今後は，この要因を解明する

とともに，他の花卉でも同様な効果が認められるか

検討していく予定である．

⑧植物育種学研究室（山岸，中務）

1．DNAマーカーを用いてイネの有用遺伝子を連鎖地

　図上にマップしており，マップされた遺伝子の機能

　解析を行っている　特にイネの半数体育種法の改良

　　を目指して，菊培養に応答する遺伝子のマッピンク

　　と機能解析に取り組んでいる．

2．

3．

スカシュリのDNAマーカーを開発して連鎖地図を

作成している．また，スカシュリの有用遺伝子を単

離して機能解析を行うと共に連鎖地図へのマッピン

グを行っている．

果実の成熟や花の老化などの晶質低下を引き起こす

エチレンを制御することは，園芸上極めて重要な課

題である．現在トマト果実を用いてエチレン生合成

のエチレン自身によるフィードバック調節について

調査している．主に生合成経路の律速段階となる

ACC合成酵素遺伝子の制御領域における
C1Se1ementの決定を行っている　また，その制御

領域の一部とGUS（β一g1ucuron1dase）とのキメ

ラ遺伝子を作成し，トランスジェニック植物体での

発現解析を行っている．

［留学生の受け入れ状況］

1　中国より国費外国人留学生（博士課程），1名

［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究］

1．キョーワガス産業（株），「施設栽培果樹のハウス

　　内好的環境制御機器の開発」（共同），．板村

2．松江市，「適地⑧適作物研究事業」（受託），今木⑧

　　小葉田⑧板村

［科学研究費等の採択状況の実績］

1．基盤C（平成11－13年度）遺伝子分析によるサク

　　ラ晶種の成立過程の解明と新晶種作出のための

　　母本選定への応用（代表），細木

2．基盤C（平成11－13年度）RFLPマーカーを利用

　　したスカシユリの連鎖地図の作成と有用遺伝子

　　のマッピング（代表），山岸

3．笹川科学研究助成（平成12年度）トマト果実に
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おけるACC合成酵素遺伝子プロモーターのエチ

レン応答シスエレメントの同定（Nα12－178），

中務

　　　　　　　　　　［その他］

1．オランタの園芸事情～ロックウール栽培による私の

　野菜研究～　太田勝巳　ハイトロポニソクス，14

　2－3．　2000．

　　　　　　　　　　［論　文］

1．Anthocyan1n　a㏄umu1at1on　m　app1e　and　peach

　shoots　durmg　co1d　acc11mat1on　LENG，P，H

　　ITAMURA，HYAMAMURA，andXMDENG，Sc1ent1a

　Horticu1turae，83：43－50．2000．

2．Effects　of　chitosan　with　or　without　nitrogen

　treatments　on　seed11ng　growth　1n　肋∫わ刎α

　卯α〃d柳oγ㈱（Raf）Sh1nn　cv　Ka1ryou　Wakか

　murasak1OHTA，K，H　ATARAsHI，Y　SHIMATANI，S

　　MATsUM0T0，㌻AsA0and　T　Hos0KL　J・JaparL

　　SoαHor七Sci．69：63－65，200α

3．エスレルおよびブラッシング処理による接ぎ木ロボッ

　　ト用ナス苗の子葉除去　浅尾俊樹⑧昌田浩平⑧谷口

　久美子⑧細木高志⑧中野尚夫植物工場学会誌，12

　　195＿197．　2000。

　　　　　　　　　［学会発表等］

1．渋ガキ’西条’果実の貯蔵性向上のための脱渋法の改

　　良．板村裕之⑧中塚貴司⑧植向直哉⑧垣内仁⑧富田

　　浩平⑧安藤克行⑧玉井啓之⑧田尻隆士　日本食晶保

　　蔵科学会，49：46．2000．

2．The　effects　of　mterna1ethy1ene　product1on　on

　　co1orat1on　and　on－tree　fru1t　soften1ng　of　Japanese

　persmmonITAMURA，HandMYosm0KA2ndInt
　symp　on　pers1mmon　p222000

3．マクワ1メロンのPCR－RAPD分析による晶種由来

　細木高志⑧村上理絵⑧野島幸恵．園学雑，69（別1）：

　　235．　2000．

4．春咲きグラジオラス晶種のPCR－RAPD分析．細木

　高志⑧野島幸恵⑧村上理絵．園学雑69（別2）：418．

　2000．

5．クレマチス属のRAPD分析．細木高志⑧村上理絵⑧

　野島幸恵．園学雑，69（別2）：419．2000．

6．スカシユリのPCRべ一スの分子マーカー．阿部宏

　美⑧中野道治⑧中務明⑧山岸真澄．園学雑，69（別

　2）　：421．　2000．

7．PCRべ一スのマーカーを用いて構築したスカシュ

　　リの連鎖地図　阿部宏美⑧中野道治⑧中務明⑧山岸

　真澄．園学雑，69（別2）：422，200α
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生産技術管理学講座

　　Cu1t1vat1on　Techno1ogy　and　Management

伊　藤　憲　弘

Nor1h1ro　IT0

浅　尾　俊　樹

Tosh1k1AsA0
山　岸　主　門

Kazuto　YAMAGIsHI

青　木　宣　明

Noriaki　A0KI

大　西　政　夫

Masao　OHN1sH1

⑧伊藤，山岸（農作業管理技術）

　農作業の省力化⑧軽労化・快適化，さらには「農」の

もっ教育的⑧心理的⑧治療的効果の評価について総合的

に検討している．現在はとく．に以下の点を中心に研究を

進めている．

1　仕立て法⑧勇定法の異なるカキおよびフルーベリー

　樹を用いて，男定や摘果等の管理や収穫時の作業環境，

　作業強度（心拍数，酸素消費量，筋電位等），作業姿

　勢なとにっいて調査し，肉体的および精神的負担の評

　価を行っている．

2　フルーヘリー収穫作業の合理化のため，適切な振幅

　と振動数を組合せた振い落とし方式の採果機の開発を

　行っている．

⑧青木（施設生産管理技術）

　日本および中国ボタンの促成⑧抑制における開花率か

ら有効晶種を選抜し，鉢栽培の適応試験を行っている．

また，フルーヘリーの地域適応性を調査し，鉢栽培有効

品種の選抜と促成栽培の可能性にっいて研究を行ってい

る．

⑧浅尾（施設生産管理技術）

　水耕キュウリの自家中毒（根から湊出する抑制物質が

引き起こすアレロパシー）の解明とその制御法について

研究を行っている．、他の園芸植物（野菜および花卉）の

自家中毒についても研究を進めている．

また，園芸生産の場での植物成長調節剤（エスレルなと）

の利用法について検討している．

⑧大西（耕地生産技術）

　地域比較栽培試験に基っく水稲の収量成立過程のモテ

ル化と多収機構の解明

　松江市，島根県飯石郡，京都市，長野県伊那市，オー

ストラリアおよびタイ国において水稲の栽培試験を実施

し，それらから得られたデータ解析に基づいて，水稲の

生育⑧収量をリアルタイムでシミュレーションできる動

的予測モテルの開発研究，水稲の多収機構の解明研究を

行っている．

［留学生の受け入れ状況］

1　中国より私費外国人留学生（博士課程），1名

［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究］

1　島根県農業試験場との共同研究，「仕立て法の異

　　なるカキ栽培の労働負担調査」，伊藤⑧山岸

2．（株）富田製薬，「無機リン吸着材の土壌改良剤と

　　しての応用に関する研究」（奨学寄付金，分担），

　　浅尾

3．財団法人園芸振興松島財団，「閉鎖系養液栽培に

　　おける生育抑制物質の蓄積に対する微生物利用に

　　よる回避」（奨学寄付金），浅尾

4　財団法人地域開発産業振興協会，「牡丹鉢栽培

　　（培地）と環境緑化に関する研究」（奨学寄付金），

　　青木

5　財団法人地域開発産業振興協会，「牡丹の促成栽

　　培」（奨学寄付金），青木

6．ひるぜんワイン有限会社，「フルーベリーの鉢栽

　　培」（奨学寄付金），青木

［科学研究費等の採択状況の実績］

1　基盤研究（C）（2）多収機構解明のための水稲

　　登熟過程の動的予測モテルの開発（大西政夫代表）

2．基盤研究（C）閉鎖系養液栽培における水耕キュ

　　ウリの生育抑制物質の蓄積と微生物利用による除

　　去（代表），浅尾

3．研究成果公開発表（B）（実験実習形式）環境に

　　やさしい食糧生産一野菜や稲で汚れた川や湖の水

　　をよみがえらせよう一（代表）浅尾⑧大西

4．特別研究員奨励費　日本および中国ポタンの比較

　　研究とその育種（代表）青木

［招待講演や民間への協カ］

1　日本有機農業研究会，第28回しまね大会の分化会

　　の座長として参加（2000年2月，松江市）：山岸

2．日本フルーベリー協会，フルーベリーシティーつ

　　くば2000のフォーラムのパネリストとして参加

　　（2000年7月，っくば市）‘：山岸

3．財団法人しまね産業振興財団，「第2回夢⑧人⑧

　　技術ふれあいフェアー」展示参加（9月，松江）

　　浅尾
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［公開講座］

1．島根大学公開講座，畑でわくわく農作業体験一ブ

　　ルーベリーとソバ作りを通じて一：山岸

　　　　　　　　　　［著　書］

1．園芸作における保全耕うん（遠藤織太郎編著「持続

　　的農業システム管理論」所収）．山岸主門，農林統

　計協会，東京，pp31－39，199臥

2．管理生態系の維持（遠藤織太郎編著「持続的農業シ

　　ステム管理論」所収）山岸主門，農林統計協会，

　東京，PP86－94，199臥

　　　　　　　　　　　［論　文コ

1　水耕栽培キュウリの溶存酸素濃度を異にする培地へ

　　の活性炭添加が植物体の生育と収穫果実数に及ぼ

　　す影響．浅尾俊樹⑧大場友美子⑧冨田浩平⑧太田

　　勝巳⑧細木高志，園学雑，68：1194－1196，199臥

2．ブルームレス台木を用いた水耕キュウリの収穫果実

　　数に及ぼす活性炭添加の影響．浅尾俊樹⑧冨田浩

　　平竃谷口久美子⑧細木高志⑧MHR　Praman1k⑧

　　松井佳久，植物工場学会誌，12：61－63．2000．

3．エスレルおよびブラッシング処理による接ぎ木ロボッ

　　ト用ナス苗の子葉除去．浅尾俊樹⑧冨田浩平⑧谷

　　口久美子⑧細木高志⑧中野尚夫，植物工場学会誌，

　　12：195＿197．　2000．

4．Effectsofch1tosanw1thorw1thout　n1trogen　treat－

　　mentonseed11nggrowth1n肋∫玄o刎α卿α〃刎o閉舳

　　（Raf）Shmnc▽Ka1ryou　Waka－murasak1Ohta，

　　K，H　Atarash1，Y　Sh1matan1，SMatsumoto，

　　TAsao　and　THosok1，JJapan　Soc　Hort　Sc169

　　63＿65．2000．

5　Effects　of　temperature　and　photoper1od　on

　　phytotox1c　root　exudates　of　cucumber（ωc〃舳8

　　∫α肋〃∫）1nhydropomccu1turePraman1k，M　H

　　R，MNaga1，TAsaoandYMatsu1，J　Chem
　　Eco1．26：1953－1967．2000．

6．S1mu1at1ng1and　product1v’1ty　under　d1fferent

　　agronom1c　pract1ces1n　a　s皿a11sca1e　area　of

　　ramfed　r1ce　cu1ture　m　Northeast　Tha11and

　　SUPAPoJ，N，TH0R1E，MOHN1sHl，KH0MMA，T

　　INAMURA，T　SHIRAIwA，C　TH0NGTHAI　and　K

　　KYUMA．Proc．Int．Symp．Can　Bio1ogica1Produc－

　　t1on　Harmomze　w1th　Env1ronment？27－30．1999

7　　Spat1a1d1str1but1on　of　s011fert111ty　and1ts　re1a一

8

9．

1O。

1．

2．

3。

4．

5．

6．

t1on　to　the　product1v1ty　of　ramfed　r1ce　m　a　sma11

basm　area1n　Northeast　Tha11and　H0MMA　K，T

H0RIE，M．OHNIsHI，T．INAMURA，T．SHIRAIwA，C．

TH0NGTHA1，N．SUPAPoJ，N．MATsUM0T0and　N．

KABAKI　Proc　Int　Symp　Can　B1o1og1ca1

Product1on　Harmon1ze　w1th　Env1ronment？49－52．

1999．

N1trogen　management　and　cu1t1var　effects　on

r1ce　y1e1d　and　n1trogen　　use　eff1c1ency　　1n

Northeast　Tha11and　OHNIsHI，M，T　H0RIE，K

H0MMA　N　SUPAPoJ，H　TAKAN0and　S　YAMAM0T0

Fie1d　Crops　Res．64：109－120．1999．

Endosperm　deve1opment　and1ts　re1at1onsh1p　to

embryo　deve1opment　m　b1otched　tree　peony

（肋go刎oκoo肋z）Cheng，F　and　N　Aok1，Bu11Fac

L1fe　Eny　Sc1Sh1mane　Un1v47－11．1999

Deve1opment　of　ovu1e　and　embryo　sac　in　b1ot－

ched　tree　peony（1⊃1αθo刎α”oo肋z）Cheng，F　and

N　Aok1Bu11Fac　L1fe　Env　Sc1Sh1mane　Un1v

4：13－20．1999．

　　　　　　　　［学会発表等］

キュウリの自家中毒に関する研究（第9報）ブルー

ムレス台木を用いた水耕キュウリの生育および収穫

果実数に及ぼす活性炭の効粟浅尾俊樹⑧冨田浩平⑧

谷口久美子⑧細木高志，園学雑，68（別2）　325．

1999．

サクラ品種のRAPD分析．細木高志⑧小竹七々恵⑧

浅尾俊樹，園学雑，68（別2）：369．1999．

水耕培養液非更新およぴ活性炭添加がサトイモの生

育および収量に及ぼす影響。浅尾俊樹⑧長谷川和久⑧

末田幸夫⑧細木高志，69（別1）：277．2000．

水耕培養液非更新および活性炭添加が葉菜類の生育

に及ぼす影響。浅尾俊樹⑧谷］久美子⑧冨田浩平⑧

細木高志，69（別1）　278．2000

キュウリの自家巾毒に関する研究（第10報）2，4－

D1ch11robenzo1c　ac1dがスプリット⑧ルート法で水

耕されたキュウリの栄養生長および収穫果実数に及

ほす影響　浅尾俊樹⑧冨田浩平⑧谷口久美子⑧細木

高志⑧M　H　R　Praman1k⑧松井佳久，園学雑，69

（別1）：279，200α

キュウリの自家巾毒に関する研究（第11報）培養

液に添加されたフェノール物質分解菌がキュウリの

栄養生長に及ほす効果浅尾俊樹⑧冨田浩平⑧谷口



108 島根大学生物資源科学部研究報告 第5号

　　久美子⑧細木高志⑧谷口尚⑧巣山弘介⑧山本廣基⑧

　　井藤和人，園学雑，69（別2）：356，200α

7．ブドウおよびカキ収穫作業における数種作業姿勢評

　　価の試み．山岸主門⑧大野直美⑧伊藤憲弘⑧前崎靖

　　彦，農作業研究，35（別1）：7－8．2000．

8．フルーヘリーの仕立て方法が手摘み収穫作業に及ほ

　　す影響．山岸主門⑧大野直美⑧伊藤憲弘，農作業研

　　究，35（別1）：23－24，200α

9．カキの仕立て方法が収穫⑧勇定作業負担へ及ほす影

　　響．山岸主門⑧伊藤憲弘⑧大野直美⑧持田圭介，農

　　業生産技術管理学会誌，7（別1），33－34．2000．

10．大学における農業教育の現状と課題農場での実習⑧

　　公開講座を中心にして一．山岸主門，日本農業教育

　　学会誌，31（別1），11－14．2000．

11．フルーヘリーの目隠し収穫体験．山岸主門，日本農

　　業教育学会誌，31（別1），45－48．2000．

1Zホルモン処理，植え付け時期，及び根のストレスが

　　促成ボタンの開花と切り花形質に及ぼす影響．劉

　　政安⑧青木宣明⑧飯島大宙⑧遠藤清志⑧伊藤憲弘，

　　農業生産技術管理学会誌7（別1）19－20．2000

1a中国西北ボタン栽培晶種群の花色と色素構成にっい

　　て．王　亮生⑧橋本文雄⑧白石　綾⑧清水圭一⑧青

　　木宣明⑧坂田祐介，園学雑，69（別2）：233．2000．

　　　　　　　　　　［その他］

1．無機リン吸着材の土壌改良剤としての応用に関する

　研究　中野尚夫⑧浅尾俊樹，受託研究報告書，富田

　製薬（株），pp．1－64．2000．

2．研究成果公開発表（B）（実験実習形式）「環境にや

　　さしい食糧生産一野菜や稲で汚れた川や湖の水をよ

　みがえらせよう一」．浅尾俊樹⑧大西政夫，平成12

　年度科研費「研究成果公開促進費」，島根大学生物

　資源学部附属生物資源教育研究センター，7－8月，

　2000．

3．ブルーベリーの鉢栽培に関する研究．植田尚文⑧青

　木宣明⑧宮本健郎⑧持田正悦⑧小数賀仁也⑧磯上憲

　一⑧内藤　整，国際シンポジウム講演集．pp．139－

　144．　2000．

　　　　　　地域開発科学科

Department　of　Regiona1Deve1opment

　農業生産の場である農村と周辺の中小都市が一体となっ

た「地域」には，食料や緑を生み出すこと以外にも，景

観や環境の保全に大きな役割を果たすことが期待されて

いる．地域開発科学科は，地域資源の活用を図りながら，

都市の住人にも開かれた豊かで快適な農村空間の創出を

目指している　ソフト面を担当する地域経営学講座，ハー

ト面を担当する農林システムエ学講座と地域環境工学講

座の3講座から構成されており，多面的でユニークな教

育研究活動を行っている

地域経営学講座

　　Rura1Management

平　塚　貴　彦　　⑧

Takah1ko　HIRATsUKA

濱　田　年　駿　　⑧

Tosh1k1HAMADA
渡　部　晴　基　　⑧

Haruki　WATANABE

伊　藤　勝　久　　⑧

Katsuh1sa　IT0

大　森　賢　一　　⑧

Ken1ch1OM0RI

仙　田　久仁男

Kunio　SENDA

谷　口　憲　治

Ken］1TANIGUcHI

内　田　和　義

Kazuyosh1UcHIDA

伊　藤　康　宏

Yasuhiro　IT0

鹿　取　悦　子

Etsuko　KAT0RI

　本講座の共通の研究テーマは，中山間地域の構造分析

と将来展望に関するものである．その成果は，安達生恒

編著『農林業生産力論』（御茶の水書房，1979年刊），

永田恵十郎⑧岩谷二四郎編著『過疎山村の再生』（同，

1989年刊），北川泉編著『中山問地域経営論』（同，1995

年刊）として世に問い，学会，行政機関等から大きな反

響を得ている　本講座は，農業経営学，地域政策論，農

山村開発学，地域市場論，山村経済学，漁村経済論から

なり，広範囲の研究領域を1O名の教官でカバーしてい

る．

　平塚真彦（教授）は，土地利用型農業経営の合理化⑧

近代化にっいての理論的⑧実証的研究，中山間地域の担

い手としての集落営農の成立要件と形成手法，中山間地

域農業振興方策と行政支援のあり方等幅広い研究を行っ
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てきた　今後は，中山間地域を中心に農山村地域全体の

マネジメントのあり方を幅広く具体的に研究していく．

　仙田久仁男（教授）は，「地代論論争」にっいて「価

値法則」を守るという視点に価値の「分割法則」を順守

するという新しい視点を設定し分析を行った．また，日

本の農産物価格法則を考察し，政策的な価格の評価，農

業発展のための適正価格等について理論的研究を行った

　濱田年駿（教授）は，出雲平野に展開した高畦一首稽

農法の形成⑧存続要因⑧メカニスムの実証的⑧理論的研

究，中国中山間地域の小規模肉用牛飼養実態とその存続

支援システム等の研究を行った．今後は，肉用牛経営発

展を促す粗飼料，牛舎，放牧等の支援システム，中山問

地域の担い手としての集落営農とその法人化問題を中心

に研究を進める．

　谷口憲治（教授）は，農村の協同組合組織の生成⑧展

開要因の研究，農林産物で看過されてきたソイタケの流

通経済的研究，中山間地域における農業公社⑧自治体農

政の展開要因と役割について研究してきた．今後は，中

山間地域を中心とした地域市場の役割，農家の存立要因，

農協⑧農業公社⑧自治体の役割，地域経営の概念の検討

をしていく．

　内田和義（助教授）は，これまで近世農書の発掘調査

を行い，それを基に近世農民の思想，農業技術の分析，

明治期の著名な老農の史料⑧発言記録等の調査発掘を行

い，老農の思想と彼等の唱えた農業技術を分析して，農

業技術を全国に普及するための献身的な活動の実態を明

らかにするとともに，彼等を支えたものは何であったか

を考察した　今後は，上記研究の一層の推進と農村の活

性化のための農村リーター論についての理論的⑧実証的

研究を進める．

　伊藤勝久（助教授）は，これまで林業地域の資源特性

と地域特性をもとに，農林業諸主体の行動を地域林業の

特性を形成する諸要素とその相互関連の実証分析，及び

農林産物の生産⑧流通⑧需要に関して，産地化，産地間

競争，銘柄化等の側面から，マーケッティンクや産業組

織論的考察等を行った．また，山村に対する直接所得保

障の検討，林業労働力問題についての研究を行っている

　伊藤康宏（助教授）は，これまで近世⑧近代の日本漁

業⑧漁村の特質の解明，山陰地域を対象にした地域史研

究，それに現代の山陰地域の漁業⑧漁村問題研究を行っ

てきた．今後は，近代を中心とした漁業史研究，山陰の

地域史研究，ならびに現代における漁業⑧漁村問題の実

証的研究を進める．

　大森賢一（助教授）は，これまで土地改良事業の効果

の多目的評価と農家の評価行動を規定する要因の計量的

分析，土地改良事業に伴って誘発される農業生産の組織

化行動の実態とそれを規定する要因の計量分析，そして

環境保全と農村開発，とくに景観評価に関する関連主体

の意識構造の解明等を行ってきた．今後は，上記研究を

一層進め，生活環境整備を主目的とした過疎地域の開発

評価システムの確立を目指した研究を展開する．

　　　　　　　　　　［活動状況］

［国際共同研究など国際交流の実績］

1韓国慶北⑧慶尚大学との「環境保全型生物生産シス

　テム」構築に関する研究，伊藤勝久，1999年

2．中国寧夏回族自治区政府との「中国寧夏南部山区に’

　おける生態建設と経済社会発展の実証研究」，伊藤

　勝久，2000年

［留学生の受け入れ状況］

⑧博士課程4名（バングラデシュ1，韓国2，中国1）

⑧短期交換留学生　1名（韓国1）

［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同1研究

や受託研究など］

1島根県から「市場統合メリット数値化調査」（受託），

　伊藤康宏

2宍道町から「宍道町史編纂事業」，伊藤康宏，1997

　年から

［科研費の採択状況などの実績］

1基盤研究C2「肉用牛ヘルパー制度の実態と機能⑧

　役割及びその普及⑧定着に関する実証的研究」（研

　究代表者），濱田年駿，1999年から

2基盤研究B1「科学技術史における近世農書の特質

　と思義」，（分担研究者）伊藤康宏，1997年から

3基盤研究A2「巾国食糧需給の総合的研究」，（分担

　研究者）大森賢一，1999年から

［招待講演や民間への協力］

1中山間地域での国土資源の畜産利用による保全⑧開

　発技術に関する国際ワークショップ，主催；農林水

　産省中国農業試験場⑧島根県⑧大田市⑧科学技術庁，

　「日本⑧中山間地域での国土資源の畜産利用におけ

　る諸問題」，濱田年駿

2第7回沖縄農業農村活性化トップセミナー（1999年

　11月，沖縄）：谷口憲治
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　　　　　　　　　　［著　書］

1The　present　s1tuat1on　of　mounta1nous　areas1n

　Japan　and　measures　for　promot1on　Based　on　the

　case　study　of　act1ye　commun1t1es　and　depressed

　commun1t1es　Ito，K．，Loca1Know1edge　and

　Innovat1on，MARG（Marg1na1Areas　Research

　Group），Kyoto，267－278．1999，

2The▽a1ue　ofrura1tour1sm　for1nhab1tantsm　rura1

　area1n　Japan－Case　study　of　M1yama－cho－tsuko

　Kator1，E，m　Loca1Know1edge　and　Innovat1on，

　MARG　（Marg1na1Areas　Research　Group），

　Kyoto，217－225．1999．

3史学竃経済史学の研究動向．伊藤康宏，年報　村落

　社会研究　第35集，農山漁村文化協会，東尿，267－

　279．　1999。

　　　　　　　　　　［論　文］

1直接支払制度の発足～背景，思義，課題～　平塚貴

　彦，農業と経済，10月号5－12．1999．

2中山間地域等直接支払制度の意義と課題　平塚貴彦，

　地域開発，429：26－30．2000．

3中山間地域振興とJAの実践．平塚貴彦，農業と経

　済，9月号：62－70．2000．

4肉用牛飼養における地域支援システム形成に関する

　研究．濱田年駿，農業経営研究，102（第37巻3号）

　　62＿73．　1999．

5．中山間地域における小規模産地形成の成立⑧展開要

　因．谷口憲治，島根大学生物資源科学部研究報告4：

　21－29．　1999

6Factors　Affectmg　Reg1ona1Var1at1on　of　Produc－

　t1v1ty1n　Bang1adesh　MdShah1du1Is1am　and

　Kenj1Tan1guch1，Jouma1of　Rura1Prob1em，
　35（4）：18か190．2000

7食料⑧農業⑧農村基本法の成立過程にみる特質と課

　題　谷口憲治，農業生産技術管理学会誌，17（1）　1－

　5．2000
8農山村開発と地域経営視点　渡部晴基，農業経済研

　究別冊1999年度日本農業経済学会論文集，163－168．

　1999．

9出雲の近世農書『農家心得頭書』の稲作技術　内田

　和義⑧田中美保，1999年度日本農業経済学会論文集，

　549－554．　1999．

1O老農中井太一郎の稲作技術．内田和義⑧平田浩　，

　島根大学生物資源科学部研究報告，431－3＆1999

11．近世後期における山陰地方の稲作技術，内田和義，

　農業史研究，3455－62．2000．

12林業事業体の新たな雇用条件整備と労働力受け入れ

　意識。伊藤勝久，島根大学生物資源科学部研究報告，

　4：47－57．　1999

13山村人口の変動要因分解．大森賢一，農林業問題研

　究，35（4）：256－259．2000．

14．和牛のブランド戦略の展開とその特質．金英美⑧大

　森賢一⑧谷口憲治，農林業問題研究，35（4）290－

　293．　2000．

15来待農業会とその史料　伊藤康宏，宍道町歴史叢書，

　5，　1＿22．　2000．

　　　　　　　　　［学会発表］

1．中山間地域における農用地資源利用型畜産の展開と

　その諸問題，濱田年駿，「21世紀の畜産学研究の方

　向と展望」（所収）日本畜産学会第97回大会シンポ

　ジウム　プロシーディンクス，1－4．2000．

2Factors　Affect1ng　Reg1ona1Var1at1on　of　Produc－

　t1v1ty　m　Bang1adesh　MdShah1du1Is1am　and

　Kenj1Tan1guch1，第49回地域農林経済学会大会

　報告要旨，126．1999

3．老農船津伝次平の稲作技術．内田和義，2000年度日

　本農業経済学会報告要旨，68．2000．

　　　　　　　　　　［その他］

1巻頭言「中山間地域の農業と鳥獣被害」，平塚貴彦，

　世界の農林水産，7月号：2－3．2000．

2飼料増産計画への提言～求められる支援施策の弾力

　的運用とリーダーシップ～，平塚貴彦，デーリィマ

　ン，8月号：20－21．2000

3第1章広域営農団地整備計画の見直しの必要性と

　農業の動向及び農業振興の方向，1．広域営農団地

　整備計画の見直しの必要性（平塚貴彦），5．農業振

　興の方向（平塚貴彦），第3章　広域営農団地農業

　振興と広域農道整備の必要性（平塚貴彦），「島根県

　雲南西部地域広域営農団地総合診断報告書」（所収），

　全国農業構造改善協会1－6，24－28，俗51，200α3．

4広域営農団地の農業振興計画と農業振興方策，濱田

　年駿，「島根県雲南西部地域広域営農団地総合診断

　報告書」（所収）財団法人全国農業構造改善協会，

　29＿45．　2000．

5．皿，厚生連事業活動を巡る情勢の変化，IV，厚生連

　事業活動の基盤強化，濱田年駿，平塚⑧浜田著「JA
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　クループ島根厚生事業展開への提言」（所収）12－16，

　17－24．　2000

6雲南広域連合及び日野川流域圏における基本方向他，

　濱田年駿，「中国地方における多自然居住地域整備

　計画調査報告書」（所収）農林水産省中四国農政局，

　155－162．　2000．

7．地域農業農村の振興と自治体の役割．谷口憲治，

　「第7回沖縄農業農村活性化トッフoセミナー講演

　記録」沖縄県農業会議⑧沖縄県町村会，28－41．2000

8農業構造の動向⑧農業生産の動向⑧農産物流通の現

　状．谷口憲治，「島根県雲南西部地域広域営農団地

　総合診断報告書」全国農業構造改善協会（所収），7－

　23．2000

9Theprob1emsonsett1ementandreg1ona1resource

　management　of　rura1and　mountamous　areas　m

　Japan　Ito，K，Proceed1ngsofthe5thInterna－

　t1ona1Sem1nar　SUBSEC（Research　Network　for

　Susta1nab1e　B1oproduct1on　Systems　on　Env1ron－

　menta1Conservat1on），p32－43．1999．

1O森林林業の最近の状況と「新林業基本法」　伊藤勝

　久，しまね農政研（島根農政研究会），256：9－15．

　2000
11．島根県における水産物産地市場の現状と課題（1）一

　平成11年度市場統合メリット数値化調査報告書，

　伊藤康宏，51．2000

12漁業白書を読んで「漁業の生産，経営，担い手」を

　とう読むか　伊藤康宏，農林統計調査，40－442000

13島根県における干拓地農業の現状と課題一揖屋干

　拓地における野菜栽培農家を中心に一．鹿取悦子，

　島根大学生物資源科学部研究報告，4：39－45．1999

　　　　　　　　　　［書　評］

1．矢口芳生編著「中山間地域振興の在り方を問う」．平

　塚貴彦，農林水産図書資料月報，4月号4－5．2000

z田畑保編「中山間の定住条件と地域政策」，大森賢

　一，農業と経済，1O月号，90．1999

農林システムエ学講座

　　Agricu1tura1and　Forestry　Systems

　　Engineering

石　束　宣　明　⑧

Nor1ak1IsHIzUKA

竹　山　光　一　⑧

Kouichi　TAKEYAMA

土　肥　　　誠　⑧

Makoto　D0HI

藤　浦　建　史

Tatesh1FUJIURA

喜　多　威知郎

Ich1ro　KITA

北　村　　　豊

Yutaka　KITAMURA

　講座には，農業機械学と水環境情報科学の分野があり，

農作業や農産加工の機械化⑧自動化，農村環境の快適化

に取り組む人材の育成を目指した教育を行っている．

教育科目として，機械力学，材料力学，流体力学，熱力

学，電気工学，電子工学，機械設計なとの基礎工学から

生物生産機械学，水管理システムエ学，栽培⑧晶質管理

システムエ学，水環境情報科学などの応用分野までを広

範に学習し，卒業論文では，農作業ロポット，生物生産

のソステム分析，食晶加工，水管理システム，バイオマ

スエネルギー，雨水の有効利用等の課題に取り組んでい

る．

　研究面では，農作業ロポット，生物生産のシステム分

析，雨水の有効利用，環境情報科学，バイオガス変換シ

ステム等，様々な課題に取り組んでいる．

　石東は生物生産のシステム分析，生産管理のための意

志決定支援システムの開発，環境保全型精密農法を研究

している．

　竹山は汽水域の水環境の解析と制御，雨水や自然エネ

ルギーを利用したシステムの開発，環境情報ネットワー

クシステムの構築を研究し，中国⑧台湾や東南アシアの

大学等の研究者との交流のもとに，研究をすすめている．

　喜多は広域水管理システムの解析およびその制御手法

の研究，雨水を水資源として有効利用するための基礎的

な研究，雨水利用システムと緑化システムの融合に関す

る研究を行っている．

　土肥は農用6足歩行ロボットの研究，ストック苗選別

移植ロボット，人工生命による生態系モデルの研究を行

い，地域と連携した研究としては，（財）しまね技術振

興協会，（株）二菱農機と共同で花卉苗鑑別ロポットの

開発について実施している。

　北村は有機廃棄物のハイオカス変換，食晶の品質⑧衛

生管理システムの研究を米国や中国との研究者交流を活

かしながら行っている。
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　　　　　　　　　　［活動状況］

［国際共同研究なと国際交流の実績］

1米国，ミルウォーキ，米国農業工学会（ASAE）の

　国際会議（「農業用6足歩行ロポット」と「セル⑧

　オートマトンによる大豆の生育モデル」について発

　表），土肥

［留学生の受け入れ状況］

⑧博士課程　1名（中国1）

⑧修士課程　2名（中国2）

⑧短期交換留学生　1名（韓国1）

［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究など］

1（財）しまね技術振興協会からしまねBSP事業とし

　て「花卉苗選別ロポット」の研究，（受託，代表），

　土肥

2．（株）三菱農機と「ストック苗の画像処理にっいて」

　（民間との共同研究，代表），土肥

［科研費の採択状況などの実績］

1基盤研究C2「雨水利用施設に対する自治体の助成

　制度の現状と課題およびその促進方法」（研究代表

　者）喜多，1999年から

2基盤研究C2「液体食晶の噴霧式紫外線殺菌システ

　ム」（研究代表者）北村，1999年から

　　　　　　　　　　［論　文］

1．ミニロールベールラッピング処理技術の開発（第2

　報）トウモロコシサイレージヘの適用．宮崎昌宏⑧

　猪之奥康治⑧石束宣明・長崎祐司⑧田中宏明⑧角川

　修，農作業研究．34（4）：269－276．1999

2カンキッ収穫作業のシステム分析．石束宣明⑧宮崎

　昌宏，農作業研究35（1）：7－16．2000．

3．ロボットによる結球野菜の選択収穫の研究（第3報）．

　丁碩絃⑧藤浦建史⑧土肥誠⑧北村豊⑧月谷香織⑧

　上田弘二，農業機械学会誌，61（5）1O1－107．1999．

4ロボットによる結球野菜の選択収穫の研究（第4報）．

　丁碩舷⑧藤浦建史⑧石束宣明⑧土肥誠⑧上田弘二

　農業機械学会誌，62（2）111－117．2000

5．エンドエフェクタに三次元視覚センサをもっミニ．ト

　マト収穫ロボット（第1報）ロボットの構成と基礎

　実験．韓麗嬢⑧藤浦建史⑧山田久也⑧石東宣明⑧

　北村豊，農業機械学会誌，62（2）118－126．2000．

6．エンドェフェクタに三次元視覚センサをもつミニト

　　マト収穫ロボット（第2報）画像認識及び収穫実験．

　韓麗捷⑧藤浦建史⑧山田久也・石束宣明⑧土肥誠，

　農業機械学会誌，62（2）127－136．2000．

7　B1ogas1f1cat1on　of　gabage　s1urry　by　methane

　fermentat1on　system（Part1），J1a，J．，K1tamu

　ra，Y．，Fu］1ura，　and　T，　Hansen，　C．　L．，

　農業機械学会誌，62（5）43－49，200α

8　Soybean　Growth　Mode1　usmg　Ce11u1ar
　Automaton　and　Genet1c　A1gor1thm．M．，DOHI，

　　W．OKA　T．，FUJIURA　and　N．，ISHIZUKA，

　　ASAE　Paper　O03116：1－8．2000．

9Ga1t　Contro1for　Agr1cu1tura1Hexapod　Wa1kmg

　Robot　M．D0HI，T．，FUJIURA，N．，IsHIzUKA，

　ASAE　Paper　O031361－6．2000

10New　Informat1on　Network　a1ong　Intemat1ona1

　R1YerBasm－ACaseStudy1naSouthernD1str1ct

　1n　Yuman　Prov1nce1n　Chma－　Takeyam島K，

　and　I，K1ta，Intemet　Workshop2000，

　Intemat1ona1　Workshop　on　As1a　Pac1f1c

　AdvancedNetwork　and　its　App1ications，Internet

　Workshop2000，App1ication　Area－I，165－170．

　2000．

11．石川県における山間地圃場整備と受益者の対応。農

　業土木学会誌，67（12）43－49，北村邦彦⑧喜多威

　知郎⑧坂井勇⑧一恩英二，1999

12．雨水利用施設に対する地方自治体の助成制度に関す

　　る電子調査法システムの構築．喜多威知郎⑧竹山光

　一⑧丸山健夫⑧北村邦彦⑧三原大，Jouma1of

　Ra1nwater　Catchment　Systems，5（2）　27－32．

　2000．

13Anaerob1c　Gas1f1cat1on　of　L1quef1ed　Okara　K1ta

　mura，Y．，Hnasen，αL　and　Ish1zuka，N．

　The　Journa1of　the　Soc1ety　of　Agr1cu1tura1Struc

　tures，　Japan，30（3）・267－273．　1999

14B1ogas1f1cat1on　of　Garbage　S1urry　by　Methane

　Fermentat1on　System（Part1）一Character1st1cs　of

　Acidogenic　Process，　Jia，J．，Kitamura，Y．，

　Fu』1ura，工　and　Hnasen，αL，Journa1of　the

　Japanese　Soc1ety　of　Agr1cu1tura1Machmery，

　62（5）：43－49．　2000．

　　　　　　　　　［学会発表］

1．レタス選択収穫ロボットの研究．丁碩絃⑧藤浦建



島根大学生物資源学部業績目録（平成11年10月～平成12年9月） 113

　史⑧土肥誠⑧北村豊⑧上田弘二，精密工学会第4

　回知能メカトロニクスワークショップ，1999．

2．三次元形状によるキュウリの認識．上田弘二⑧藤浦

　建史⑧丁碩絃⑧近藤直⑧有馬誠一，精密工学会第

　4回知能メカトロニクスワークショップ，1999．

3三次元セルオートマトンによる植物生長モテル　岡

　　和歌子⑧土肥誠⑧藤浦建史⑧石束宣明，農業機械

　学会第59回年次大会，200α

4GAによる農業用6足歩行ロホットの歩容形成　土

　肥誠⑧藤浦建史⑧石束宣明，農業機械学会第59回

　年次大会，2000．

5農業用6足歩行ロポット（2）土肥誠⑧藤浦建史⑧

　土肥香織，日本機械学会ロポティクス⑧メカトロニ

　クス’00講演会，2000．

6．環境要因に対応したセル⑧オートマトンによる植物

　生長モデル．土肥誠⑧藤浦建史⑧石束宣明，日本

　植物工場学会平成12年度大会，2000

7．遺伝的アルゴリズムによるストック苗選別．土肥

　誠⑧藤浦建史⑧石束宣明，日本植物工場学会平成12

　年度大会，2000

＆太陽エネルギーを利用した水利システム　太陽光発

　電を利用したマイクロ灌概の基礎的研究．竹山光一⑧

　喜多威知郎⑧安立学，日本雨水資源化システム学

　会講演要旨，52－55，199臥

9ISCUCMIR’99と今後の水利用環境整備の課題につ

　いて一欄槍江（ランツァンジャン）流域の水環境調査

　事例から一竹山光一⑧喜多威知郎⑧井手光男⑧吉田

　孝⑧樋口昭，日本雨水資源化システム学会講演要旨，

　77＿81．　1999．

10電子調査法による地方自治体の雨水利用システムに

　対する助成制度に関する情報収集の試み．喜多威知

　郎⑧竹山光一⑧丸山健夫⑧北村邦彦，第7回日本国

　際雨水資源化学会講演要旨，73イ6，199軌

11．電子調査法による雨水利用施設に対する地方自治体

　の助成制度に関する情報収集．喜多威知郎⑧竹山光

　一⑧丸山健夫⑧北村邦彦，平12農土学会大会講演

　要旨，34＆349，200α

12Deve1opment　of　the　Dry　Methane　Fermentat1on

　System　for　L1vestock　Manure－Expermanta1

　Study　on　Rotat1ona1Drum　Fermentat1on一。We1

　zhong，J．，K1tamura，Y．，Junye　J1a，and　Ta

　keyama，　K．，　Proceed1ngs　of　Iternat1ona1

　Conference　on　Agricu1tura1Engineering（99｛CA

　E），皿一51－55，Be1］mg，P　見　Ch1na，December

　1999，

13．非接触式EISシステムによるモデル液体食晶の濃度

　測定．北村豊⑧豊田浄彦，日本食晶科学工学会第

　47回大会講演集，104．2000．

14電気インピータンス計測法の食晶分野への応用（2）

　一発酵乳加工の衛生的管理手法一　北村豊，豊田

　浄彦，第59回農業機械学会年次大会講演要旨，299－

　300．　2000．

15．メタン発酵システムによる厨芥のバイオガス変換

　（第3報）一酸生成上澄液の分解⑧ガス化特性一，

　買俊業⑧北村豊⑧竹山光一，2000年度農業施設学

　会大会講演要旨，106－107，200α

1a低温メタン発酵脱離液の再分解特性と梯アンモニァ

　の予備検討，北村豊⑧伊藤信之⑧前川孝昭，2000

　年度農業施設学会大会講演要旨，13か137．2000

17Dry　Methane　Fermentat1on　System　for　L1vestock

　Manure（2）一Character1st1cs　of　Starトup　on

　Rotat1ona1DrumMethaneFermentat1on一蒋

　偉忠⑧北村豊⑧石束宣明，2000年度農業施設学会

　大会講演要旨，13＆139，200α

18インターネット活用による農業生産総合管理システ

　ムの提案．北村豊⑧喜多威知郎⑧豊田浄彦⑧園部

　和彦，2000年度農業施設学会大会講演要旨，58－59．

　2000．

19．非接触型インピーダンス計測システムによるモデル

　食晶の物性測定，北村豊⑧豊田浄彦，日本食晶工

　学会第1回（2000年度）年次大会講演要旨集，136．

　2000．

　　　　　　　　　　［その他コ

1Systems　ana1ys1s　m　crop　product1on石束宣明，

　Research　Network　for　S．B　　S．E　　C　，

　Proceedユngs　of　the6th　Internat1ona1Semmar36－

　46．1999

2．ミニロールベールサイレージ生産のコスト分析．石

　束宣明⑧大室和子・宮崎昌宏⑧猪之奥康治⑧角川

　修⑧田中宏明，農業機械学会関西支部報8855－56．

　2000．

3．果実収穫ロボット．藤浦建史，公開シンポジウム

　「先進技術でっくろう！21世紀のおいしい果実」植

　物工場学会講演要旨，19419a2000

4農業用ロポットの構成と課題．研究状況．藤浦建史，

　ロボット，135：4－10．2000．

5新時代への期待を担った雨水利用．竹山光一，日本
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　雨水資源化システム学会誌，巻頭言，5（2），2000．

6低希釈家畜糞尿のトライメタン発酵　北村豊，畜

　産環境情報，第6号，14－16．1999、

地域環境工学講座

　　Engmeer1ng　on　Reg1ona1Deve1opment

福櫻盛一　⑧　烏山胱司
Sh1gekazu　FUKUsAKURA　Koush1T0RIYAMA

福島　晟　　野中資博
Ak1ra　FUKUsHIMA　　　　　Tsuguh1ro　N0NAKA

武田育郎　　木原康孝
Ikuo　TAKEDA　　　　　　　Yasutaka　KIHARA

石井将幸　　森　也寸志
Masayuk1IsHII　　　　　Yasushi　M0RI

　本講座では，農村地域の水文⑧水質環境，農地環境の

整備⑧保全，農業施設⑧構造物，農村地域計画に関わる

工学的手法による基礎的あるいは応用的研究により，農

村地域の生産環境⑧生活環境の新たな整備方向を勘案し

た学術研究活動が行われている．

　福櫻は，最も基本的な土壌侵食である雨滴侵食の機構

の研究，農地侵食（流亡土砂量）の実態の研究，土壌流

亡の防止法の研究を行い，これらの成果は農地造成地に

おける表土流亡の抑止と周辺の環境汚染防止に役立てら

れてきている．

　鳥山は，土木構造物の材料としての砂礫材の勇断強度

特性と設計に用いる強度定数の取り方を検討し，次いで，

締固め土と飽和した正規圧密，過圧密土の勇断特性を比

較し，両者を同じ勇断特性を持っとする従来の見方が過っ

ていることを明らかにしつつある．

　福島は雨水流モデルと長短期流出両用モデルとを統合

した流出モデル（KiWSモデル）の活用，モデル定数の

有効桁を設定した流出モデルの同定手法について検討し

ており，農山村地域の流域数値モデルと洪水流出予測手

法，農業水管理を考慮した雨水流出システムのモテル化

を検討課題としている。

　野中は，「水貯留コンクリート構造物の設計と耐久性」

という研究テーマの下に研究を進めており，潅概排水，

上下水道などに関わるコンクリート構造物の設計法，維

持管理，補修改修にっいての論理を統合化するのを目標

としている．

　武田は，集水域からの水質汚濁物質の流出機構とその

制御に関する研究，特に，汚濁負荷の実態が把握しにく

く，人為的な制御が困難であるノンポイント汚染源負荷

に関する研究を実施している．そして，斐伊川流域の数

地点で水質汚濁物質の動態と水資源の循環利用による水

質汚濁物質の流出削減効果を実証的に考察している．こ
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れらの研究は流域スケールにおける水文循環に伴う物質

循環機構の解明及び水域の水質改善を目指している．

　木原は，土壌中の移動現象に関する基礎的研究を様々

な角度から進め，土壌の吸着イオンが土壌の物質移動に

与える影響を明らかにした．あわせて，乾燥地において

問題となる塩類集積現象にっいても実験及び理論的研究

を行っている．

　石井は，水資源計画を行ううえで重要な地下水の利用

と環境保全に関して，数値解析と最適化手法を用いた研

究を行っている．水利用の面では，地下水の高度利用を

可能とする地下ダムを対象とし，適切な設計と運用を行

うための数値モデルについて研究している．地下水環境

の面では，沿岸部における地下水塩水化の現地観測を行

い，有効な観測手法と塩水化対策について研究を進めて

いる．

　森は軟X線で土壌中の鉛直下方への水移動を可視化す

る手法を用い，土壌がマクロポァとマトリックスという

二重間隙構造性を持っており，かつ土壌中の水移動がこ

れらの構造に強く影響されることを明らかにした。そし

て，現在TDR法，4極法センサーなどによって，その

移動量の定量測定を検討中である．

　なお，本講座における主要な海外での研究活動として

は，野中による韓国慶北⑧慶尚両大学との「環境保全型

生物生産システム」構築に関する研究，石井による

JICA及びバングラデシュエ科大学との「バングラデシュ

の洪水災害に関する調査⑧研究」，森による土壌中の水

移動を軟X線を用いて可視化するためのU．αDavisと

の共同研究の予定などがある．

　近隣の企業等，地域との主な交流状況については，野

中が「環境保全型機能性コンクリート製晶の開発」，木

原が「樹木の成長を促進するための通気⑧排水パイプの

開発」なるテーマでそれぞれ民間との共同研究を実施し

ている．また，武田は「斐伊川流域の水質水文調査」に

関して島根県との受託研究を続けている。

　　　　　　　　　　［活動状況］

［国際共同研究など国際交流の実績］

1韓国慶北⑧慶尚大学との「環境保全型生物生産シス

　テム」構築に関する研究（科研費），1999年9，11

　月，現地調査ならびにシンポジウム，野中

2．JICA及びバングラディシュエ科大学との「バング

　ラディシュの洪水災害に関する調査⑧研究」（科研

　費），2000年4，8月現地調査，石井

［留学生の受け入れ状況］

⑧修士課程1名（エシプト国1）

［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究なと］

1　「環境保全型機能性コンクリート製晶の開発」（民

　間との共同研究），野中

2．「樹木の生長を促進するための通気⑧排水パイプの

　開発」（民問との共同研究），木原

3環境庁水質保全局水質管理課／島根県環境生活部環

　境政策課／島根県保健環境科学研究所　「面源汚濁

　負荷量把握調査　［山林からの負荷量調査］」（受託），

　武田

［科研費の採択状況なとの実績］

1基盤研究C2「水田流域におけるノンポイント汚染

　源負荷の浄化削減モデル」　（研究代表者）武田，

　2000年から

2．財団法人　河川情報センター研究開発助成　「レー

　タによる観測降雨情報の分布型流出モテルヘの活用」，

　福島

［招待講演や民間への協力］
1
．

2
．

日刊工業新聞社⑧樹脂ライニンクエ業会特別セミナー

「コンクリート構造物の腐食⑧劣化対策と防食樹脂

ライニング利用技術」（2000年6月，東京）：野中

シンポジウム　森と湖　「宍道湖周辺の集水域から」

　（2000年8月，松江）：武田

　　　　　　　　　　［論　文］

1．正規圧密⑧過圧密と密度を変えた締め固めた藤の森

　粘土勇断特性の比較　鳥山胱司，島根大学資源科学

　部研報，4：59－64．1999．

2．流域の部分的開発及び造成畑地の特性を考慮した集

　中定数型流出モテル，福島晟⑧武田育郎⑧森也寸

　志，島根大学生物資源科学部研報，4：65－74．1999．

3．天然ゼオライトを用いたアルカリ骨材反応抑制モル

　タルの利用に関する基礎的研究　野巾資博⑧高田龍

　一，セメント⑧コンクリート論文集，53：522－527，

’1999．

4　Decreasmg　of　adhes1on　m　concrete　protect1ve　co

　at1ngsFUJ1sAwA，K，NIT01，WYANGand
　T．N0NAKA，　Proc．of　the25th　Conference　on

　OUR　WORLD　IN　CONCRETE＆STRUCTURES，
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　301＿308．　2000．

5．RCボックスカルバートの温度ひび割れ発生予測に

　関する解析条件の検討　緒方英彦⑧野中資博⑧服部

　九二雄，農業土木学会論文集，20873｛2．2000

6．斐伊川下流地域の水とリン資源の循環．武田育郎，

　農業土木学会誌，68（3）　221－226．2000．

7Water　qua11ty　env1ronment　and　aquat1c－P1ants

　rem0Ya1from　dramage　r1ver1n　a　paddy　f1e1d

　watershed　Ikuo　Takeda，Journa1of　ramwater

　catchment　systems5（2）21－25，200α

8造成後の露地畑における水分動態と下層補給の事例

　谷川寅彦⑧木原康孝⑧福桜盛一⑧矢部勝彦，農土論

　集，205：119－129，200α

9．ニューラルネットワークと衛星画像によるバングラ

　テシュ北東部の雨量推定．石井将幸⑧岡太郎，水工

　学論文集，44：121－126．2000．

10Invest1gat1on　of　Sa11ne　Water　Intrus1on1nt0

　Aqu1fer　by　Us1ng　Res1st1v1ty　Method．Masayuk1

　ISHII，Taro　OKA，and　Kun1o　OTOSHL　Ground－

　water　Updates，235－240，200α

11．海岸帯水層における淡塩境界面の変動と電気探査に

　よる境界面の推定に関する研究．唐心強⑧大年邦

　雄⑧藤原拓⑧石井将幸⑧岡太郎，地下水学会誌，

　42（3）：223－233．　2000．

12．軟X線による非破壊土壌中の排水機構の解明．森

　也寸志．土壌の物理性，84：59－65，200α

　　　　　　　　　［学会発表］

1締固めたまさ土の勇断特性への密度と含水比の影響

　鳥山胱司，54農土学会中四国支部講演要旨，117－

　119．　19990

2．締固めたロームと正規圧密⑧過圧密ロームの勇断特

　性の比較　鳥山胱司，平12農土学会大会講演要旨，

　390＿391．　2000．

3．造成畑地流域の流出モデルに関する一考察．　福島

　晟，54回農土学会中四国支部講演要旨，65－67．

　1999．

4．長短期流出両用モデルを活用した貯留分布型流出モ

　デル．福島晟，平12農土学会大会講演要旨，286－

　287．　2000．

5廃ガラスのコンクリート2次製晶への利用に関する

　研究　局田龍一⑧野中資博⑧加藤隆志，54回農土学

　会中四国支部講演要旨，149－151．1999

6．石炭灰⑧石炭殻を用いたモルタルの生物膜形成とそ

　　の改質に関する研究．野中資博⑧山本広基⑧佐藤利

　夫，54回農土学会中四国支部講演要旨，152－154．

　1999．

7．腐食劣化を受けた地中RC構造物の構造性能診断に

　関する2，3の考察．野中資博⑧岩崎基恭，平12農

　土学会大会講演要旨，566巧67，200α

8廃カラスを利用したモルタルの特性に関する基礎的

　研究高田龍一⑧野中資博⑧加藤隆志，平12農土

　学会大会講演要旨，584585，200α

9針葉樹人工林の下層植生の消失と水質水文環境　武

　田育郎⑧景山明彦，第34回日本水環境学会年会講

　演集：350，200α

10．針葉樹人工林の間伐遅れと年間の汚濁負荷流出，武

　田育郎，水文⑧水資源学会講演要旨集，66－67．2000

11．林地からの汚濁負荷の評価と課題，武田育郎，第3

　回日本水環境学会シンポジウム講演集，112－113．

　2000．

12．蒸発法による水分⑧塩分⑧熱の移動特性パラメータ

　　の同定について．木原康孝⑧福桜盛一，54回農土学

　会中四国支部講演要旨，1OO－101．1999

13．植生がある大型カラムを用いた水分⑧塩分の移動実

　験にっいて．木原康孝⑧森也寸志⑧井上光弘⑧坂口

　義英⑧大槻恭一，平12農土学会大会講演要旨，70企

　705．　2000．

14　D1scr1m1natmg　the　Dramage　Patterns　of

　Structured　S011s　us1ng　Soft　X－rays．Mor1，Y，

　T　Maruyama，and　T　M1tsunα　ASA，CSSA，

　SSSA　Amua1Meeting，Sa1t　Lake　City，　193．

　1999．

15．土壌カラムにおける水分⑧塩分⑧熱移動モニタリン

　クシステムの試作　森也寸志⑧武田育郎⑧福島晟，

　第54回農業土木学会国四国支部講演会講演要旨，

　98－99．　1999，

16．土壌カラム内における塩分動態モニタリングシステ

　ムの開発　森也寸志⑧中野将⑧木原康孝⑧井上光弘，

　平成12年度農業土木学会大会講演会講演要旨集，

　612－613．　2000．

17．土壌問隙の二重構造性が溶質移動に与える影響．東

　　直子⑧森也寸志⑧武田育郎⑧福島晟，平12農土

　学会大会講演要旨，62企656．2000．

　　　　　　　　　　［その他］

1下水道施設コンクリートの劣化⑧微生物腐食とその

　調査⑧診断および補修　野中資博，技術情報協会セ
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　ミナーテキスト，1－57，技術情報協会，2000

2．コンクリート構造物の腐食⑧劣化と防食樹脂ライニ

　ングについて．野中資博⑧藤沢健一，コンクリート

　構造物の腐食⑧劣化対策と防食樹脂ライニング利用

　技術＜特別セミナーテキスト＞，3／1－3／21，日刊

　工業新聞社⑧樹脂ライニングエ業会，200α

3．面源汚濁負荷量把握調査　［山林からの負荷量調査コ．

　武田育郎，環境庁水質保全局水質管理課／島根県環

　境生活部環境政策課受託研究報告書234p叫，200α

4山地小流域における水文量の計測精度と流出特性

　武田育郎，児島湾周辺地域基幹土地改良整備調査検

　討委託業務報告書，412．2000

5高知県春野町における海岸地下水の水質実態調査

　藤原拓⑧大年邦雄・松田誠祐⑧岡太郎⑧石井将幸⑧

　唐心強⑧久谷兼　，京都大学防災研究所一般共同

　研究報告書海岸帯水層中の塩水の有効利用に関す

　る研究，2143．2000．

6電気探査による海岸帯水層の淡塩境界面の推定．大

　年邦雄⑧藤原拓⑧松田誠祐⑧岡太郎⑧石井将幸⑧

　唐心強⑧久谷兼　，京都大学防災研究所一般共同

　研究報告書海岸帯水層中の塩水の有効利用に関す

　る研究，4456．2000．

7高知県春野町における地下水塩水化の平面二次元解

　析．成戸章典⑧岡太郎⑧石井将幸，京都大学防災

　研究所一般共同研究報告書海岸帯水層中の塩水の

　有効利用に関する研究，5τ69．2000．

附属生物資源教育研究センター

Education　and　Research　Center
　　for　Bio1ogica1Resources

　附属生物資源教育研究センターは，森林科学部門，農

業生産科学部門，海洋生物科学部門の3部門からなって

いる．当センターでは，各部門の施設と機能を維持しな

がら互いに連携し，森林⑧耕地⑧海洋の関係を相互的⑧

一体的に解析することを目的としている．このため，教

育面では各部門が一体となったカリキュラムを組んでい

る　また，研究面においても，部門間の教官が共通認識

に基った研究テーマも企画している　部門共通の教育科

目，研究テーマは次の通りである．

○共通的教育

⑧共通教育科目：「自然と語ろう」

⑧専門基礎科目：「森林から耕地，海へ」

・専門教育：「自然環境学」

・社会人教育

　（公開講座）　「隠岐の自然と農業」

　　　　　　　「森林から耕地，海へ」

○共通的研究課題

⑧森林，耕地，海の生態系に関する研究

⑧森林，耕地，海洋を一体的にとらえた物質循環の

　研究

⑧森林から耕地，海洋へと流下する水と生活環境の

　関係に関する研究

⑧地域マネージメントに関する研究

森林科学部門

　　Section　of　Forest　Science

瀧　本　義　彦　　⑧

Yosh1h1ko　TAKIM0T0

橋　本　　　哲　　⑧

Tetsu　HAsHIM0T0

西　野　吉　彦

Yosh1h1ko　NIsHIN0

山　下　多　聞

Tamon　YAMAsH1TA

　当部門は，森林の生産力を持続的に最大限に発揮させ

ることを目的とした林学⑧林産学に関する教育⑧研究お

よび流域生態系の上流部に位置する森林環境の機能や保

全に関する教育⑧研究を実践的にフィールドや現場を巾



118 島根大学生物資源科学部研究報告 第5号

心に行っている．その場として，匹見演習林（美濃郡），

三瓶演習林（大田市，飯石郡），松江試験地（松江市）

と林産加工場（川津キャンパス）がある　中村良男技官

（匹見演習林，2000年3月で退官），寺田和雄技官⑧尾

崎嘉信技官（三瓶演習林），金塚　洲技官（松江試験地⑧

林産加工場）が各担当場所において運営の実行や施設の

維持⑧管理を行っている　当部門は次の2分野で構成さ

れている．

○森林資源管理学分野

　持続的な森林資源利用のための森林施業，地域森林計

画などの維持⑧管理に関する教育⑧研究を森林労働科学，

木材物理学，地域密着型林業経営学なとの視点から行う．

○森林環境保全学分野

　森林の持つ環境機能の保全⑧利用などに関する教育⑧

研究を森林生態学，森林立地学，森林土壌学，森林防災

学，森林水文学などの視点から行う．

［国際共同研究など国際交流］

1．マレーシア森林研究所，マレーシアプトラ大学との

　共同研究「熱帯林の持続的管理の最適化に関する研

　究」（国立環境研究所プロシェクト），マレーシア半

　島部現地調査，1999年10月，12月，2000年4月，5

　月，7月，（分担：山下）

2．ロシアとの学術研究「シベリア雪氷圏エネルギー⑧

　水循環過程」（科研費），ロシア⑧サハ共和国ヤクー

　ツクでの現地調査，2000年4月，5月，8月

　（橋本）

［留学生等の受け入れ状況］

1修士課程3名（中国）（瀧本）

［科研費等の採択状況］

1基盤研究（A）（1）「環境変化と流域の水循環⑧物質循

　環応答に関する広域比較」（分担　片桐⑧山下）

2基盤研究（A）（1）「我が国の広葉樹二次林における生

　産量および炭素固定機能の評価」（分担　山下）

3基盤研究（B）（1）「熱水の再配分からみた樹冠構造タ

　イプ分類に関する研究」（分担　橋本）

4基盤研究（C）（1）「森林山腹斜面における水⑧熱の動

　態が土壌呼吸量におよぼす影響に関する研究」

　（研究代表者：橋本）

5基盤研究（A）（1）「寒冷地帯の森林における接地境界

層⑧下部大気境界層の季節変動に関する研究」

（分担　橋本）

［公開講座］

1．センター公開講座「親子で楽しむ森づくり」，三瓶

　演習林，2000年ひ10月（山下⑧金塚⑧寺田⑧尾崎）

2．センター公開講座「三瓶の樹木と親しもう」，三瓶

　演習林，2000年5月（片桐⑧杉村⑧山下⑧金塚⑧寺

　田⑧尾崎）

3．センター公開講座「森林から耕地，海へ」（森林科

　学部門担当分），2000年7月（橋本，山下）

［民間⑧地域社会への協力］

1島根県加茂町立加茂小学校親子学習「樹木講座」，

　加茂小学校，2000年7月（片桐⑧山下⑧金塚⑧寺田⑧

　尾崎）

　　　　　　　　　　［著　書］

1．地表面の放射環境．（牛山素行編「身近な気象⑧気

　侯調査の基礎」所収），橋本　哲，古今書院：11O－123．

　2000。

　　　　　　　　　　［論　文コ

1さまさまな社会的需要を満たすために大学演習林が

　果たすべき役割．尾崎嘉信⑧寺田和雄⑧山下多聞，

　島根大学生物資源科学部研究報告，4：75｛O，1999．

2　Var1at1ons1n　snowme1t　energy　and　energy

　ba1ance　charactenst1cs　w1th1arch　forest　dens1ty

　on　Mt　Iwate，Japan　obser▽at1ons　and　energy

　ba1ance　ana1yses　Suzuk1，K，T　Ohta，A　Ko］1ma，

　T　Hash1moto，Hydro1og1ca1Processes，13（17）

　：2675＿2688．1999．

3．エネルギー供給源としてのスギ人工林の活用に関す

　る試算．西野吉彦⑧北野大輔，木材工業，55（5）：

　211－215．2000．

4長さ方向に自由水分布を持っ木材棒の縦振動固有

　振動数関恵元⑧西野吉彦⑧田中千秋，木材学会誌，

　46（4）：275－281．2000．

5Re1at1ons　between　the　co1or1metr1c　va1ues　and

dens1t1es　of　sapwood　Y　N1shmo，G　Jan1n　Y

　Yamada，D　K1tano，Journa1of　Wood　Sc1ence，

　46：267－272．2000．

6A　macro－sca1e　hydro1og1ca1ana1ys1s　of　the　Lena

　r1yer　basm　Ma，X⑧FukushmaY，H1yama　T，
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Hash1moto　T，Ohata　T　Hydro1og1ca1Processes，

14（3）：639－651．2000．

農業生産科学部門

　　Section　of　Agricu1tura1Science

　　　　　　　　　　［学会発表］

1．枝打ち機械作業時の騒音と生理的負担の評価．瀧本

　義彦⑧市村秀樹⑧李文彬他2名，森利学要旨集，6

　9．1999．

2．中国での植え穴掘り作業の労働科学的研究．李文彬⑧

　瀧本義彦⑧市村秀樹他4名，森利学要旨集，6：8．

　1999．

3．スギ実大材の天然乾燥過程における動的ヤング率の

　変化　関　恵兀⑧西野吉彦⑧田中千秋，第50回日本

　木材学会大会研究発表要旨集　608．2000

4縦振動法によるスギ丸太のヤング率の推定値に影響

　を及ぼす因子　西野吉彦⑧関　恵元⑧太田尾雅史，

　日本木材学会中国⑱四国支部第12回研究発表会要

　旨集：34－35．2000．

　　　　　　　　　　［その他］

1Recent　b1omass　change1n　a　trop1ca1pr1mary

　forest　1n　Pasoh　current　status　for　eva1uat1ng

　carbon－sequestermg　funct1on．　Hosh1zak1，　K，

　N11yama，K，K1mura，K，Yamash1ta，T，Bekku，Y，

　Okuda，T，Takeda，H，Tang，Y，Adach1，N，

　Supardi，N．＆Quah，E．S”Research　Report　of　the

　NIES／FRIM／UPM　Joint　Research　Project1999：

　2＿17．1999．

2Spat1a1and　tempora1vanat1ons　m　s011rep1rat1on

　rate　m　a　trop1ca1pr1mary　forest　Bekku，Y，

　K01zum1H，Hosh1zak1，K，Yamash1ta　T，Okuda

　T＆Wan　Rash1da　Wan　Abdu1Kad1r，Research

　Report　of　the　NIES／FRIM／UPM　Jomt　Research

　Project1999：18－25．1999．

専任教官

　　植　田　尚　文

　　H1sahum1UEDA
　　伴　　　琢　也

　　Takuya　BAN

兼任教官

　　伊　藤　憲　弘　⑧

　　Nor1h1ro　IT0

　　浅　尾　俊　樹　⑧

　　Tosh1k1　AsA0

　　山　岸　主　門

　　Kazuto　YAMAGIsHI

中　野　尚　夫

H1sao　NAKAN0

青　木　宣　明

Nor1ak1　A0KI

大　西　政　夫

Masao　O0NlsHI

　当部門は，「農業生産技術学」と「耕地環境管理学」

の2分野から構成されている　農業生産技術学分野は，

米⑧ダイズなど土地利用型作物，野菜⑧花卉⑧果樹など

園芸作物の高晶質⑧多収を目指す栽培技術の開発とこれ

ら作物を農家経営に入れる場合の合理的体系化を研究テー

マにしている　耕地環境管理学分野では，耕地生態系を

構成している土壌，水，雑草なとの環境諸要因を栽培技

術との関係から解析し，持続型農業の成立要因の解明を

進めている．

○農業生産技術学分野

（伊藤⑧青木⑧浅尾⑧大西⑧山岸）

　水稲やダイズの多収要因の解析，キュウリなど野菜あ

るいは花卉の自家中毒の解明とその対応技術の開発，ボ

タンなど花卉類の生理と作型，ブドウなど果樹類の高晶

質生産，各作物の作業負担軽減技術について研究を進め

ている　なお，この分野の教官は農業生産学科生産技術

管理学講座との兼任なので，その業績等については当該

頁を参照されたい．

○耕地環境管理学分野（植田⑧中野⑧伴）

　砂丘地における作物生産の問題点を解析し，節水栽培

の可能性の検討，田畑輪換栽培における土壌の変化，そ

れに伴う雑草発生の変化などについての研究を進めてい

る．
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［民間，地方公共団体，国の研究機関等との共同研究や

受託研究］

1しまね産業振興財団から受託「島根大学工科系学部

　支援事業」（中野ほか）

2．富田製薬（株）から受託研究「無機リン吸着剤の土

　壌改良材としての応用に関する研究」（中野⑧浅尾）

海洋生物科学部門（隠岐臨海実験所）

　Sect1on　of　Marme　B1o1og1ca1Sc1ence

　（Ok1Mar1ne　B1o1og1ca1Stat1on）

大津浩三⑧丸山好彦
Kohzoh　OHTsU　Yosh1h1ko　MARUYAMA

［科研費等の採択状況］

1．ブルーベリー栽培における環境適応性と生産技術確

　立に関する研究（分担　植田）

　当部門の研究⑧教育施設は，隠岐諸島，島後に位置す

る　当部門は「海洋分子生物学」と「海洋生態学」の2

分野からなる．

［公開講座］

1センター公開講座「森林から耕地，海へ」（農業生産

　科学部門担当分），2000年（中野，大西）

2．センター公開講座「畑でわくわく，農作業体験一ブ

　ルーベリーとそば作りを通じて一」，2000（山岸⑧

　伴⑧安田技官⑧広瀬技官⑧磯上技官）

　　　　　　　　　　［論　文］

1．水田畦畔の植生および強度に及ぼす草刈り回数の影

　響．中野尚夫，農技管誌6：41－46．1999

2．緑肥立毛中に不耕起播種した水稲の生育と収量．中

　野尚夫，日作紀68：470475．1999

3．生育初期の遮光が水稲の生育および収量構成要素に

　及ぼす影響，中野尚夫，日作紀69：182－188．2000．

4エスレルおよびブラッシング処理による接ぎ木ロボッ

　　ト用ナス苗の子葉除去．浅尾俊樹⑧冨田浩平⑧谷口

　久美子⑧細木高志⑧中野尚夫，植物工場学会誌12

　195＿197．　2000。

○海洋分子生物学分野（大津）

　海産無脊椎動物（クラゲ，タコ等）の視物質蛋白，初

期光受容過程に関する研究を組織学，電気生理学，生化

学的手法を用いて行っている

○海洋生態学分野（丸山）

　海産無脊椎動物（ヒトテ，ウニ，ナマコ等）の初期発

生に関する研究を行っている．

　教育面では，7月下旬から9月中旬にかけて，島根大

学のカリキュラム（臨海実習⑧集中講義）が集中する

隠岐の豊富な生態系を利して，分類学，生理学，発生学

をテーマにした実習が行われる．生き物に直接触れるこ

とにより，生物多様性への理解を深めることに主眼が置

かれている．また新鮮な実験動物を入手可能な立地条件

を生かし，実験材料を供給することにより，部門外，及

び他大学の研究者をバックアップする．教育⑧研究や施

設の維持⑧管理を補助⑧実行する重要なスタッフとして

西崎政則技官が勤務している．

　　　　　　　　　　　　　［学会発表］

　　　1フルーベリーの鉢栽培に関する研究　植田尚文⑧青

　　　　　木宣明⑧宮本健郎⑧持田正悦⑧小数賀仁也⑧磯上憲

　　　　　一⑧内藤整，日本フルーヘリー協会，国際シンポシ

　　　　　ウム講演集，139－144．2000．

　　　2．砂丘畑におけるダイズの生育と収量に及ぼす播種深

〆　　　　度の影響　泉拓史⑧中野尚夫⑧持田正悦⑧土本浩之，

　　　　　日作紀69（別2）：144145，200α

　　　　　　　　　　［その他］

1．無機リン吸着材の土壌改良剤としての応用に関する

　研究　中野尚夫⑧浅尾俊樹，受託研究報告書，昌田

　製薬（株），1－64．2000．

［部門教育科目］

　臨海実習I（丸山），臨海実習■（大津），臨海実習皿

（大津），臨海実習1V（大津，丸山），海洋生態学（丸山），

海洋生物学実習（大津），海洋資源科学実習（丸山）

［他大学の臨海実習コ

1岡山大学教育学部学生⑧岡山県生物教員の臨海実習

　（大津⑧西崎）　参加者　24名

［公開講座］

1．センター公開講座「森林から耕地，海へ」（海洋生

　物科学部門担当分），2000年（丸山）

［民間⑧地域社会への協力］

1．光生物学シンポジウム（大津）参加者25名
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2中国四国動物生理学シンポジウム（大津⑧丸山⑧西

　崎）参加者34名

　　　　　　　　　　［論　文］

1Astarf1shhomo1ogofmouseT－bra1n－11sexpressed

　m　the　archenteron　of　Asterma　pect1n1fera

　embryos　Poss1b1e　mvo1’vement　of　two　T－box

　genes1nstarf1shgastru1at1onShoguch1E，Satoh，

　N　and　Y　K　Maruyama　Deye1op　Growth　and

　Differ．，42，61－68．2000．

2．A　sea　cucumber　homo1og　of　the　mouse　T－brain－1is

　expressed1n　the1n▽ag1nated　ce11s　of　the　ear1y

　gastru1a1nHo1othur1a1eucosp11ota　Maruyama　Y

　K”Zoo1．ScL，17，383－387．2000．

3Dynam1c　pattems1n　the1ocomot1on　and　feed1ng

　behav1ors　　by　　the　　p1acozoan　　Tr1chop1ax

　adhaerens　Ueda，T，Koya，S　and　Y　K　Maruyama，

　B1oSystems54，65－70．1999

　　　　　　　　　　［学会発表］

1．イソゴカイ（環形動物、多毛綱）単眼におけるGq

　の分布，島崎由美子⑧大津浩三⑧山本雅道⑧小林直

　人⑧稚木勝巳⑧脇坂浩之⑧山宮公子⑧松田正司，平

　成12年度日本解剖学会，2000

2．白浜での板形動物の出現．丸山好彦．（社）日本動

　物学会第71回大会予稿集，p93．2000

　　　　　　　　　　［その他］

1カンカセ，大津浩三，島根いきもの図鑑（産経新聞，

　1月），2000

2ニッポンウミシタ，大津浩三，島根いきもの図鑑

　（産経新聞，2月），2000

aケヤリ，大津浩三，島根いきもの図鑑（産経新聞，3

　月），2000

4シロボヤ⑧マボヤ，大津浩三，島根いきもの図鑑

　（産経新聞，4月），2000

5．カミクラゲ，大津浩三，島根いきもの図鑑（産経新

　聞，6月），2000

6．ギンカクラゲ，大津浩三，島根いきもの図鑑（産経

　新聞，8月），2000

τカメノテ，大津浩三，島根いきもの図鑑（産経新聞，

　9月），2000

8生き物一瀬戸内海から隠岐へ，大津浩三，比較生

　　理生化学，17巻，3号，123－124．2000

121



122 

~f4~E~*h~1 

~~lE~7i~c~ ~ 
Tsugiyuki MASUNAGA 

C~~ ~:~] 

1. Distnbution characteristic of mineral elements in 

trees of tropical rain forest, West Sumatra, 

Indonesia. In:Soils of Tropical Ecosystems 

Characteristics, Masunaga T., Kubota D., Hotta 

M., Shinmura Y. and Wakatsuki T., Ecology and 

Management. Eds. Shulte A. and Ruhiyat D., p 

168-174, Springer, Berlin, 1998 

2. Soil environment and tree species diversity in 

tropical rain forest, West Sumatra, Indonesia. In 

Soils of Tropical Ecosystems: Characteristics 

Kubota D., Masunaga T'., Hermansah, Rasydin A., 

Hotta M., Shinmura Y. and Wakatsuki T., Ecology 

and Management. Eds. Shulte A. and Ruhiyat D., 

p. 159-167, Springer, Berlin, 1998 

C~~~~~~~'-'--.AFBX~ 

1. Soils of inland valleys of West Africa, General 

fertility parameters. Issaka R.N., Masunaga, T., 

Kosaki T. and Wakatsuki, T., Soil Sci Plant Nutr., 

42, 71-80, 1995. 

2. Soils of inland valleys of West Africa, Geogra-

phical distribution of selected soil fertility pa-

rameters. Issaka R.N., Masunaga, T. and 
Wakatsuki, T., Soil Sci Plant Nutr., 42, 197-201, 

1995. 

3. Distribution characteristic of mineral elements in 

Trees of Tropical Rain Forest, West Sumatra, 

Indonesra. Masunaga T.. Kubota D., Hotta M. and 

Wakatsuki T., In The proceedings of The 3rd 

International Symposium on "Soils of Tropical 

Forest Ecosystem", Vol.6, 101-121, Balikpapan 

Indonesra, 1995 

4. Soil environment and tree species diversity in 

tropical rain forest, West Sumatra, Indonesia 

Kubota D., Masunaga T., Hermansah, Rasydin A., 

Hotta M., and Wakatsuki T., In The proceedings 

of The 3rd International Symposium on "Soils of 

Troprcal Forest Ecosystem", Vol.6, 1 22-139, 

5
.
 

6
.
 

7
.
 

8
.
 

9
.
 

10. 

11. 

1 2. 

~~57~~' 

Balikpapan, Indonesia, 1995 

Nutntional characteristics of mineral elements in 

tree specres of tropical rain forest, West Sumatra, 

Indonesia. Masunaga, T., Kubota, D., Hotta, M. and 
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1997. 
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Bangladesh, I. Carbon and Nitrogen. Ali M.M., 

Saheed S.M., Kubota, D., Masunaga, T. and 

Wakatsuki, T., Soil Sci Plant Nutr., 43, 863-878, 

1997. 

Soil degradation during the period 1967-1995 in 

Bangladesh, II. Selected chemical characters. Ali 

M.M., ~aheed S.M., Kubota, D., Masunaga, T. and 

Wakatsuki, T., Soil Sci Plant Nutr., 43, 879-890, 

1997. 

Spatial distribution pattern of trees and soil 

edaphic status in Tropical Rain Forest, West 

Sumatra, Indonesia; I. Distribution of 
Accumulating trees. Masunaga, T., Kubota, D., 

William U., Hotta, M., Shinmura, Y. and 
Wakatsuki, T., Tropics, 7, 209-222, 1998 

Spatial distribution pattern of trees and soil 

edaphic status in Tropical Rain Forest, West 

Sumatra, Indonesia. Masunaga, T., Kubota, D. and 

Wakatsuki, T., In The Proceedings of The 16th 

World Congress of Soil Science, Symposium 33, 

Regrstration No. 1469, Montpellier, France, 1998 

Nutntional characteristics of mineral elements in 

leaves of tree species in tropical rain forest, West 

Sumatra, Indonesia, Masunaga, T., Kubota, D., 

Hotta, M. and Wakatsuki, T., Soil Sci Plant Nutr., 

44, 315-329, 1998. 

Mineral composition in leaves and bark of 

aluminium accumulators in a tropical rain forest 

in Indonesia, Masunaga, T., Kubota, D., Hotta, M 

and Wakatsuki, T., Soil Sci Plant Nutr., 44, 347-358, 
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　　1998．

1a土壌生態系を用いた水質浄化，土壌圏の生態工学．

　　若月利之，増永二之，喜田賢，白浜松重，善波孝人，

　　原田剛臣．用水と廃水，40．874882．1998．

14　Spat1a1　d1str1but1on　pattern　of　trees　and　so11

　　edaph1c　status　m　Trop1ca1Ra1n　Forest，West

　　Sumatra，Indones1a，II　D1str1but1on　of　Non－

　　accumu1atmg　trees　Masunaga，T，Kubota，D，

　　W1111am　U，Hotta，M，Sh1nmura，Y　and
　　Wakatsuk1，T，Trop1cs，8，17－30．1998

15．Soi1degradation　during　the　period　1967－1995in

　　Bang1adesh，III　Part1c1e　s1ze　d1str1but1on　A11

　　MM，Masunaga，T　and　Wakatsuk1，T，S011Sc1

　　P1ant　Nutr一，44，679－684．1998．

16S011s　of　f1ood　p1a1ns　of　West　Afr1ca　Genera1

　　fert111tystatus　Bur1MM，Ish1daF，Kubota，D，

　　Masunaga，T　and　Wakatsuk1，T，S011Sc1P1ant

　Nutr．，45，37－50．1999．

17H1gh　qua11ty　water　remed1at1on　by　the　Mu1t1S011

　　Layermgmethod　Masunaga，T，Sh1rahamaM，

　Ina1sh1T　and　Wakatsuk1T，In　The　Proceed1ngs

　of　The12th　Intemat1ona1Conference　on　Chem1－

　stry　for　Protect1on　of　The　Env1ronment，Nan］mg，

　Ch1na，303－309．1999

1＆多段土壌層法による水質浄化工法．若月利之，森純

　一，増永二之，工藤鴻基．環境技術，2＆691－699．

　　1999．

19．Soi1qua1ity　characterization　in　re1ation　to　tree

　spec1es　d1▽ers1ty1n　trop1ca1ram　forest，West

　Sumatra，Indones1a，I　Compar1son　of　two1ha

　p1ots　Kubota　D，Masunaga　T，Hermansah，Hotta

　M　and　Wakatsuk1T，Trop1cs　g133－145．1999

20Su1fur　and　z1nc1eve1s　as11m1t1ng　factors　to　r1ce

　product1on　m　West　Afr1ca1ow1ands　Bur1MM，

　Masunaga　T　and　Wakatsuk1T，Geoderma9423－

　42，200α

21　Ind1genouw　S011Know1edge　for　Susta1nab1e

　Agr1cu1tura1Deve1opment1n　the　Sahe1Zone　of

　Niger，West　Africa，1．Soi1Qua1ity　Characteriz趾

　t1on　of　a　Sma11Va11ey　Watershed　Hayash1，K，

　Fasho1a，OO，Masunaga　T　and　Wakatsuk1，T，

　Tropics9：245－258．2000．

22　Ind1genouw　S011Know1edge　for　Sustamab1e

　Agricu1tura1De’ve1opment　in　the　Sahe1Zone　of

　N1ger，West　Afr1ca，2So11C1ass1f1cat1on　System

　Hayash1K，Fasho1a，OO，Masunaga，T　and
　Wakatsuki，T．，Tropics9：259－273．2000．

23．High　grade　on－site　treatment　of　domestic　waste－

　water　and　po11uted　r1ver　water　by　Mu1t1－s011－

　1ayer1ng　method　Wakatsuk1，T，Luanmanee，S，

　Masunaga，T，and　Attanandana，T，In　the

　Proceed1ngsoftheManagmgWaterandWaste1n
　the　New　M111em1um，The　cha11enges　for　deve1op－

　mg　areas，Johannesburg，South　Afr1ca，2D－31－10．

　2000

　　　　　　　　　　〔その他〕

1Etude　de1a　zone　r1z1co1e　trad1t1onne11e　au　N1ger，a

　propos　de1a　cond1t1on　d’eau　et1e　so1，Masunaga

　T，ニシェール国立農業研究所研究成果報告書，ニ

　シェール国立農業研究所および国際協力事業団，

　25pp（in　French），1994．

2．L’inf1uence　du　changement　des　propriete　des　so1s

　sur1a　cr01ssance　du　r1z，1a　dynam1que　des　e1e－

　ments　dans1e　so1，Masunaga　T，ニシェール国立

　農業研究所研究成果報告書，ニジェール国立農業研

　究所および国際協力事業団，14pp（1n　French），

　1994．

3L’etude　sur1e　sem1s　d1rect　de1a　r1z1cu1ture，1’effet

　du　tra1tement　Ca1per（Ca02）sur1a　germ1nat1on

　de1a　semence　et1’effet　du　composte　pa111e　sur1e

　so1，Masunaga　Tニシェール国立農業研究所研究

　成果報告書，ニソェール国立農業研究所および国際

　協力事業団，11pp（in　French），1994

4ニシェールの農業の現状増永二之青年海外協力

　隊活動報告書，国際協力事業団，13p叫1994

5．ニジヱールのミレット栽培．増永二之．青年海外協

　力隊活動報告書，国際協力事業団，10pp，1994

6D1str1but1on　character1st1csofm1nera1e1ementsm

　trees　of　trop1ca1ram　forest，West　Sumatra，

　Indones1a　Masunaga，T，Kubota，D，Rasy1d1n　A，

　Hotta，M．and　Wakatsuki，T．，国際協力事業団支援

　「野外生物学に関する研究協カプロジェクト」研究報

　告書No1，212－229．1995

7A1ummum　accum1at1on　and－some　tree　spec1es1n

　atrop1ca1ramforest1nWestSumatra　Masunaga，

　T，Kubota，D，HermansahHotta，Mand
　Wakatsuki，T．，国際協力事業団支援「野外生物学に
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　関する研究協カプロジェクト」研究報告書No2，

　341－351．1996．

8S011chem1ca1propert1es　and　trop1ca1ra1n　forest

　trees　1n　Pmang　P1nang　and　Ga』ahbu1h　P1ot

　Kubota，D，Masunaga，T，Hermansah，Hotta，M

　and　Wakatsuki，T”国際協力事業団支援「野外生物

　学に関する研究協カプロシェクト」研究報告書No3，

　108－116．1997．

9　Nutr1t1ona1Character1st1cs　of　Tree　Spec1es1n

　Trop1ca1Ra1n　Forest1nWest　Sumatra，Indones1a

　Masunaga　T，鳥取大学大学院連合農学研究科，博士

　論文，117pP，1998．

10特願平11－85722「水中のβ一エストラシオール等の

　除去方法」，藤本充，若月利之，増永二之，喜田賢．

　1999．

11特願平11－330035「水質浄化装置」，若月利之，増永二

　之，野辺一寛，藤井俊一，善波孝人．199凱

　　　　　　　　　　〔国際学会〕

1D1str1but1on　character1st1c　of　m1nera1e1ements　m

　Trees　of　Trop1ca1Ra1n　Forest，West　Sumatra，

　Indones1a　Masunaga　T，Kubota　D，Hotta　M，

　Sh1nmura　Y，Wakatsuk1T，the3rd　Intemat1ona1

　Sympos1um　on　”S011s　of　Trop1ca1　Forest

　Ecosystem”，Ba11kpapan，Indones1a，1995

2So11eny1ronment　and　tree　spec1es　d1vers1ty1n

　trop1ca1ra1n　forest，West　Sumatra，Indones1a

　Kubota　D，Masunaga　T，Hermansah，Rasyd1n　A，

　HottaM，andWakatsuk1T，the3rdInternat1ona1

　Symposium　on　”Soi1s　of　Tropica1　Forest

　Ecosystem’’，Ba11kpapan，Indones1a，1995

3　Spat1a1D1str1but1on　of　Trees　and　S011Edaph1c

　Status　m　Trop1ca1Ra1n　Forest，West　Sumatra，

　Indones1aMasunaga，T，Kubota，D，Hotta，Mand

　Wakatsuk1，T，the4thIntemat1ona1Conferenceof

　ESAFS　on”So11s　Qua11ty　Management　and　Agro－

　Ecosystem　Hea1th’’，Che］u，Repub11c　of　Korea，

　1997．

4　Spat1a1D1str1but1on　Pattern　of　Trees　and　S011

　Edaph1c　Status1n　Trop1ca1Ra1n　Forest，West

　Sumatra，Indones1a　Masunaga，T，Kubota，D　and

　Wakatsuki，T．the16th　Wor1d　Congress　of　Soi1

　Sc1ence，Montpe111er，France，1998

5　So11qua11ty　character1zat1on1n　re1at1on　to　tree

　Spec1es　D1vers1ty1n　Trop1ca1Ra1n　Forest，West

　Sumatra，Indones1a　Kubota，D，Masunaga　T　and

　Wakatsuk1，T，the16th　Wor1d　Congress　of　S011

　Science，Montpenier，France，199＆

6H1gh　qua11ty　water　remed1at1on　by　the　Mu1t1S011

　Layermg　method　Masunaga，T，Sh1rahama　M，

　Ina1sh1T　and　Wakatsuk1T，the12th　Inter－

　nat1ona1Conference　on　Chem1stry　for　Protect1on

　of　The　Env1ronment，Nan〕mg，Ch1na1999
7
．

High　grade　on－site　treatment　of　domestic

wastewater　and　pouuted　r1▽er　water　by　Mu1t1－

s011－1ayermg　method　Wakatsuk1，T，Luanmanee，

S，　Masunaga，　T，　and　Attanandana，　T，

Johannesburg，South　Afr1ca，2000

　　　　　　　　　〔国内学会〕

1．増永二之，久保田大輔，Azwar，R”若月利之．イン

　．ドネシア西スマトラ州の熱帯山麓雨林における樹木

　種の無機栄養特性．第5回日本熱帯生態学会大会，

　大阪，1995．

2増永二之，久保田大輔，Hermansah，堀田満，若月利

　之スマトラ熱帯雨林の樹種の栄養特性，樹種の空

　間分布と栄養特性および土壌の養分状態第42回日

　本土壌肥料学会大会，東尿，1996

3久保田大輔，増永二之，Hermansah，堀田満，若月利

　之．西スマトラ熱帯多雨林の樹木種の多様性を支え

　る土壌環境，第3報2プロット（PmangP1nang，

　Gajabuih）での比較．第42回日本土壌肥料学会大

　会，東京，1996．

4増永二之，久保田大輔，Azwar，R，若月利之スマ

　トラ熱帯雨林の樹種の分布　栄養特性と土壌環境の

　相互作用．第6回日本熱帯生態学会大会，っくば，

　1996．

5久保田大輔，増永二之，Hemansah，堀田満，若月利

　之．西スマトラ熱帯多雨林の樹木種の多様性を支え

　る土壌環境，Pmang　PmangとGa1abu1hでの比較

　第6回日本熱帯生態学会大会，つくば，1996

a増永二之，久保田大輔，堀田満，若月利之．インドネ

　シア，スマトラ熱帯多雨林樹種の栄養特性，各樹種

　の樹皮中および葉中の養分分布．第43回日本土壌肥

　料学会大会，静岡，1997．

7久保田大輔，増永二之，Hermansah，堀田満，若月利

　之．西スマトラ熱帯多雨林の樹木種の多様性を支え

　る土壌環境，第4報樹木種組成と土壌環境クラスター
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　　の関係．第43回日本土壌肥料学会大会，静岡，199τ

8増永二之，久保田大輔，若月利之西スマトラ熱帯雨

　林における樹林の葉現存量および葉中無機養分濃度

　　と土壌中無機養分濃度の関係第7回日本熱帯生態

　学会大会，彦楓し99τ

9．増永二之，久保田大輔，堀田満，若月利之．インドネ

　　シア西スマトラ熱帯雨林樹木種の栄養特性，土壌養

　分環境との関わり．第44回日本土壌肥料学会大会，

　大阪，1998．

1O久保田大輔，増永二之，Hermansah，堀田満，若月利

　之．西スマトラ熱帯多雨林の樹木種の多様性を支え

　　る土壌環境，第5報．第42回日本土壌肥料学会大会，

　大阪，1998．

11Hemansah，増永二之，堀田満，若月利之
　Nut1r1t1ona1character1st1cs　of　tree　spec1es　m　a

　trop1ca1ra1n　forest1n　West　Sumatra，N1trogen

　and　carbon　status第44回日本土壌肥料学会大会，

　大阪，1998．

12WUsher，増永二之，堀田満，若月利之Nut1r1－

　t1ona1character1st1cs　of　tree　spec1es1n　a　trop1ca1

　ra1nforest1nWest　Sumatra，Mmera1compos1t1on

　m　bark　sa㎜p1es第42回日本土壌肥料学会大会，

　大阪，1998．

13．増永二之，久保田大輔，堀田満，若月利之．西スマト

　　ラ熱帯雨林における樹木の栄養特性第8回日本熱

　帯生態学会大会，札幌，1998．

14増永二之，森純一，稲石高雄，白浜松重，若月利之

　多段土壌層法水質浄化システムによる生活系排水の

　高度処理，温暖化ガスの発生特性及び環境ホルモン

　の除去効果．第45回日本土壌肥料学会大会，札幌，

　1999．

15．若月利之，中西資文，増永二之．多段土壌式新技術浄

　化槽における最適送気条件のpH制御．第45回日本

　土壌肥料学会大会，札幌，1999．

16．森純一，増永二之，稲石高雄，白浜松重，若月利之．

　多段土壌層法による河川浄化システムの開発，シス

　テムの透水係数と最大負荷量の検討．第45回日本土

　壌肥料学会大会，札幌，1999．

17Hemansah　T　Masunaga，D　kubota，T　Waka－

　tsuk1　S011　character1st1cs　under　spec1fc　tree

　spec1es1n　a　trop1ca1ram　forest1n　West　Sumatra，

　Indonesia．第45回日本土壌肥料学会大会，札幌，

　1999．

1＆増永二之，久保田大輔，堀田満，若月利之．西スマト

　　ラ熱帯雨林における樹木の栄養特性第9回日本熱

　帯生態学会大会，千葉，1999．

19Hemansah増永二之，若月利之　Tree11tterfa11

　and　nutr1ent　dynam1cs　m　a　trop1ca1ra1n　forest　m

　West　Sumatra　Indones1a第9回日本熱帯生態学会

　大会，千葉，1999．

20増永二之，森純一，稲石高雄，白浜松重，若月利之

　多段土壌層法水質浄化システムによる下水処理水や

　汚濁河川水のの超局度処理第95回日本土壌肥料学

　会関西支部講演会，彦根，1999

21S　Luanmanee，N　Iwashma，T　Masunaga，T

　Attanandana，T　Wakatsuk110years　perform－

　ance1f　Mu1t1－So11－Layemg　system　on　domest1c

　wastewater　treatment第95回日本土壌肥料学会

　関西支部講演会，彦根，1999

22．増永二之，善波孝人，藤井俊逸，若月利之．多段土壌

　層法による汚濁河川水の局度浄化第34回日本水環

　境学会年会，京都，2000．

2a佐藤邦明，増永二之，若月利之．多段土壌層式新技術

　浄化槽システムによる家庭排水の高度処理，1O年間

　の実証試験の結果．第34回日本水環境学会年会，京

　都，2000．

24増永二之，Hemansah，若月利之西スマトラ熱帯

　多雨林における樹木が土壌養分状態に及ぼす影響，

　表層土壌中A1の形態第46回日本土壌肥料学会大

　会，東京，2000．

25Hermansah　T　Masunaga，Wakatsuk1L1tterfa11

　and　nutr1ent　f1ux1n　re1at1on　to　tree　spec1es　d1ver－

　s1ty　m　trop1ca1ra1n　forest　m　West　Sumatra

　Indonesia．第46回口本土壌肥料学会大会，東京，

　2000．

26一森純一，増永二之，若月利之．多段土壌層法による河

　川および下水の超高度処理システムの開発，構造決

　定における透水係数の必要性．第46回口本土壌肥料

　学会大会，東京，2000．

27．佐藤邦明，増永二之，若月利之．多段土壌層法におけ

　る生活排水処理，構造の違いによる処理能力の比較．

　第46回口本土壌肥料学会大会，東京，2000．
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中　務　　　明

Ak1ra　NAKATsUKA

　　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．トマト果実のグルタミン酸蓄積とエチレンの関係．

　　稲葉昭次⑧中務明⑧久保康隆⑧中村怜之輔　岡山大

　　学農学部学術報告，8431－35．1995

2　　Express1on　and1nterna1feedback　regu1at1on　of

　　ACC　synthase　and　ACC　ox1dase　genes1n　r1pen－

　　1ng　tomatofru1t　NAKATsUKA　A，S　SHI0MI，Y　KUB0

　and　A．INABA．P1ant　Ce11PhysioL，38：1103－1110．

　　1997．

3　cDNA　c1on1ng　of　ACC　synthase　and　ACC　ox1dase

　　genes　m　cucumber　fru1t　and　the1r　d1fferent1a1

　　express1onbywound1ngandaux1nSHI0MIS，M

　　YAMAM0T0，T．ON0，K．KAKIUcHI，J．NAKAM0T0，A．

　　NAKATsUKA，Y　KUB0，R　NAKAMURA，A　INABA　and

　　H　IMAsEKI　J　Japan　Soc　Hort　Sc1．67685－692

　　1998．

4　　D1fferent1a1express1on　and　1nterna1　feedback

　　regu1at1on　of1－am1nocyc1opropane－1－carboxy1ate

　　synthase，1－am1nocyc1opropane－1－carboxy1ateox1－

　　dase，and　ethy1ene　receptor　genes1n　tomato　fru1t

　　durmg　de▽e1opment　and　r1penmg　NAKATsUKA　A，

　　S．MURAcHI，H．OKUNIsHI，S．SHI0MI，R．NAKAN0，Y．

　　KUB0and　A　INABA　P1ant　Phys1o1，1181295－1305

　　1998．

5．Express1on　character1st1cs　of　CS一λCS1，CS一λCS2

　　and　CS一λCSユ　three　members　of　the　1－

　　ammocyc1opropane－1－carboxy1ate　synthase　gene

　　fam11y1n　cucumber　（C〃o〃舳∫∫α肋〃8L）fru1t

　　under　carbon　d1ox1de　stress　MATH00K0F　M，

　　MWMwANIKI，ANAKATsUKA，SSHI0MI，Y　KUBq

　　A　INABA　and　R　NAKAMURA　P1ant　Ce11Phys1o1，

　　40：164－172．1999．

6　Character1zat1on　of　ethy1ene　b1osynthes1s　assoc1－

　　ated　w1th　r1penmg1n　banana　fru1t　LIU　X，S

　　SHI0MI，ANAKATsUKA，YKUB0，RNAKAMURAand

　　AINABAP1antPhys1o1．1211257－12651999

7　Express1on　of　a　water　stress－1nduced　po1yga1ac－

　　turonasegenem　harvested　cucumber　fru1t　KUB0

　Y，YXUE，ANAKATsUKA，FMMATH00K0，A
　　INABA　and　R　NAKAMURA　J　Japan　Soc　Hort　Sc1，

　　69：273－279．2000．

　　　　　　　　　　［学会発表等コ

1　トマト果実のACC合成酵素とACC酸化酵素遺伝

　　子の発現一樹上成熟と追熟による相違並びにDACP

　　に対する反応．中務明⑧塩見虞次郎⑧久保康隆⑧稲

　　葉昭次　園学雑，64（別2）　684－685．1995

2　トマト果実のACC合成酵素とACC酸化酵索の遺

　　伝子発現に対するフィートハック調節．中務明⑧塩

　　見慎次郎⑧久保康隆⑧稲葉昭次　園学雑，65（別2）

　　　746－747．　1996．

3．トマト果実の成熟に伴うエチレンレセプタータンパ

　　ク質遺伝子の発現特性奥西弘典⑧中務明⑧稲葉昭

　　次．園学雑，66（別2）：674－675．1997．

4．Express1on　character1st1cs　of　three1－ammocyc1o－

　　propane－1－carboxy1ate　synthase　genes1n　cucum－

　　ber　fru1t　under　carbon　d1ox1de　stress　MATH00K0

　　FM，MWMwANIKI，ANAKATsUKA，SSHI0MI，YK

　　UB0，AINABAandRNAKAMURAJJapanSoc
　　Hort　Sci．67（SuppL1）：189．1998．

5　　Express1on　and1nterna1feedback　regu1at1on　of

　　ACC　synthase　and　ACC　ox1d－ase　genes　m　r1pen－

　　1ng　tomato　fru1t　NAKATsUKA　A，S　MURAcHI，H

　　OKUNIsHI，SSHI0MI，YKUB0andAINABA
　　Sympos1um　on　Postharyest　Hort1cu1ture－Stress

　　Response　and　Qua11ty　Contro1，PP　14－15　1998

　　Tokyo．

6　Express1on　of　a　water　stress－mduced　po1yga1ac－

　　turonase　gene　express1on　m　har▽ested　cucumber

　　fru1tKUB0Y，YXUE，ANAKATsUKA，FM
　　MATH00K0，A　INABA　and　R　NAKAMURA　Sym－

　　pos1um　on　Posthar▽est　Hort1cu1ture－Stress　Res－

　　ponse　and　Qua1ity　Contro1，P．25．1998．Tokyo．

7．トマト果実の発育⑧成熟中におけるACC合成酵索，

　　ACC酸化酵素およびエチレンレセプタ遺伝子の発

　　現と内的フィートハソク制御　中務明⑧村地志保⑧

　　奥西弘典⑧塩見慎次郎⑧久保康隆⑧稲葉昭次．園学

　　雑，67（別2）：502，199＆

8．ハナタバコヘのアンチセンスカルコンシンターゼ遺

　　伝子の導入と発現細木高志⑧中塚貴司⑧平沢裕二⑧

　　中川強⑧中務明⑧山岸真澄．園学雑，68（別1）：

　　272．　1999．

9．トマトACC合成酵素遺伝子ムEλCS2およびムE一

　　λCS6遺伝子の制御領域のクローニンクとその機能

　　解析　村地志保・奥西弘典⑧中務明⑧中野龍平⑧久

　　保康隆⑧稲葉昭次．園学雑，68（別2）：446．1999．
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10．スカシユリのPCRべ一スの分子マーカー．阿部宏

　　美⑧中野道治⑧中務明⑧山岸真澄．園学雑，69（別

　　2）：421．2000．

11．PCRべ一スのマーカーを用いて構築したスカシュ

　　リの連鎖地図　阿部宏美⑧中野道治⑧中務明⑧山岸

　　真澄．園学雑，69（別2）：422．2000．

　　　　　　　　　　［その他］

1．Mo1ecu1ar　bio1ogica1studies　on　the　intema1

　regu1atory　mechan1sm　of　npen1ng－ethy1ene

　b1osynthes1smtomatofru1tNAKATsUKA，A岡山

　大学農学博士，pp1－114March，2000

伴　　　琢　也

Takuya　BAN

　　　　　　　　　　［論　文］

1．ジベレリン処理により無核化したブドウ　‘巨峰’果

　実の阯Propy1d1hydro］asmonate（PDJ）による肥

　大促進．200α塩崎修志⑧尾中真寿⑧伴琢也⑧尾形

　凡生⑧堀内昭作　近畿中国農研．9956－60

　　　　　　　　　［学会発表］

1Effects　of　absc1s1c　ac1d　and　shad1ng　treatments　on

　anthocyan1n　components1n　sk1ns　of’Kyoho’

　grapes　BanT，MYamaguch1　RMoch1oka，S
　Sh1ozak1T　Ogata　and　S　Hor1uch1，Supp1ement

　to　J．Japan．Soc－Hort．Sc止67（1）：74．1998．

2Effects　of　absc1s1c　ac1d　and　shad1ng　treatments

　on　the　1eve1s　of　anthocyan1n　and　resveratro1

　1nsk1ns　of’Kyoho’grape　berry　Ban，T，S　Sh1ozak1

　TOgataandSHor1uch1，ABSTRACTSXXV
　Intemat1ona1Hort1cu1tura1Congress（IHC）　242．

　1998．

3一植物生長調節物質及び遮光処理がブドウ’巨峰’果皮

　中のアントシアニン組成におよぼす影響．伴琢也⑧

　山口雅篤⑧望岡亮介⑧塩崎修志⑧尾形凡生⑧堀内昭

　作，園芸学会雑誌，第68巻別冊1：189．1999．

4．植物生長調節物質及び遮光処理がブドウ’巨峰’果実

　のアントシアニン生合成系酵素遺伝子の発現におよ

　ぼす影響．伴琢也⑧石丸恵⑧小林省蔵⑧塩崎修志⑧

　尾形凡生⑧堀内昭作，園芸学会雑誌，第69別冊1

　182．　2000．


